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詳しくはP36へ！2017.12 RELEASE!

３次元リアルタイム・バーチャルリアリティソフト UC-win/Roadは、2002年ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー
を受賞。各種プロジェクトの３次元大規模空間を簡単なPC操作で作成でき、多様なリアルタイム・シミュレーションが
行える先進のソフトウェアです。柔軟な開発環境、高度なシステム開発に適用できます。

FUNCTION 主な機能、特徴

Virtual reality design studio
VR/FEM/
CAD/SaaS
VR/FEM/
CAD/SaaS

64bitネイティブ対応

描画周期と、計算周期の独立した管理が可能

計算周波数制御及び
SILS機能

内部処理イメージ
（描画60hz、計算100hzの場合）

描画ループ

シミュレーションループ
等間隔計算

実時間より
早く実行可能!

連携モデル
計算実行

外部
ループ

描
画同

期

の
場合

CAN
ETHER

NET
API…

▲描画周期 60hz

▲計算周期 100hz

自動車制御拡張

シミュレーション
リアルタイム連携
プラグイン

速度・加速度を指定、
他車との車間距離を維持

HIL連携プラグイン
(システムオプション)

シミュレーション
タイマー機能拡張

イベントの設定を
ビジュアル的に作成

2Dビュー
車の状況など表示拡張

▲道路、車両、歩行者
　のみを表示

▲付随情報表示

3DCAD Studio®連携
設計した構造物を

VR空間へインポート可能

電子国土地図
サービスプラグイン

▲地図情報選択画面 ▲航空写真＋標高情報

PinP+マスクHUD

PinP、HUDシミュレーション
仮想画面を作り、

複数の角度・位置からVRを閲覧

エッジブレンディング、
マスク機能

各プロジェクタからの映像を重ね、
プロジェクタ間で隙間をなくす

一定速度

一定加速度

一定車間距離

UAVプラグインVer.2:
マッピング機能

UAVの
飛行ルートを設定

海洋津波解析海洋津波解析

©名古屋大学©名古屋大学

xpswmmxpswmm

TRACKSTRACKS
Civil 3DCivil 3D

12d Model12d Model

スパコンクラウド®スパコンクラウド®

S-PARAMICSS-PARAMICS LegionLegion

VISSIMVISSIM AIMSUNAIMSUN

Engineer’ s Studio®Engineer’ s Studio®

OSCADY PROOSCADY PRO

TRANSYTTRANSYT

SIDRASIDRA

DesignBuilderDesignBuilder

EXODUSEXODUS

UC-1／3D配筋UC-1／3D配筋

土石流シミュレーション土石流シミュレーション

TsunamiTsunami

AllplanAllplan

  

点群モデリング点群モデリング

3DCAD Studio®　3DCAD Studio®　

騒音解析騒音解析

風・熱流体解析風・熱流体解析

CAD 解析

InRoads
道路設計CAD

Civil 3D
土木設計用CAD

SIDRA
交差点解析

TRACKS
　　交通シミュレーション

Micro Simulation
マイクロシミュレーション

Rhino
３DCADライノセラス

OSCADY-PRO
　　信号解析

TRANSYT 
　　交通シミュレーション

VISSIM
　　交通シミュレーション

AIMSUN
　　交通シミュレーション

12d Model
測量CAD ドライブシミュレータ

モーションプラットフォーム

Mensura/Heads
道路設計CAD

  OHPASS
線形最適化

   APS-Win
道路設計CAD

S-Paramics
　　交通シミュレーション

Legion
　　群集流

UC-win/Road
for Robocar R

Analysis
Result

Analysis
Result

GIS
GISソフトGEOMANIA

Google Earth
データ公開

DWG DXF
IFC Shape
LandXML

Measured
Data

Analysis
Result

Dynamics LogAnalysis

3DS

FB
X

CO
LL

AD
A

PovRay

スパコンクラウド®
CGムービーサービス
風・熱流体
　スパコン解析・シミュレーション
騒音音響
　スパコン解析・シミュレーション
海洋津波解析サービス

  車両軌跡
作図システム

2DCAD

  駐車場
作図システム

2DCAD

Allplan
3D建築CAD IFC

EXODUS
避難シミュレーション

xpswmm
雨水流出解析ソフトウェア

UC-1 土石流シミュレーション
土石流シミュレーション

Engineer's Studio®
構造解析

R

DesignBuilder
建物エネルギー（予定）

Tsunami
津波解析

LuxRender

  3ds MAX
3DCAD

  Maya
3DCAD

3DCADStudio®
3DCAD

UC-1 ／ 3D配筋
土木設計・CAD

®

3D・VRをクラウドで！

3D・VRシミュレーション

点群モデリング
3D点群・出来形管理

OpenFlight
リアルタイム3D

SIMLINK
　　シミュレーション

MATLAB
　　数値計算言語

UC-win/Road SDK
開発キット

UC-win/Road
カスタマイズシステム

UAV
Drone

HMD
Oculus Rift

3DVR Solutions

MultiframeMultiframe

Ver.13
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「（少子高齢化とそれに伴い働き手が少

なくなる社会的な流れに対し）羽田空港の中

（の仕事）を見ると、まだ機械化・システム化

が進まず、しばらくの間はどうしても人手に頼

らざるを得ないところがあるだろうと思って

います」

自社を取り巻く情勢から、そうした仕事の

需要はなお根強いはず、と位置づけ。加え

て、東京オリンピックが開催される2020年

に向け様々な事業者が人材の確保に努めて

いるものの、なかなか思うような形で雇用に

繋がっていない実情が窺われます。そこで同

社は増大する業務に対処するため、当面のソ

リューションとしてシニアや外国人の力を借

りるという考え方に立ち体制を整備してきて

いる、と株式会社メイワスカイサポートの鳥

越竜治代表取締役社長は語ります。

今回ご紹介するユーザーは、羽田空港を拠

点に全日本空輸（ANA）を中心とする航空会

社向け貨物の搬送業務や郵便物の取り扱い

などを行う株式会社メイワスカイサポートで

す。堅調なニーズを背景にほぼ毎月、新入社

員を拡充。その教育用に同社では、航空輸送

を支援する空港での地上業務（グランドハン

ドリング）に関わる業界にあって、いち早く

バーチャルリアリティ（VR）の活用可能性に

注目。2016年秋にフォーラムエイトの3次元

（3D）リアルタイムVR「UC-win/Road」を

利用する教育支援ツールの構築に着手。翌

2017年2月末までにVRベースのシミュレータ

を開発し、4月以降はそれを新入社員の教育

訓練プロセスに本格運用しています。

一方、その成果はフォーラムエイト主催の

「第16回3D・VRシミュレーションコンテスト 

オン・クラウド」（「第11回FORUM8デザイン

フェスティバル2017‐3Days+Eve」内）に応

募され、11月15日に催された最終審査を経て

グランプリ（最優秀賞）を受賞しています。

半世紀にわたり羽田空港で 
グランドハンドリング事業を展開

株式会社メイワスカイサポートは1968年

11月、羽田空港でグランドハンドリング業務

を担う明和興業株式会社として設立されまし

た。その後、成田空港の開港（1978年）とそ

れに伴う国際線移転、羽田空港の沖合展開

事業第2期工事完了（1993年）などを経る中

で業務内容を段階的に発展。2004年のANA

国内線向けを皮切りにANA貨物専用便向

け、2013年からはAIRDO向け、2015年から

はスターフライヤー（SFJ）向けに貨物搬送お

よび航空機搭降載補助業務を受託していま

す。また、2013年にANA国内線向けL-2PBB

機体装着業務、翌2014年にはANA郵便上屋

株式会社メイワスカイサポート

羽田空港でのグランドハンドリング事業を通じANAなどの安全運航を支援
UC-win/Road活用の教育訓練用DSを構築、第16回3D・VRコンテストでグランプリ

株式会社メイワスカイサポート

URL　https://www.meiwa-skys.co.jp

所在地　東京都大田区

事業内容 ：羽田空港における国内線貨物および郵
便物の搬送業務、搭降載補助業務、そのほか各種関
連業務

代表取締役社長
鳥越竜治 氏

安全品質推進部安全品質課マネージャー
新田紘史 氏

安全品質推進部
安全品質課リーダー
松田竜介 氏

貨物郵便部次長兼
業務課リーダー
遠藤信之 氏

羽田空港内で貨物を搬送する
トーイングトラクター
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アウトサイド業務を受託。さらにSFJ向けと

して、2015年に車両規制業務やPBB機体着

脱業務、2016年からはハイリフトローダー・

カーゴローディング業務、航空機駐機業務、

トーイング補助業務、地上電源供給業務お

よび冷暖房気供給業務を受託しています。そ

の間、2008年には創立40周年を迎えたのを

機に現行社名へと改称。来たる2018年11月

には創立50周年の節目を迎えます。

現在同社は羽田空港第2ターミナルを中心

に、同空港に就航する一日400便近いANAの

全便をはじめAIRDO、SFJ向け貨物搬送、お

よび郵便物の取り扱い・搬送を主業務として

従事。本社および空港事務所（いずれも東京

都大田区内）を拠点に約230名（2017年11月

現在）の従業員を配置し、24時間365日稼働

する業務にシフト勤務で対応しています。そ

のうち空港事務所には現業部門の貨物郵便

部およびその安全管理面を支える安全品質

推進部、本社には総務部が置かれています。

まず貨物郵便部は、空港内で貨物の搬送

や航空機搭降載を行う搬送1課～3課、国内

郵便の搬送や郵便物の仕分け、積み付け、引

き渡しなどを行う郵便課、各課の勤務調整

や活動の割り振りを行う業務課の5課から成

ります。特に搬送1課～3課は、それぞれ20数

名を擁する5グループから構成。そこでは前

述のシフト制を回していくため、多数のシニ

ア（60歳以上）の従業員がその能力を効果

的に発揮することで重要な役割を果たしてい

る。生産性を考慮しつつ各課の勤務体制の

決定や作業の点検を主導する貨物郵便部次

長兼業務課リーダーの遠藤信之氏は同部に

おける最近の特徴的な一端を、そう位置づけ

ます。これに対し安全品質推進部は、特殊な

環境下で車両の運転が求められる現業での

安全管理や新入社員教育を担当。例えば、他

社の事故事例などを用いた自社従業員向け

事故の未然防止活動のほか、ほぼ毎月採用

される新入社員が貨物郵便部に配属され実

技訓練を受ける前段階として業務上必要とな

る基礎知識の講義を実施しています。部の方

針策定やその運営を担う安全品質推進部安

全品質課リーダーの松田竜介氏は、同じ羽田

空港で様々な業務に携わる他社担当者とも

安全に関する定期的なミーティングを重ね、

情報共有に努めています。また同部安全品質

課マネージャーの新田紘史氏は、自分たちが

使う車両や航空機の分野を含め空港内で働

く際に必要な基礎知識について新入社員に

対し自ら指導しています。

貨物搬送の効率化へ 
ICT活用の可能性を模索

貨物搬送を円滑かつ的確に行い、航空機

の定時運行を確保する上でキーとなるのが、

受託する航空会社の発到着全便の運行状況

に基づき貨物搬送指示を発信する「コント

ローラー」です。その業務は、1）各出発便の

搭載指示書を確認して作業者を適宜割り振

り、搬送や搭載を指示する「出発コントロー

ラー」、2）到着便の状況をモニターで確認

しながら無線を通じ、出発便の作業を終え

た作業者に到着便のPBB装着や貨物の取

り降ろし・搬送を指示する「到着コントロー

ラー」、3）作業者配置の指示漏れの有無や

作業の進捗を確認し、イレギュラー発生時

の対応など現場作業を総括する役割を負う

「チェックコントローラー」 ― に大きく分け

られます。

「空港の仕事は（流通する）情報が非常に

多く、（コントローラーでは）それを整理して

同時に30～40人（の作業者）と無線一つで

やり取りしています」。しかも、紙ベースの伝

達などアナログ手法に依存する部分が依然

多い、と遠藤氏は指摘。その効率化を図るべ

く、現在はスマートフォンやタブレット端末な

ど情報通信技術（ICT）の活用可能性が模索

されているといいます。

とはいえ、システムそのものは航空会社に

帰属するのに加え、全国に及ぶその各種業

務の受託企業も絡んでくることから、同社で

は当該作業の実態や電子化移行の効果につ

いての調査を展開。その先で関係者全体にメ

リットをもたらすようなアプローチを働きか

けていきたい（松田氏）としています。

空港内の車両運転訓練用DS 
構築へのアプローチ

「従業員はほとんど全員が車両を運転す

る業務に就く中で、新入社員の8割近くは運

転未経験者もしくはペーパードライバー。そ

の上、同社が使用するトーイングトラクター

など機材は皆左ハンドルのため、入社後にま

ずクルマの運転に慣れてもらうところから始

まっているのが実態といいます。加えて、同

社は3年ほど前からシニア雇用に力を入れて

おり、その運転自体に支障はないものの空港

内のルートを覚えるのには苦労している様子

が窺われました。そこで車両の運転に慣れる

とともにルートを覚えるため利用できる「ド

ライビングシミュレータがあったら」という考

えが醸成されてきた、と鳥越社長は振り返り

ます。「車両を運転するため（新入社員の訓

練は）マンツーマンでやってきているのです

が、実際の仕事を教える前に（そのような体

制で）運転を教えるのは効率が悪い。シミュ

レータがあれば（現業部門に配属される前段

階で）教官一人が複数の訓練生を指導できる

（はず）といった部分もありました」

航空機の定時運行を支える貨物搬送のコントローラー業務（空港事務所内）
羽田空港内の貨物搬送をリアルに体験できる、UC-win/Road利用の
VRシミュレータ



そうした発想の下、2016年夏に自身ら

のニーズに適応するシミュレータをイン

ターネットで探すうち、同様な技術を提供

する他社製品とともにフォーラムエイトの 

「UC-win /Roadドライブ・シミュレータ

（DS）」に到達。VRに関する予備知識が何

もないまま、それぞれに様々な問い合わせを

試みた後、鳥越社長と松田氏はその丁寧な説

明と価格などの条件面で適合したことから

当社を訪問。展示されていた各種シミュレー

タを体験するうちに「これだったらいけそう」

（鳥越社長）との感触を得ました。

さらに、「空港内を特殊な車両で走行する

といったDSを扱ったことはないが、ニーズに

応えられるよう出来るだけ協力したい」との

当社担当者の申し出を受け、10月頃にはUC-

win/Road DSの導入を決定。11月頃から同

社の要望を示し、それに伴う費用を勘案し

つつ、VRで作成する空港の範囲や映像の精

度、設定する車両に関する詳細を詰めた後、

空港内を撮影。その映像を基にVRの作成が

着手されました。2017年2月末までにはUC-

win/Road DS をベースにVRを利用した、羽

田空港の特殊な環境と固有の走行ルールを

反映して特殊車両を運転するための教育訓

練用シミュレータを開発。3月の中途採用者

向け訓練での初披露を皮切りに、新卒者を含

む4月の新入社員向け教育訓練から同シミュ

レータの本格運用をスタートしています。

また同社は、そこで作成されたVRデータ

を「第16回3D・VRシミュレーションコンテ

スト オン・クラウド」（当社主催）に応募。

「第11回FORUM8デザインフェスティバル

2017-3Days+Eve」のDay1（11月15日）に

催されたその最終審査においてグランプリ 

（最優秀賞）に輝いています。

DSへの評価と次なるターゲット

「（VR空間のリアル感はもう少し劣るもの

と思っていたのに）想像したより立派なもの

であり、（現実の世界）そのままなので、これ

は完全に使えるのではと実感しました」。鳥

越社長はこのシミュレータを使い、新入社員

が予めある程度走行できる状態にしておくこ

とで、事故の回避や訓練時間の短縮に繋が

るものとの見方を示します。また新田氏は、

ルートを覚えるのに役立ったとのシニアから

の評判に触れます。

再現性という意味では、松田氏が空港内特

有のルールや道路標示の正確な表現を、遠

藤氏が特殊車両の走行性の表現を、それぞ

れ高く評価。危険シーンの説明などへの更な

る効果的な活用も視野に入れます。加えて松

田氏は、過去の事故事例や飛行機と車両が

交差するようなシーンを盛り込むとともに、

採点機能を備えることで、新入社員教育のみ

ならず、熟練社員を含めた安全面の向上にも

資するツール展開への期待を描きます。鳥越

社長はそうしたニーズも踏まえ、さらに多様

な情報を付加しつつVRデータを引き続き更

新していく考えといいます。

「今後はハイリフトローダーに機材を装着

する業務のシミュレーション、過去のヒヤリ

ハットやイレギュラーの事例などをこの中に入

れるところまではいきたいと思っています」

（執筆：池野隆）

表彰式の様子

様々な特殊車両が走行し、標識や案内が無く、独自の交通ルールも存
在している空港の特殊環境における運転訓練の為にDSを導入。目的
地までのルートの暗記や、停止位置などの注意点の確認ができる。

ブリッジの番号で目的地を確認し、飛行機の通過を待つなど空港という特殊な環境の中を、安全に運行し所定の場所に停車するシナリオを体験可能。

ブリッジなどに書かれている番号等で目的地を確認。空港内は景色
が似た箇所も多く、このようにして目的地を確認する。

安全に走行し、目的地に停車。

羽田空港内という一般の道路と異なる、車
両走行ルールや特殊な環境の中で、安全に
車両を運転するための訓練を目的とした、
ドライビングシミュレータ用VRデータ。
空港内の道路や施設だけでなく、行き交う
特殊車両や航空機まで再現、車両運転にお
ける危険箇所や注意するポイントの教育・
訓練に活用。

第16回 3D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウド 最優秀賞

「羽田空港VRシミュレータによる教育訓練」

システム概要
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タ イ の 首 都 、バ ン コ ク の 市 街 地 に

キャンパスを構えるチュラロンコン 大 学

（Chulalongkorn University）は、“タイの東

大”とも呼ばれ、同国ナンバーワンの実力を

誇る大学だ。同大学の工学部機械工学科の

建物にある「スマートモビリティー研究セン

ター」は、2017年6月、フォーラムエイトのVR

ソフト「UC-win/Road」対応の6軸ドライビ

ングシミュレーターを導入した。

ス マート モ ビリ ティー 研 究 セ ン ター

（SMRC）は、 機械工学や電気工学、土木

工学、コンピューター工学など様々な工学分

野の専門家が集まる研究センターだ。チュラ

ロンコン大学は一丸となって、タイの社会と

国民のためにスマートで安全、サステナブル

な交通手段の研究開発に取り組んでいる。日

本のトヨタ自動車やいすゞ自動車など企業の

ほか、名古屋大学や東京農工大学との連携

や共同研究も数多く行っている。

高齢ドライバーの運転行動を実験

 “クルマ酔い”解決のため導入

現在、SMRCの主な研究分野の1つは高齢

化社会における運転行動だ。世界の多くの国

と同様に、タイでも国民の20%が高齢者を占

めるまでになり、高齢化社会に向かっている

ことは否定できない。チュラロンコン大学も

この傾向を重視し、主要な研究課題の1つと

して位置づけている。

SMRCはチュラロンコン病院のコグニティ

ブフィットネスセンターと共同で、高齢者の

ドライバーに関する調査を始めた。SMRCは

現在、認知能力が運転能力に及ぼす影響に

焦点を当てて研究している。この研究に早く

もフォーラムエイトの6軸ドライビングシミュ

レーターが使われているのだ。

SMRCのヌクシット・ヌームウォン（Nuksit 

Noomwongs）助教授は「ハイウエーに合流

するとき、高齢者は周囲の交通状態にあまり

注意を払わないことがある」と語る。そこで

高齢者を被験者として、運転能力をドライビ

ングシミュレーターによって測定するのと併

行して、認知能力をケンブリッジ・コグニショ

ンが開発した「タッチスクリーン式認知機能

検査法」（CANTAB）で検査する方法で、高

齢者の運転行動を研究している。

「最初は、オランダのカーネットソフト

（Carnetsoft）のドライビングシミュレー

ター映像を3面スクリーンに映し、固定コック

ピットで運転する装置を使用していました。

ところが大画面とリアルな視界、動きが再現

できないことが組み合わさって、多数の被験

チュラロンコン大学

スマートモビリティー研究センター／工学部 機械工学科

6軸ドライビングシミュレーターでタイの交通課題を研究
名古屋大学とも連携し、研究成果を共有へ

チュラロンコン大学 工学部機械工学科

URL　www.me.eng.chula.ac.th

所在地　タイ・バンコク市

研究開発内容　1917年に設立されたタイで最古の
大学で同国ナンバーワンの実力を誇る。バンコク市
街に位置し、“タイの東大”とも呼ばれる。工学部の
ほか、医学、理学、建築学、農学などの理系学部、法
学、経済学、芸術学などの文系学部、体育学部など
19の学部と23の単科大学や研究機関がある。学生
数は約3万8000人、教職員数は約2800人にも上る。

Academy User
 vol.15

チュラロンコン大学工学部機械工学科にある
「スマートモビリティー研究センター」のヌク
シット・ヌームウォン（Nuksit Noomwongs）
助 教 授（左 ）とアンキー・スリパカゴーン
（Angkee Sripakagorn）准教授（右） タイの3Dデジタルシティ・モデリング　by UC-win/Road
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者が“クルマ酔い”を起こして十分な実験が行

えまなかった」とヌームウォン助教授は振り

返る。

そこでSMRCは運転時の動きを再現でき

るモーションプラットフォームを探し始めた

ところ、名古屋大学との共同研究を通じて、

フォーラムエイトのドライビングシミュレー

ターを導入することが決まった。そして2017

年6月に、SMRCの研究室に設置されたの

だ。

名古屋大学と同じプラットフォーム
研究成果の比較も可能に

チュラロンコン大学がフォーラムエイトの

ドライビングシミュレーターを選んだ背景

には、名古屋大学の産学連携研究拠点、「ナ

ショナル・イノベーション・コンプレックス

（NIC）」との連携や共同研究を行いやすく

するためでもあった。NICも2015年にフォー

ラムエイト生の6軸モーションプレート付き

の高精度ドライビング・シミュレーターを導

入し、「高齢者が元気になるモビリティー社

会」などの研究に使っている。

名古屋大学特任教授で未来社会創造機

構 名古屋COI拠点産学連携リーダーの原口

哲之理氏は、2016年9月にチュラロンコン大

学で開催された第2回自動車技術者フォー

ラムで議長を務めるなど、SMRCとも交流

があった。このイベントにはフォーラムエイ

トも過去3回、スポンサーとして参加してい

る。また、2015年ごろには原口教授の案内で

SMRCのヌームウォン助教授がフォーラムエ

イト東京本社を訪れ、様々なドライビングシ

ミュレーターを体験した。

「名古屋大学と運転者の行動や自動運転

などの研究成果を比べるためにも、同じプ

ラットフォームのドライビングシミュレーター

を使った方が有利だと思った。もちろん、

フォーラムエイト東京本社で、実物を体験し

てその性能を高く評価していたことも、導入

のポイントになった」とヌームウォン助教授

は言う。

SMRCのドライビングシミュレーターは、

既に修士課程や学部の学生たちが、酒酔い

運転や高齢者の運転行動などを調べるため

の実験に活用し始めている。さらには土木工

学科の研究者からも、このシミュレーターを

研究に使わせてほしいという希望が来ている

という。

ドライビングシミュレーターを使った先端

的な研究活動は、学生たちにも人気の的だ。

研究室には修士課程の学生が毎年3～4人、

学部生に至っては毎年約30人も配属される

という。自動運転用の実験車両や模型車両、

コンピューターなどが置かれた研究室では、

十数人の学生たちが実験の準備やプログラ

ムの開発に取り組んでいた。

安全、ITS、電動化が研究の3本柱
DSで研究を加速

SMRC における自動車の研究は、3つの主

要分野をカバーしている。

1つ目は「アクティブ＆プリ・クラッシュセー

フティ」という衝突防止システムだ。この研

究の要は、ドライブレコーダーを使用して運

転行動データを収集することだ。現在のプ

ロジェクトではGPSデータと運転者の生態

データによる危険運転検知や、車線逸脱警

告システムを研究している。自動緊急ブレー

キシステム（AEB）や車線保持支援システム

（LKA）、後部からの衝突を最小化するため

のブレーキやハンドル操作 など、運転を自動

化するための研究が進行中だ。

2つ目の分野は、高度道路交通システム 

（ITS）だ。交通流の分布を把握するための

プローブ車両データの収集や旅行時間の推

定、車両間（V2V）通信、そしてエコ運転など

様々な交通関連の研究が含まれる。SMRCも

「WBCSD SMP 2.0 バンコク」（サートーン・

モデル）として知られている社会実験に参加

している。この実験では、バンコクの高層ビル

街である「サートーン地区」の交通問題に取り

組むため、様々な計測が行われている。

3つ目は、車両の電化についての研究開発

だ。研究内容には、バッテリーや燃料電池、

スーパーキャパシタの研究、電気自動車やハ

イブリッド車のエネルギー使用などがある。

SMRCでは、エネルギー省の支援を受けて

バンコク市内の交通状況で電気自動車やハ

イブリッド車が消費するエネルギー量を推定

するプロジェクトに参加している。

6軸DSを活用

新たな研究テーマに挑戦

SMRCでは、新たに導入したフォーラムエ

イトの6軸ドライビングシミュレーターを活用

して、運転行動に関する研究をさらに拡大し

ていく計画だ。安全運転の分野では、実車に

搭載されたドライブレコーダーのデータを、

シミュレーターに投入し、実際の運転環境を

シミュレーションで再現できる点に注目が集

まっている。

例えば、酔っぱらい運転や居眠り運転の

研究は、ドライビングシミュレーターがあっ

てこそ、可能になる。先進運転支援システム

（ADAS）や自動運転機能も、ドライビング

シミュレーター上でテストすることが可能

だ。このほか、事故発生の直前状況をシミュ

自動運転車として改造中の車両 元気いっぱいの学生たち

名古屋大へ納入した大型5面立体視ドライビング・
シミュレータと原口教授

車両性能実証装置
高精度ドライビング・シミュレーター

4K 3D

©名古屋大学

名古屋大学 
特任教授 
原口哲之理 氏
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ドライビングシミュレーター開発の歴史

レーターで再現することにより、どんな前兆

行動が事故に結びつくかも明らかにできそう

だ。実験で得られたパラメーターは、名古屋

大学の研究成果とも比較できる点がメリット

と言えそうだ。

独自のDSを開発

今回、フォーラムエイトの6軸ドライビング

シミュレーターを導入したSMRCでは、2005

年から独自のドライビングシミュレーターを

いくつも開発してきた。技術上の課題や開発

の難しさも熟知している技術者が、フォーラ

ムエイト製品を選んだことには大きな意味が

ある。その開発の歴史を紹介しよう。

●第1世代（2005年）
最初のドライビングシミュレーターは2005

年に作られた。ハンドルとアクセルによる加

速、ブレーキによる制動のコマンドを読み

取ることができたが、ステアリングフォース

フィードバックは付いていない。このシミュ

レーターでは、シングルトラック車両モデル

（自転車モデル）を使用していた。

画面に表示するコンピューターグラフィッ

クのプログラムは、単純 な幾何学的形状

を使用した。車両モデルとグラフィックは

「MATLAB」というプログラムで書かれた。

ハンドル操作について、いくつかのフォース

フィードバックシステムが設計され、ステアリ

ングホイールに取り付けられた。ダイレクトド

ライブやベルトシステム、多段プーリー、ベル

トシステムがテストされた。

操舵システムの慣性をシミュレートするた

めに、慣性ディスクもステアリングコラムに含

まれていた。

●第2世代（2006年）
2006年には、米国からの車両と交通モデ

ルのない3自由度のドライビングシミュレー

ターを導入した。ドライビングシミュレーター

と模型の車両が連動したもので、ドライバー

によって運転制御が模型の車両に伝わり、

逆に模型の車両の動的反応はドライバーに

フィードバックされるようになっている。

模型車両に装備されたカメラは、ミニチュ

ア道路を観察するために使われた。この研究

は、厳しい車のテスト状況でコストとリスク

を削減するのに役立った。

第2世代のシミュレーターでは、ピッチと

ロールの動きを再現する取り組みも行われ

た。運転性能に及ぼすロール運動の動きを、

ハンドルバーで操舵する三輪車「トゥクトゥ

ク」について検討した。また、転倒を軽減す

るためのロール・アンド・ピッチ運動の効果

についても検証した。

グラフィック処理には「Unity3D」が導入さ

れ、グラフィック的にも進化した。

●第3世代（2008年）
第3世代のドライビングシミュレーターは、

トリ・ペッチ・イスズ・セールス社の支援によ

り、エコ運転を評価するために開発された。

モーションプレートは付いていないが、軸方

向の加速特性は、実車のいすゞピックアップ

を用いた実験から導かれた正確なデータを

使用している。また、エンジンと変速機のダ

イナミクスも含まれているため、正確な燃

料消費量も推定できる。グラフィックには

Unity3Dが使われた。

●第4世代（2010年ごろ）
従来のバージョンに基づき、モーターやト

ランスミッションベルト、マルチターンポテン

ショメータ、慣性ディスクを含むステアリング

フォースフィードバックシステムを追加した。

ステアリングシステムの力フィードバックゲイ

ンと不感帯を考慮したステアバイワイヤシス

テムとドライバーの挙動を調べるために使用

された。

●第5世代（2011年ごろ）
カウンターバランス型フォークリフトのシ

ミュレーターとして開発された。 このシステ

ムは、Unity3DソフトウェアとLabVIEWを使

用して、ステアリングや加速、制動のコマンド

をインターフェースするために構築された。

3台の3Dプロジェクターとヘッドトラッキン

グカメラを使ったシステムを構成することも

できる。フォークリフト運転者がパレットの

上げ下げを、立体視によって訓練することが

できる。グラフィックはドライバーの頭の向き

を基準としており、運転手が頭を動かすとパ

レットとフォークを別の角度で見ることがで

きる。

（執筆：家入龍太）

第1世代（2005年） 第2世代（2006年）

第3世代（2008年） 第4世代（2010年ごろ）

2017年6月に導入された
フォーラムエイトの6軸 
ドライビングシミュレーター

第5世代（2011年ごろ） 6軸モーションプラットフォーム
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名
勝
耶
馬
溪
の
三
橋

1

橋長 ● 116.0ｍ

耶馬溪橋（やばけいばし）

山国川に架かり｢青の洞門｣の下流約500ｍに位置。橋長116ｍは石造

アーチ橋として国内最大で、8連石造アーチも我が国唯一。大分県

や熊本県の石橋とは異なり、長崎の石橋に多い水平石積みを採用し

ているため、地元では「オランダ橋」と呼ばれる。大正12年（1923）

完成。大分県の有形文化財に指定。

羅漢寺橋（らかんじばし）

羅漢寺橋は、一つの脚経間が26mもの大きなアーチを持つ日本で2～

3番目に長い橋。　この橋の特徴は脚経間と高さの割合が5.0という

非常に扁平なことで、それだけに応力バランスが難しく、架設も困難

をきわめた。完成までに2回にわたる崩壊があった。1920年に完成。

幅員 ● 4.2ｍ アーチ高 ● 3.0ｍ 橋長 ● 89.0ｍ 幅員 ● 4.5ｍ アーチ高 ● 4.6ｍ

馬渓橋（ばけいばし）
昔、夏は渡し舟、秋冬春は仮橋が架けられて往来していた。増水の

度に流され、その都度修復され、大正12年に、現在の石積みアーチ

式の眼鏡橋が架けられた。2012年（平成24年）の梅雨前線豪雨及び

同年の九州北部豪雨により損壊し通行止め。暫定措置として2014年

6月に通行が再開、現在（2017年12月3日）も修復作業中。中津市の

有形文化財に指定。 橋長 ● 82.6ｍ 支間 ● 13.9ｍ アーチ高 ● 4.8ｍ

明正井路第一拱石橋（めいせいいろだいいちこうせききょう）

明正井路は奥豊後竹田市から豊後大野市の緒方町の荒野に引かれた灌漑

用水路。江戸末期から構想はあったが、明治から大正にかけて構築され、

その時代を取り「明正井路」。「井路」とは、「清水の流れる水路」という意

味。6連のアーチの上に4段の石壁を積んだ重厚な構造。2002年土木学会

選奨土木遺産に選定。

5 呉橋（くれはし）

呉橋は鎌倉時代より前に存在していたといわれている。呉橋（くれはし）と

いう名前は中国の呉の人たちが架けたといわれ、橋の名前になった。この

橋が架かる参道は昭和初期まで表参道であった。上部は木造で、３基ある

橋脚は石造、屋根は向唐破風造で桧皮葦（棟は銅瓦葺）。平時は渡ること

ができず、10年に一度の勅使際の時に使用される。

6

橋長 ● 24.67ｍ 幅員 ● 3.46ｍ橋長 ● 78ｍ 径間(アーチの幅)● 10.7ｍ 幅員 ● 2.8m
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大分県と宮崎県の県境

近くの「北川ダム（宇目

町）」に架かる国道326

号の湖面橋。1993年7月

開通。【唄げんか大橋】

という橋名は、地元の民

謡「宇目の唄げんか」に

ちなんで命名されたもの

で、特に宇目町付近では

歌詞の攻撃性が顕著で

喧嘩の様相を呈している

ことからきている。

橋名は、ギリシア神話の川の女神であるイーナコスに因んで名付けられ

た。サスペンション（吊り）構造とアーチ構造を組み合わせたサスペン・

アーチ橋で、78枚の花崗岩を床版として使用している。花崗岩は、別府市

の友好都市である中華人民共和国山東省烟台市産の良質の花崗岩（御影

石）。構造体である石をじかに踏んで歩くような橋。

明治橋（めいじばし）

架橋当初の位置にある現役の鋼橋としては、日本最古の橋。架設当時、日

本で製鉄は行われていなかったため、イギリスから輸入されたＤorman 

Long社製の鋼材を使用。また、橋梁床板の先駆けといえる合理的な合成

床板（鋼板の上にコンクリートを打設）を施工、明治35年（1902）完成。平

成17年（2005）、土木学会選奨土木遺産、県の有形文化財に指定。

九重"夢"大吊橋（ここのえ"ゆめ"おおつりはし）
大分県玖珠郡九重町に架かる歩行者専用の吊橋。2006年10月30

日に開通、当時は日本一高く、長い歩行者専用橋であったが長さ

については2015年に開通した箱根西麓・三島大吊橋に譲った、高

さは依然日本一。一度に大人1,800人の荷重に耐え、風速65m程

度、震度7までの地震に耐える。中央部の床板は、すのこ状のグ

レーチングで、下を望むことができる。来場者数はオープンから約

10年後の2017年3月1日に1,000万人を達成。土木学会 田中賞受賞

2

橋長 ● 32.5ｍ(16.25ｍ×2) 幅員 ● 5.4ｍ

別府明礬橋（べっぷみょうばんきょう）

九州横断自動車道 別府ＩＣ～湯布院ＩＣ間に位置、別府市郊外の幅400ｍのU

字の谷をまたぐために架けられた道路橋。明礬温泉は、強酸性の温泉脈が流

れており、地表面には硫黄を含んだ蒸気が噴出、鉄はすぐ腐食し、コンクリート

でもボロボロになってしまう。谷部には橋脚が設置出来ず支間235ｍの鉄筋コ

ンクリート固定アーチで建造。平成元年（1989）完成。土木学会、田中賞受賞。

3

橋長 ● 411ｍ アーチ支間 ● 235ｍ 有効幅員 ● 9ｍ×2

4
橋長 ● 390ｍ 幅員 ● 1.5ｍ 水面高 ● 173m

唄げんか大橋（うたげんかおおはし）7 イナコスの橋（イナコスのはし）8

橋長 ● 35.7ｍ 幅員 ● 2～2.9ｍ橋長 ● 292.1ｍ 中央支間● 170.0ｍ 幅員 ● 12.5m
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フォーラムエイトは、2017年11月1日、一般社

団法人 CRM協議会主催「2017 CRMベストプ

ラクティス賞」を受賞しました。この賞は、正し

いCRM導入プロセスを通して日本に「顧客中

心主義経営(CRM)」を実現することを目指し、

CRMで成果を上げている企業や組織を表彰

するものです。本年は「開発者と業界ステーク

ホルダーとの対話強化モデル」が評価されま

した。

2014年はUC-1開発サポートにおける顧客

中心主義が評価され「CRM奨励賞」を受賞、

2015年は「高度技術と顧客ニーズの融合モデ

ル」の顧客中心主義経営のいっそう高度かつ

継続的な活動が評価され、CRMベストプラク

ティス賞の受賞に至りました。

昨年度（2016年）の「サブスクリプション等

のサービス体系移行モデル」は、新たに導入

したサブスクリプションサービスの運用・案

内や、製品デモンストレーション活動の強化、

操作ガイダンスの改良といった取り組みが評

価されての受賞でした。2017年は、開発部門

において、土木・建設用CADの紹介セミナー

やユーザー会合に開発担当者が出向くなど、

ユーザーとの対話強化を実践いたしました。 

フォーラムエイト各部門が4年連続で受賞し、

顧客中心主義経営が評価されています。 

【一般社団法人 CRM協議会】

http://www.crma-j.org/

この度、「FORUM8 デザインフェスティバル

2017-3Days」のDay1（2017年11月15日）におい

て、フォーラムエイトパブリッシングより新刊

書籍2冊の出版披露を行いました。

「VRで学ぶ橋梁工学」は、既刊『漫画で学

ぶ舗装工学』シリーズ（建設図書）でのわかり

やすい説明に定評のある稲垣竜興氏が、道路／

舗装／橋梁の各分野について解説する人気シ

リーズの第3弾。ICTやCIMの活用など最先端の

情報を含んだ内容を、VRを利用した表現方法

で紹介する新しいコンセプトの解説書です。

また、「避難誘導サイン トータルシステム 

RGSSガイドブック」には、さまざまな災害から

いのちを守るために、人 を々安全な場所へと導

く手立てを網羅して掲載。避難誘導を中心に

して、全ての人が満足で安心できるそうしたサ

イン環境のデザイン案を紹介しています。

書籍ご購入の際は、当社HPのオーダーサイ

ト、またはAmazon、楽天をご利用ください。ま

た、FPBポイントでも交換していただけます。

詳しくは下記アドレスをご覧ください。

【フォーラムエイト・ポイント・バンク】

http://www.forum8.co.jp/forum8/fpb.htm

CRMベストプラクティス賞を連続受賞
開発者と業界ステークホルダーとの対話強化モデルを評価

No. 1

デザインフェスティバルで新刊書籍2冊を出版披露！
「VRで学ぶ橋梁工学」「避難誘導サイン トータルシステム RGSSガイドブック」

No. 2

HOT NEWS

「VRで学ぶ橋梁工学」
■著者 ： 稲垣竜興　
（一般社団法人 道路・舗装技術研究協会 理事長）
■価格 ： 3,800円（税別）
日本国内の橋梁数は橋長2m以上の道路橋で約
70万、鉄道橋で約9万橋。そのほとんどが高度成
長期に建設され老朽化しており、保全対応が今後
ますます求められています。橋の魅力を知って橋
ファンになってもらうため、さらに橋を見守ること
のできる人が少しでも増えることを念頭に、橋の
生い立ちから全体像までと橋の見守り方を、VRと
コラボしてとりまとめました。

「避難誘導サイン
トータルシステム RGSSガイドブック」
■著者 ：太田幸夫 （特定非営利活動法人サイン 
センター 理事長）＋RGSS 協力メンバー
■価格 ： 3,500円（税別）
認識の啓蒙書として2016年11月に出版された『安
全安心のピクトグラム』は、ピクトグラムデザイン
の適合性を精査し課題および改善点を学術的に
模索するものでした。今回、同書の著者である太
田幸夫氏による相補的な実践の手引書を新たに
刊行いたしました。この2冊を活用することで、各
種災害に対応の「トータルシステム」によって、安
全・安心な街づくりに貢献できます。

CRM
ベストプラクティス賞
トロフィー表彰式の様子　
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2017年10月28～29日、フォーラムエイトが

スポンサーとして協力する国際コンファランス

「ACADIA 2017」のプレイベントとして、マサ

チューセッツ工科大（MIT）でUC-win/Road

を活用したハッカソンが開催されました。　

ACADIAは 建築設計におけるデジタル活用手

法の研究・開発を主旨として設立された組織

で、ArcbazarのアドバイザーでもあるMIT建築

学科の長倉威彦准教授がチェアマンを務めて

います。「ACADIA 2017」では、なかでもデジ

タルツールの教育への活用にフォーカスしてお

り、ハッカソンにおいても、建築のみならず建

設土木や都市計画などにも対象領域を広げ、

デザインにおける課題をVR・AR・MRなどの

活用によって解決するというテーマ設定がな

されました。

2日間の終了後、計画の様々なフェイズを

Hololensで確認できる建築向け4Dプラット

フォームや、VIVEコントローラの操作により

VR空間内でパラメトリックモデルを編集する

プログラムなど、参加した8チームからさまざ

まな提案が提出され、審査・講評を経て各賞

が決定されました。弊社提供の「フォーラムエ

イト賞」は、前述のVIVE活用プログラムを開

発した「RoadRunners」が受賞しました。

【ACADIA2017】
http://2017.acadia.org/

【Hackathon】
http://2017.acadia.org/hackathon.html

「ACADIA 2017」にスポンサー協力
プレイベントでUC-win/Road活用のハッカソンを実施

No. 3

ハッカソンはMITを会場として2日間実施された

「フォーラムエイト賞」受賞チームのRoadRunnersと弊社開発担当

ソフトウェアおよびハードウェアとVR・AR・MR技術を活用した課題解決に挑んだ
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フォーラムエイトでは、会員企業として参

加している一般社団法人コンピュータソフト

ウェア協会（CSAJ）・技術委員会の主催によ

る米国研修プログラムに、社内の若手エンジ

ニアを派遣しています。今年で4期目となり、各

会員企業から24名の参加がありました。この

研修は、現地での生活体験を通じて先進技術

を学ぶこと、エンジニアとしての英語コミュニ

ケーション能力を向上させるきっかけを得るこ

とを目的としています。

また、現地での実習だけでなく、「渡航準

備」、「現地での研修」、「帰国後の報告」まで

を研修としています。開催地のカリフォルニア

州は、Google、Microsoft、Facebookなどが集

まる、シリコンバレーに匹敵するエリアである

プラヤ・ビスタや、UCLA（カリフォルニア大学

ロサンゼルス校）、CALTECH（カリフォルニ

ア工科大学）などアメリカを代表する大学があ

り、先端技術が日々生み出される地域です。

英語のグループレッスンでは、講師とはす

べて英語での会話で、最初は戸惑いながら

も、徐々に耳が慣れ、英語への抵抗感がなく

なりました。ハンズオンラーニングでは、実際

に外に出で、お店やレストランで英語での会話

を実践しました。参加者たちはレッスン後半に

なるにつれ、積極的に英語でコミュニケーショ

ンをとることが出来ました。

Inter Business Corporation 社 Noguchi 氏に

よる講義では、CDO、プラットフォームビジネ

ス、AI、日米の価値観の違いとITなどについ

て解説があり、日本のIT企業が世界でトップク

ラスになるには何が足りないのか、なにをすべ

きなのかを学びました。

スマートデバイス UI/UX設計・開発を専門

とするJordan氏の講義では、良いUX、悪いUX

の例やUI/UXの作成において重要なユーザー

へのインタビューについてなどをお話しいた

だきました。バックエンド設計・開発を専門と

するLauren氏の講義ではWater fall Styleの開

発手法とAgileの開発手法の説明、Agileの具

体的な進め方、Scrum Boardの活用についてお

話しいただきました。

実際に開発を担当している参加者からは、

Agileの開発手法のメリットを実感し、自分の

仕事にも取り入れてみたいという声が聞かれま

した。

Jordan氏とLauren氏の講義を踏まえ、今度

は自分たちでもScrum Boardをグループに分か

れて体験しました。任意のアプリを2週間で開

発するときに、必要な項目や開発日数の予想

を決めて、付箋に書き、紙に書いた表に張って

タスク管理するというものでした。

講義を聴くだけでなく実際に体験すること

で、理解が深まり、進め方も身に付いたと思い

ます。

企業訪問では、FUJITSU GLOVIA,INC.、

Google、また、Coworking Spaceを訪れまし

た。Job Descriptionや仕事とプライベートのバ

ランスなど、アメリカと日本の働き方の違いを

改めて知りました。

元Unisys社 山口氏の講義でも、日本企業と

アメリカ企業の違い、外国人エンジニアと仕事

をするために必要なことやグローバルエンジ

ニアになるために必要なことについてお話し

いただき、アメリカ企業の職場環境の良さを思

い知る反面、日本の職場の良い面も再発見す

ることが出来ました。

帰国から約3週間後の11月24日、報告会が行

われました。CSAJ技術委員会の委員や経営層

クラス、自社の上長、前年度研修参加者の聴

講者を前に、研修時のグループ別に発表しま

す。資料作成、プレゼンター等の役割分担を行

い、研修で学んだ事・今後の目標を、英語を交

えたプレゼンテーションを行いました。参加者

たちは、報告会で今後の目標を明確にすること

で、この研修で得た

ことを今後の仕事に

どのように取り入れ

活かすかを意識しな

がら、日々の業務に

取り組んでいます。

若手エンジニアのグローバル化に向けた海外研修

No. 4

研修プログラムの日程（2017年10/29～11/3）

10/28（土） 羽田空港 出発、ロサンゼルス国際空港 到着

10/29（日） 英語グループレッスン　英語ハンズオンラーニング　アメリカ先端技術講義（Yoshi Noguchi氏）

10/30（月） 英語グループレッスン、英語ハンズオンラーニング

10/31（火）
企業訪問：FUJITSU GLOVIA, INC. ／Coworking Space見学／市街地／シリコンビーチ
企業訪問：Google
プラヤビスタツアー（Google／Yahoo／Microsoft／YouTube Space など）

11/1 （水）
アメリカ先進技術講義（UI/UX Developer Jordan Sinclair氏、Back-end Developer／Lauren氏）
ハンズオン：グループごとに分かれ、アメリカの開発手法やフィロソフィーをJordan氏、Lauren氏
と手を動かし学ぶ　英語フィールドトリップ：California Science Center

11/2 （木） 自由行動

11/3 （金）

IT技術講義（NASA JPL Ishimatsu氏）
NASAジェット推進研究所(Jet Propulsion Laboratory)
木星探査の技術解説・IT技術の応用について、UCLAにてフィールドトリップ
グローバルビジネス／異文化コミュニケーション講義（元Unisys社 Yamaguchi氏）
研修成果発表会、フェアウェルパーティー

11/4 （土）-5（日） ロサンゼルス国際空港 出発、羽田空港 到着

Scrum Board の体験

英語グループレッスンの様子 California Science Center

UCLA研修での集合写真
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 洪水リスクの構造とリスクアセスメント

『治水経済調査マニュアル（案）』では、治水事業の費用便益分析

の方法についても解説しており、特に便益の計算においては、年間被害

軽減額期待値の求め方についての説明がある。図１は、治水事業の便

益の考え方を示した「マニュアル」の図である。

事業実施により
防止し得る被害額

無害流量 計画の無害流量 流量規模

被
害
額

図1　治水事業における便益

図1の横軸は流量規模、縦軸は被害額を表す。ここで河道計画上安

全に流下できる流量を無害流量とする。治水事業によって、無害流量

が引き上げられるとき、現況と計画の無害流量の差分、図の斜線部分

を事業実施により防止し得る被害額とし、治水事業の便益とする。この

便益、すなわち年間被害軽減額期待値は、図の「無害流量」と「計画の

無害流量」の間の洪水流量について、その被害軽減額にその洪水の生

起確率を乗じ、流量規模別年平均被害額を累計して算出する。この考

え方は、（洪水の生起確率）×（洪水による被害額）によって全被害額

を計算するものであり、乗算による伝統的な洪水リスクの考え方に近

い。実際、この治水事業による便益は、洪水リスクの評価において、洪

水リスクの低減（金銭的評価）に相当すると言える。

ただ、『治水経済調査マニュアル（案）』に示された方法は、洪水流

量とその生起確率を直接結びつけて計算するものであり、豪雨の生起

確率と豪雨による洪水被害から年間被害額期待値を算定する考え方と

は異なる。本書において、洪水流量と確率ではなく、豪雨と確率を結び

つけるのは、同じ豪雨、すなわち同じ確率＝再現期間をもつ豪雨であっ

ても、流域の都市化の進行、治水事業の実施などによって洪水流量は

異なるからである。つまり、確率によって一義的に決まるのは豪雨であっ

て洪水ではない。豪雨と確率を結合させることにより、豪雨の生起確率

と豪雨による洪水被害の積としての洪水リスクを、都市化、人口・資産、

治水事業などの洪水リスク変動要因によって評価することができるの

である。

これまで数多くの洪水リスク解析が行われてきた。そのほとんどは、

洪水の生起確率と洪水による被害から洪水リスクを定量化している。す

でに紹介した米国陸軍工兵隊の解析手法もそうである。しかし、本書

において提示する洪水リスク解析では、豪雨を洪水から切り離すことに

より、豪雨と確率を直接結びつけ、洪水流量を確率とゆるく結合させる

ことによって、洪水リスク解析をより自由度の大きいものにすることが

できるのである。

洪水リスク定量化の方法を確認した上で、洪水リスクアセスメントの

方法について述べる。図2にその基本フレームを示した。これはマクロ

解析の基本フレームである。さまざまな再現期間をもつ計画降雨ハイ

エトグラフを用いてModel 1で浸水深を計算し、その浸水深からModel 

2によって浸水被害額を計算する。そして計画降雨の再現期間とそれ

に対応する被害額の関係を表した被害ポテンシャル曲線を作成する。

図2の下図(b)である。この被害ポテンシャル曲線に再現期間の確率曲線

（確率密度曲線）を文字通り乗じてリスク密度曲線を得る。このリスク

密度曲線を積分すると、年間被害額期待値（EAD）、すなわち洪水リス

クコストが得られる。ここまでが洪水リスクアナリシスであり、現在の洪

水リスクを定量化するプロセスである。この現在の洪水リスクを出発点

にして、都市化、気候変動、治水事業、さらには被害軽減行動などのリ

スク変動要因が加わったときの洪水リスクを評価すること、それが洪水

リスクアセスメントである。

洪水リスクアセスメント のための 入門講座

都市の洪水リスク解析入門
第 8回 RISK

Flood Risk Anal ysis

洪水リスク解析の応用1

Model 1 Model 2

有効降雨 

下水管の流れ

河道の流れ

浸水深（２次元）

浸水深

被害率 

浸水被害額の算定 

浸水深 －
被害率曲線

GIS
資産評価

(xpswmm)

FDPM

(a) 確率密度曲線
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気候変動 気候変動 
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現在 現在

治水事業 

治水事業 

計画降雨

計画降雨ハイエトグラフ

再現期間と確率密度曲線

 ABMによる中央集中型
降雨の作成

(b) 被害ポテンシャル曲線 (c) リスク密度曲線

図2　洪水リスクアセスメントの基本フレーム
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図2の下図には、洪水リスク変動要因による被害ポテンシャル曲線の

上方あるいは下方へのシフト、それに連動するリスク密度曲線の変化を

図示している。リスク密度曲線が変化するとそれを積分した洪水リスク

コストも変動する。土地利用の変化や人口・資産の集中による都市化の

進行、あるいは気候変動による豪雨の増加は、被害ポテンシャル曲線を

上方へシフトさせる。それはリスク密度曲線を上へ押し上げて洪水リス

クコストを増加させる。治水事業が進むと、逆のプロセスをたどることに

なる。こうして、対象とする都市流域におけるさまざまなリスク変動要因

による将来の洪水リスクコストを評価することができるのである。

以上はマクロ解析についての説明である。第3章のリスクの定量化で

はミクロ解析についても紙数をとっているので、まずミクロ解析の適用

例について紹介し、それから本書の主要な対象である洪水マクロ解析

へ移る。

 浸水のミクロ解析
浸水のミクロ解析は、個々の建物や施設について浸水リスクを算定

するものである。ここでは神田川水系善福寺川流域にある民家をケー

ス・スタディーとしてミクロ解析の諸曲線を計算する。

神田川水系善福寺川流域にある延床面積50ｍ２の木造民家を想定し、

浸水リスクを計算する。善福寺川流域における浸水特性は、場所によっ

て異なる。そこで、善福寺川の上流、中流から2地点を選び、さまざまな再

現期間をもつ計画降雨による最大浸水深をxpswmmによって計算した。

それをもとに2地点の浸水ハザード曲線を求めたものが図３である。

図3　浸水ハザード曲線 図4　浸水ロス関数
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次に、上に述べた戸建て木造民家の浸水ロス関数を求める。まず、木

造民家の建物被害の損失度曲線と家庭用品の損失度曲線を調べる。

建物被害ロス関数については浸水被害算定モデル(Model 2)と同じもの

を用いたが、家庭用品については芝浦工業大学の土木工学科の学生に

自宅の家庭用品とその価額から損失度曲線を計算させ、さらに家庭用

品の総評価額から浸水ロス関数を算出した。これに建物被害のロス関

数も加えて、全体の浸水ロス関数を決めた。図4が延床面積50ｍ２の木

造民家の浸水ロス関数である。

この浸水ロス関数と先に求めたハザード曲線から浸水深を消去し、

再現期間と被害額の関係として損失ポテンシャル曲線を得ることがで

きる。図５が、ここで扱った木造民家の損失ポテンシャル曲線である。ハ

ザード曲線として２種類を仮定しているので、損失ポテンシャル曲線も

それに応じて2種類のカーブとなる。図5の損失ポテンシャル曲線と再現

期間の確率密度曲線を乗じて年

間リスク密度曲線を作成し、それ

を再現期間で積分すると年間損

失期待値、浸水リスクコストが算

出できる。

 治水事業による
 洪水リスク低減効果

洪水リスクの計算は、図2の基本フレームにしたがって進める。計画

降雨の再現期間として、1、1.8、3、5、10、15、25、30、35、50、70、130、

250、500年をとり、東京都が採用しているグンベル分布による再現期

間別降雨強度曲線から中央集中型ハイエトグラフを作成し、Model 1に

入力した。降雨の統計データの期間は昭和2年から昭41年の40年ほど

であり、この期間のデータから100年を越える長い再現期間の計画降雨

を想定することには不合理な点もあるが、理論的に降雨強度式を導出

した。メッシュごとに最大浸水深が求まると、Model 2を用いて、『治水

経済調査マニュアル（案）』を基礎に、メッシュ内の建物や内部資産を

東京都のGISデータベースを用いて集計し直接被害・間接被害を計算

する。最後に流域全体の被害額を算出して、計画降雨の再現期間と被

害額の関係を表す被害ポテンシャル曲線を作成する。被害ポテンシャ

ル曲線は、環状七号線地下調節池の建設前（Case0）と建設後（Case1）

の2ケースについて計算した。ここではMorita[1]の計算結果をModel 2の

修正にともない再計算している。

図6　治水事業と被害ポテンシャル
　　  曲線（[1]に加筆）

図7　治水事業と年間リスク密度
　　  曲線（[1]に加筆）
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図6に被害ポテンシャル曲線、図7にリスク密度曲線を示した。環状七

号線地下調節池の建設により被害ポテンシャルは低下し、リスク密度も

低下していることが確認できる。また、リスク密度曲線を細かく見ると、

リスクの低下とともに、リスクのピークが再現期間10年から15年に移動し

ていることがわかる。これはリスク低減に共通して見られることであり、

洪水リスクが低下すると、リスクのピークはより強い雨に移行する。

被害ポテンシャル曲線の縦軸の被害額を見ると、T＝15年で0.21～

0.43BFPという値であり、この算定値は、再現期間15年、時間75ｍｍの

降雨が流域全体に一様に降るという、狩野川台風クラスの豪雨条件で

の計算結果である。また、再現期間30年（時間90ｍｍ）から100年（時

間110ｍｍ）にかけて急激な被害ポテンシャル上昇が見られる。流域面

積80.6km2の流域に一様に時間100ｍｍ前後で降るという状況はやや想

像が困難であるが、本リスク解析手法を実際に適用するにあたっては、
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図5　損失ポテンシャル曲線
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計画降雨の空間的分布などを精査したうえで計算を行うことが肝要で

ある。本章では、洪水リスク解析の適用を具体的に示すことが目的であ

るため降雨の空間分布は考慮していない。

洪水リスク密度曲線が得られたことにより、これらの曲線を積分

して洪水リスクコストを算出する。調節池建設前のリスクコストは

約0.15BFP／年であり、建設後は約0.08BFP／年である。その差は約

0.07BFP／年であり、この差分が、環状七号線地下調節池の洪水リスク

低減効果である。ここでBFPは無次元化した金額である。洪水リスクコ

ストは、年間被害額期待値であり、行政が水害のために年平均で支払

わなければならないコストを表している。そして、この支払うべきコスト

の低減が、環状七号線地下調節池に治水効果としてマネタリー・ベース

で算出されたのである。ここで算出された治水効果は、『治水経済調査

マニュアル（案）』にある治水事業の便益と同じではないかと思われる

かもしれない。しかし治水事業の便益の場合、無害流量を超える被害

については計算しない。本解析では、理論上すべての再現期間の降雨

について被害額を計算する。この点が異なっている。

 洪水リスク解析による最適治水水準の決定

さまざまな再現期間の計画降雨における被害ポテンシャル、リスク

密度を計算し、洪水リスク特性を評価したが、ここで各治水計画の治水

水準について考える。河川計画における治水水準は「無害流量」をもっ

て決める。すなわち、再現期間10年より小さい豪雨では外水氾濫による

被害を生じないとすると、再現期間10年、1／10をもって治水水準とす

る。ここで治水計画として、現状をPlanA0、潜水調節池を増やす計画を

PlanA1、A2、A3、A4とし、これらの計画の被害ポテンシャル曲線、リス

ク密度曲線を図8、図9に示した。現在の河川計画では、Plan A0、A1、

A2、A3、A4は、図8と図9から、治水水準（Flood Protection Level）は、

それぞれ3.5年、7.2年、9.5年、14年、19年に対応する。また、それぞれ

の治水水準による便益は、リスク密度曲線を積分してリスクコストを求

め、現在のリスクコストからの減少分をもってリスクコスト低減額とする

ことができる。
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図8　洪水調節池設置と被害ポテン
         シャル曲線（[2]に加筆）

図9　洪水調節池設置と年間リスク
         密度曲線（[2]に加筆）

このように具体的に治水計画に対応したリスクコスト低減額(便益）

がわかると、それぞれの治水計画に対応する資本コスト（費用）から、

費用便益分析が可能となる。治水事業にかかわる費用便益分析（Ｂ／

Ｃ）について、『治水経済調査マニュアル（案）』では、建設期間や現在

価値化など詳細な計算の手続きが示されているが、わかりやすくするた

め、ここでは建設費のみを対象とする。調節池の建設費は、すでに竣工

している環状七号線地下調節池

の建設費を参考に、耐用年数50

年として見積もっている。こうし

て、横軸に治水水準、縦軸にリス

クコスト(Risk cost)、リスクコスト

低減額(Risk cost reduction)、資本

コスト(Capital cost)、そしてＢ／Ｃ

をプロットした

図が図10である。この図を治水水

準ダイヤグラムと呼ぶ。すでに述べたように、この解析では河川からの

外水氾濫のみ計算し、内水氾濫については考慮していない。そのため洪

水リスクコストはその分少ない値になる。図8のＢ／Ｃは１より小さくなっ

ているが、内水氾濫の被害を入れるとより大きな値になると考える。

実際に適用するときは、内水氾濫も計算できる浸水氾濫モデルを用

い、外水被害と内水被害をそれぞれ計算して、前者から都市河川の治

水水準を特定し、外水と内水の被害額の合計を全被害額とする。そして

外水氾濫、内水氾濫をともに対象として被害ポテンシャル、リスク密度、

リスクコストを算出しなければならない。

図10では、洪水調節池の増設にともなう治水計画水準の上昇に対し

て、洪水リスクコストが低下し、便益としての洪水リスクコスト低減額が

増加する。それにともない費用としての治水事業費＝資本コストは高く

なっていくが、その投資効率は費用便益比（B／C）で表される。 の

変化を見るとピークは存在せず、再現期間9.5年まで は増加し、それ

より長い再現期間においては はほぼ横ばいである。この治水水準ダ

イヤグラムをもとに最適治水計画水準を決める場合の考慮すべき条件

は、①治水事業のための財政的制約内における治水計画水準、②費用

便益比 のピークに相当する治水計画水準、③ 費用便益比 が１

より大きい治水計画水準、④ 期待する治水安全度＝治水計画水準の4

つである。これらの条件をすべて満たせば、最適治水計画水準は一義

的に決まる。すなわち、 が１以上でピークをもち、しかも治水費用の

予算範囲内にあり、治水安全度としても期待できるものである場合で

ある。しかし、現実にはどれかの条件が欠けている場合が多い。

例えば、 にピークが明確に存在し、それが9.5年であったとする。

そのときの資本コストは0.06BFP／年である。もし、財政的にこの資本コ

ストがまかなえれば最適水準は9.5年となる。しかし、もし十分な予算が

確保できなければ、その財政的制約内最大コストが最適値になる。T＝

9.5年までは、 は増加しており、投資すればするほどリスク低減は大

きくなるからである。一方、治水事業のための予算が十分にあり、可能

資本コストの自由度が大きいときは、④の期待される治水安全度で治

水計画水準を決めることも可能である。これは現実的にはあまりない

と考えるが、④は治水計画水準を決めるひとつのファクターではある。
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図10　洪水地下調節池の設置計画に
         おける治水水準ダイヤグラム
         （[2]に加筆）
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■ はじめに
クラウド・コンピューティングは、コストの削減、使いたいときにす

ぐ使える利便性、運用・管理業務からの開放といった多くのメリット

によって、近年急速に普及が進んでいます。この「クラウド」は、その

仕組み・性質によって、「パブリッククラウド」と「プライベートクラウ

ド」の2種類に分けることができます。

■ パブリッククラウドとプライベートクラウド
データセンターやプロバイダーなどの事業者が提供するサーバや

ストレージなどのハードウェア、またOSなどのソフトウェアなどを、

広く一般のユーザがネットワークを経由した形で利用する環境を「パ

ブリッククラウド」と呼びます。さらに、前述のような事業者が企業や

個人などの不特定多数を対象として、利用者の要望に応じたハード

ウェアやソフトウェアなどのリソースの使用権を、そこで運用されて

いるサーバを利用してネットワーク経由で提供するサービスを、「クラ

ウドサービス」といいます。一方、企業などが社員や関係者といった

内部利用者を対象としてシステム構築を行い提供する形態のクラウ

ド環境を、「プライベートクラウド」と呼びます。

■ パブリッククラウドのメリット／デメリット
一般的にパブリッククラウドによるサービスは、企業や教育機関と

いった組織や個人など、利用者の種類を問わず使用目的や使用人

数、期間などに応じて必要な分だけ利用することができます。既存の

設備・システムを利用するため、初期コストも低く抑えられる場合がほ

とんどであり、さらに、OSやソフトウェアのバージョンやセキュリティ関

連といった定期的なメンテナンスが必要となる機能に関しても、サー

ビス提供側が対応を行うことから、利用者側の負荷が低減することも

大きなメリットのひとつです。

他方で、システムやネットワークに障害が発生した場合、利用者側

は自力でコントロールすることができないため、サービス提供者側の

対応による復旧を待つしかないという点が主要なデメリットといえま

す。また、事業者によって提供しているサービスのプラットフォームや

対応内容が異なっていることも挙げられるでしょう。

また、データはサービス提供側で保存され、アクセス時のセキュリ

ティが低くSSLでの接続が必要な点や、万一提供会社が倒産した場

合にデータをリカバリーできない恐れがあること、さらに、AIによる

データ解析の対象となり個人情報や企業秘密がリスクに晒される可

能性も考えられます。プライベートクラウドの場合は、データが社内

のファイヤーウォールやVPN内に保存されているため、うまく運用す

ればはデータ消失の可能性は比較的低いといえるでしょう。

■ フォーラムエイトのクラウドサービス提供

フォーラムエイトは2017年7月、新会社「株式会社FORUM8沖縄」

を那覇市に設立し、うるま市のデータセンター施設「沖縄情報通信

センター」の設備を利用したクラウドサービス、ハウジングサービス

の提供を進めています。このようなサービス提供に加えて、同セン

ターの通信基盤を活用して、UC-1 for SaaS、VR-Cloud®などの各種ク
ラウドサービスの拡大を図っていく方針です。UC-1 for SaaSはクラウ

ド機能を順次拡充しており、事務処理機能、ファイル転送サービス機

能に加えて、ユーザが無償で利用できるクラウドデータバックアップ

サービスも提供しています。

さらに、このハウジングサービスと、フォーラムエイトが開発・販売

する高性能グラフィックサーバ「UMDC ウルトラマイクロデータセン

ター®」や、UC-win/Roadのカスタマイズサービスを組み合わせたク
ラウドシステムの構築も提案していきます。

　  パブリッククラウド  (public cloud)知っ得IT用語 　  パパブリッククラウド  (public cIT TERMS

パブリッククラウド
●メリット
・必要な期間・ボリュームに応じた利用ができる
・初期費用、維持管理費用が低コスト
・セキュリティ管理やメンテナンスはプロバイダーが実施
●デメリット
・障害発生時に制御できない／データ消失やセキュリティ面の不安

プライベートクラウド
●メリット
・企業の方針や要望に沿った環境・システム構成が実現できる
●デメリット
・独自の仕様になるため初期費用、メンテナンス費用が割高
・サービス提供者によってプラットフォームや対応内容が異なる

パブリッククラウド

クラウドプロバイダ

A 社

B社

C社インターネットを介して不特定多数の
ユーザに提供されるサービス

プライベートクラウド

データセンター

本社

支社

営業所クラウド基盤技術を使って企業内に
構築されたコンピューティング環境

W
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N
等
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タ
ー
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ト
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　   8Kモニタ

■ ついに出てきた「8Kモニタ」
2017年の中ごろに、一般販売用の8Kモニタが発売されました。8Kモ

ニタとは、解像度が7680×4320のモニターで、Full HD（1920×1080）

の16倍、4Kの4倍の解像度となるため、ギザギザの無い映像を表現で

きたり、文字が読みやすくなるなどのメリットが期待できます。

■ 8Kモニタを使ってみる
今回、Dellの「UP3218K」を購入して実際に使用してみました（購

入価格は約50万円）。8K解像度で表示するには、パソコンから

Display Portケーブルを2本使用して接続する必要があります（60Hz

表示時の場合）。また、パソコン側もCPUおよびグラフィックボード

にある程度のパワーが必要となります。今回使用したパソコンのス

ペックを記載しておりますので、ご参照ください。

▲接続写真

▲Dell の 8Kモニタ

実際にUC-win/RoadにてVR映像の出力を試してみました。写真か

らではわかりにくいので、画面の状態を紹介したいと思います。

Full HD（1920×1080）解像度で表示する
UC-win/Roadからメニューを隠して、表示サイズをFull HDにして

みました。8Kモニタでは、Full HD 16個分の表示領域があるので、画

素の多さが分かるかと思います。

▲8Kモニタの解像度（7680×4320）とFull HD（1920×1080）の比較

7680×4320

1920×1080

UC-win/Road のメニューを操作してみる
UC-win/Roadを最大化してみました。実はツールバーにメニューが

表示されているのですが、拡大すると下記のメニューが表示されて

います。

32インチの8KモニタでWindowsの表示設定「拡大縮小とレイア

ウト」の設定を１００％（等倍）のままにすると文字が小さくオペレー

ションに苦労するため、事務業務等で使用する場合は、表示設定を

２００％以上にしておくのが望ましいようです。

■ 8KモニタとUC-win/Roadの連携
UC-win/Roadで8Kモニタでの表示に問題ないことがわかりまし

た。モニタサイズが大きい場面での使用するシーンが増えることが期

待できます。パソコンなども8K対応製品がリリースされていますの

で、今後も新しい情報があればご案内していきます。

　   8KモニタHARDWARE
最新デバイス

社名・製品名は一般的に各社の登録商標または商標です。



Vol.40
南京：多少楼台煙雨中

南京へ

　2017年9月、中国・南京大学で開催さ

れた、全国建筑院系建筑数字技 教

学研 会 + DADA2017数字建筑国

学 研 会に出席した（写真１）。中国

国内の、建築のデジタル技術に関する

学会である。日本でいえば、日本建築

学会 情報・システム・利用・技術シンポ

ジウム（情報シンポ）に当たる。

　今回は学会参加者や南京大学の学

生向けに、デジタル建築設計分野のト

レンドと英文での学術論文の書き方

の講義を依頼されたため「Academic 

Research Trends in Digital Architecture 

Realm, and How to Write Academic 

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

 福田知弘氏による「都市と
建築のブログ」の好評連載の第40回。毎
回、福田氏がユーモアを交えて紹介する
都市や建築。今回は南京の3Dデジタルシ
ティ・モデリングにフォーラムエイトVRサ
ポートグループのスタッフがチャレンジし
ます。どうぞお楽しみください。

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学准教授，博士（工学）。環境設計情報学が
専門。国内外のプロジェクトに関わる。吹田市教育委員会 教育委員，神戸市都市景観審議会委員，
CAADRIA（Computer Aided Architectural Design Research In Asia）学会 元会長，NPO法人
もうひとつの旅クラブ理事。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。主な著書に「VR
プレゼンテーションと新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。ふくだぶろーぐは，
http://fukudablog.hatenablog.com/

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

１ DADA国際会議 集合写真　２ 著者の講演

2

1
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Papers」というタイトルで講演した。土

曜の夕食後の講演となったが、100名

を超える方が聴講された（写真２）。研

究仲間である北京・清華大学の 蔚

欣先生が時折、小生の英語を中国語

に翻訳してくれた。母国語で理解して

もらうのが一番である。CAADRIA学

会初期の頃にお会いした（20年前？）、

中国の大学の先生方にもお会いでき

て懐かしい。

　週末ということもあり、都心にある

大学のグランドは市民で溢れかえって

いた（写真３）。正にオープンキャンパ

ス。学食のランチは日本とよく似ている

（写真４）。キャンパ

スから一歩外に出る

と、露店が連なり、昼

も夜も賑わっている

（写真５, ６）。

　南京に来たのは10

年ぶり。南京は、中

国の四大古都のひと

つ（他は、西安（かつ

ての長安）、北京、洛

陽）、また、中国の三

大灼釜のひとつに数えられる（他は、

重慶と武漢）。気温は大阪とそれほど

変わらないが、湿度がとにかく高い。

その環境が植物には好条件となるの

か、緑が豊かで、南京は緑の都市と呼

ばれる。

南京城壁

　南京城は明の時代に建てられた。日

本の城とは異なり、都市の区域を囲う

ように城壁が築かれた。遠方からやっ

て来る外敵を見張り、外敵の侵入を防

ぐと共に、都市の区域を定めるためで

ある。南京城壁は中国の他の都市に比

べて大きく、周囲は35kmにも及んだ。

現在でも25km、25の城門が残存してお

り、さらに修復作業が進められている。

北に玄武湖、北と東に紫金山（鐘山）、

西に長江と、自然に守られている。南側

にある中華門は中国国内で最大の城

門であるが、3000人の兵士が配置でき

るそうであり、門というより要塞である

（写真７, ８）。

　城壁は高いもので20mになる。また、

上面の幅は、広いところで20m近い。城

壁を歩いていると、結婚式の前撮りイ

ベントが花盛りであった（写真９）。

８ 中華門 [城内側]
９ 城壁で前撮り

３ 南京大学
４ 学食のランチ　５,６ 露店
７ 中華門 [正面入口]

４ ５

３

６ ７

９

８
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鶏鳴寺

　南京は仏教の都といわれる。杜牧は

「南朝四百八十寺 多少楼台煙雨中」

（南朝時代には四百八十もの寺が立ち

並んでいたが、今も多くの建物が春雨

の煙る中にかすんでいる）とよんだ。

　鶏鳴寺は、南京で最も古い寺である

（写真10）。創建は西暦300年であるか

ら、日本に仏教がまだ来ていない頃。境

内では、参拝者はスマホをしまい込み、

線香をあげ、真摯に拝んでいたのが、

印象的だった（写真11）。賽銭箱は「福

田」と大きく書いてある。何だか嬉し

くなりちょっと多めに入れてしまった。

「幸福を生む田」という意味らしい。

　中国では、日本以上に電子マネー決

済が普及している。スマホと交通カー

ドさえ持っていれば財布なしで生活で

きるといわれる。現金の支払いを受け

付けないお店も見られた。日本でも、

「Alipay」や「WeChat Pay」を導入する

店舗が見られるようになった。

　「福田」のサウンドスケープもまた、

「チャリン！」から「ピッ！」に変わって

いくのだろうか。

霊谷寺

　紫金山にある霊谷寺は高さ60mの細

長いパゴダ（写真12）。宿泊した南京大

学 南苑賓館に霊谷寺の絵が飾ってあ

り、興味をかきたてられた。道中、フウ

の高木林がとても美しく、パゴダに着

けば螺旋階段を延々登っていく。上り

切った頂上からの眺めは気持ちいい。

眼下に、建物はほとんど見えず、山の

緑が広がっている（写真13）。観光客

は、お隣の朱元璋の明孝陵や孫文の中

山陵ほどおらず、ほぼ貸し切り状態。正

に、王安石が詠んだ「茅簷相對坐終日 

一鳥不啼山更幽」（茅葺きの庵で鍾山

と向かい合って一日中座っていると、鳥

の鳴き声一つせず、山はいよいよ静ま

り返っている。）を感じられる風景にし

ばらく浸っていた。

　が、そのうち、後から上ってきた若い

夫婦の口喧嘩が大層なBGMとなってし

まった。若い二人を抑えることができ

ず赤ん坊をあやすしかない、じーじの

やるせない表情が忘れられない…。

10,11 鶏鳴寺

12 霊谷寺
13 パゴダからの眺め

10

12

13

11
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長江

　長江は全長6300km。世界で3番

目の長さ。日本の最長河川、信濃川

（367km）の18本分。南京の位置から

長江の河口（上海）まで、まだ380kmを

残している。信濃川だと源流付近。しか

し、川幅はかなり大きく、1.5～2.5kmも

ある（写真14）。

　中山碼頭（下関）からフェリーで長江

を渡ってみた。2元、15分。南京長江大

橋がかすかに見える。大阪・大正区に

ある渡し船同様、歩行者だけでなく、

バイク、自転車が乗り込んでくる（写

真15）。ただ、我々の感覚からすると、

かなり近くを大きな船が通るようで、

ちょっと落ち着かなかった。

　対岸には、かつて中国北部への発着

駅だった南京北駅（浦口駅）がある。か

つての中華民国の特色を持つ唯一の現

存駅舎であるが、今は寂しい感じである

（写真16）。

都市化

　南京は中国国内で6番目に地下鉄が

完成した都市。10年前に訪れた時、地

下鉄はわずか1路線であったが、今回は

なんと7路線になっており、さらに5路

線が建設中であった。2030年には23路

線になる計画。日本では想像できない

開発スピードである。一方、日本の感覚

で見ると、地下鉄駅での荷物検査は毎

回面倒であり、トイレが無いのは不便

である。

　国家開発特区、省級開発特区など

では都市開発が進んでおり、長江のリ

バーフロントはじめ、至るところで高層

ビル群が建設中であった（写真17）。

　市内の街路樹はプラタナスが主役。

車の邪魔にならない高さ2.5m付近で両

側に大きく幹別れしており、印象的な

フォルム。大きく育ちすぎて、歩道をか

なり占有してしまった（写真18）。開発

が進む夫子廟近くでは、昔ながらの風

景にまだ出会えた（写真19）。

　最後に、子供を2人連れた若夫婦が

目に留まるようになった。これは、「一

人っ子政策」完全廃止の影響なのだろ

うか。

18 プラタナスの街路樹
19 昔ながらのまちなみ

14 長江　15 長江の渡しに乗り込むバイク
16 南京北駅　17 長江リバーフロント開発

18

19

17

1615

14
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CGレンダリングサービス
®

　今回は、中国東部の南京の街を作成しました。南京城の城門
の1つである中山門を中心とした市街地と、観光名所となってい
る中山陵を表現しています。市街地には、南京のシンボルであ
る城門や城壁のほか、南京博物館、南京維景国際大酒店（グラ
ンドメトロパークホテル南京）といった建物やランドマークが存
在し、スクリプトを実行することで観光客の目線で観光名所巡
りを楽しむことができます。中山陵は高低差のあるダイナミック
な景観と観光客で賑わう様子が表現され、スクリプトの中では
冬の雪景色も見ることができます。

VR-Cloud® 閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog40.htm#city

「南京」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ･イスタンブール by UC-win/Road

「UC-win/Road CGサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細なCG画像ファイルを提供するもので、今回の3Dデジタルシティ・

南京のレンダリングにも使用されています。POV-Rayを利用しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で

修正できます。また、スパコンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。

中山陵 中山東路と南京維景国際大酒店（右）南京城壁

中山陵（雪表現）

Up&Coming120 号 都市と建築のブログ24
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日本版GPSとも呼ばれる「みちびき（準天頂衛星システム）」は、高精度で安定した衛星測位サービスを実現
することから、測位情報を用いた制御システムなどの開発に応用可能であり、大きな注目を集めています。
今回は、「みちびき」の仕組みや特長について解説します。

みちびき（準天頂衛星システム：QZSS）



Vol.30

おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おねえさん
「倉人冴子」（くらうどさえこ）
どうもフォーラムエイトの
社員らしい

おねえさん
「倉人冴子」（くらうどさえこ）
どうもフォーラムエイトの
社員らしい

関連リンク：
ファイル転送サービス機能　http://www.forum8.co.jp/product/UC1SaaS-file.htm
クラウドデータバックアップサービス　http://www.forum8.co.jp/product/UC1SaaS-backup.htm
クラウド・データセンターサービス　http://www.forum8.co.jp/product/cloud-center.htm

ファイル転送サービス
当社製品のユーザ様ーザ様向けに向けに、メー、メールに添ルに添付が困付が困難な大難な大難 容量（容量（1ファ1ファイルイル
最大2GB）のファのファイルをイルを簡単に簡単に送受信送受信できるできる無料の無 サービサービスを提スを提供。セ供。セ
キュアな環境な環境が保たが保たれた当れた当社のデ社のデータセータセンターン で管理管理・運用・運用していしています。ます。

グループウェア 事務処理機能
UC-1 for SaaSの基本ライセンスとして利用可可能なグ能なグループループウェアウェア事務処事務処
理機能。顧客管理、見積・受注・売上・集計、分析な分析など販売ど販売管理や管理や会計機会計機
能もサポート。

土木設計ソフトと、トと、土木設土木設計に特計に特化した化した事務処理ソフトをクラウドで活用
可能。ブラウウザ上でザ上で土木設土木設計が行計が行えるほか、計算データの共有、スケ
ジュールや申や申請書の請書の管理な管理など、多ど、多彩な事務処理機能も搭載しています。

UC-1 for SaaS RC

 

UC-1 for SaaS   

クラウドデータバックアップサービス
PCにPCに常駐す常駐するクラるクライアンイア トプログラムが、事前のス前のスケジュケジュール登ール登録から録から指指指
定した定したファイファイルを定ルを定期的にWEBサーバにアッアップロープロード。専ド。専用サイ用サイトではトでは、、
アップアップロードロードの履歴の履 の閲覧やファイルのダウンダウンロードロードができができます。ます。

クラウド・データセンターサービス
クラウドサービスを展開する上で上で必要と必要となる高なる高水準な水準な水準な環境を環境を環境を備えた備えた備えたデーデーデー
タセンター内へ、お客様専専用のハ用のハウジンウジングスペグスペペースをースをースを確保。確保。確保。ネットネットネットワークワークワーク
機器、サーバなどの機材がが自由に自由に設置で設置できますきますます。。。



3D

Skype

VR  

2015年2月 リリース
Collaboration ￥550,000
Standard ￥336,000

Flash Version ￥336,000
UC-win/Road Adv.標準

3D VR
Web

VR

３D・VRをクラウドで！ （登録商標 第 5445551号）

®

®
VR

VR 3D

◆ネットワークを用いた低遅延
　ドライビングシミュレータ同期システム
◆携帯端末の操作意図、反応処理による
　運転シミュレーション技術
◆携帯端末を用いた
　運転シミュレーション装置

◆仮想空間情報処理システム
◆a3S：クラウド伝送ライブラリ特許
◆クラウドコンピューティングの
　アーキテクチャ
◆運転シミュレーションの入力デバイス

®

Rhinoceros 3D 3D UC-win/Road
3D
a3s UC-win/Road( )-Rhinoceros (

) Rhinoceros 3D
UC-win/Road

VR-Cloud Rhinoceros
VR-Cloud

® ®

PR VR

VR-Cloud

  

®
a3S

ON/OFF

   
Android

3D
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NEW ARRIVANEW ARRIVAIVAALLNNNNEEEEEEEEEEEEEEEEEEWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW AAAAAAAAAAAAAARRRRRRRRRRRRRRRRRRR VVVVVVVVVVVVVVVVVVAAAAAAAAAAAANNNNNNEEEEEEEEEEEEEEEEEEWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW AAAAAAAAAAAAAARRRRRRRRRRRRRRRRRRRRIIIIIIIIIIIIIIIIIVVVVVVVVVVVAAAAAAAAAIIIIIIIIIIIIIIIIIIVVVVVVVVVVVVAVVVVVVVVVVAAAAAAAAAAAALLLLLLLLLL新製品／新バージョン情報
®

・クイックビルディング機能追加：簡素な建物モデル作成
・オブジェクト一括移動機能追加：道路平面図上で選択したオブジェクトを一括で移動
・SfMプラグイン64bit対応　　・車両運動モデル改善：タイヤモデル安定性改善
・ログ機能処理速度向上　　・Oculus Riftプラグイン：レンダリング品質の設定項目追加
・UAVプラグイン機能拡張

▶P.36
・土量計算機能追加　　・道路モデリング機能強化　　・ゾーン機能追加
・リプレイプラグイン：音の記録、自動保存機能、ファイル検索機能　　・気象表現の拡張
・クラスターシステム：カメラシミュレーション対応　　・シナリオカスタムプラグイン機能

・UC-win/Road 通信用Simulinkブロック提供
　インプット：ゲームコントローラ操作量、自車路面情報、環境情報／アウトプット：自車物理量

・UC-win/Road 3D空間OpenFlight形式出力
・３DモデルとしてのOpenFlightファイルインポート

・道路線形・横断面・車線頂点データ出力、頂点間隔設定機能
・CarSim、CarMaker対応

・太陽光パネル反射光チェック　・緑視率計算　・日照障害の評価

・別画面でのダッシュボード各情報表示

・交通と自動車の情報をリアルタイムにサードパーティアプリケーションから送受信
・マルチユーザクラスタ構成で複数車両にも対応
・システムオプション

・HTC VIVE への映像出力
・HTC VIVEのヘッドトラッキング機能と映像との同期

・コントローラ位置へのモデルの表示追加　　・視点移動機能追加　　
・シナリオ/スクリプトメニュー追加

®

・平成29年道路橋示方書の条文に対応した二軸曲げの新オプションを追加
・入力データファイルのバックアップ機能追加

・「河川構造物の耐震性能照査指針・解説 II．堤防編」（平成28年3月）に対応 
・弊社「圧密沈下の計算」と連携した地盤のめり込み変形のインポート機能 

・有限要素法(FEM)に基づく地盤解析用ソルバーを自社開発　　・ユーザビリティを重視したUIデザイン
・既存の地盤解析シリーズと比較し演算スピードが格段に向上

・施工ステージ解析の追加　　・FEMIS複数起動　　・ESへのインポート機能
・FEMOSテーブル自動拡張　　・Excel連携によるグラフ出力機能
・ビューアンドゥ／リドゥ機能　　・２Dオートメッシュ機能の改善
・要素辺選択の適用拡張　　・FEMOS 視点変更再描画統一

・平成29年道路橋示方書の条文に対応した一軸曲げの新オプションを追加
・入力データファイルのバックアップ機能追加　　・表形式入力の画面に列幅自動調整
・モデルの回転や移動を制御する「ビューツールバー」の機能強化

▶P.39 ・平成29年 道路橋示方書（条文）対応

▶P.43
・平成29年 道路橋示方書（条文）対応

・インターフェース刷新　　・ファイル保存をXML形式へ変更
・平成29年道路橋示方書対応
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・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応

　　　　　　　　　　   

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
・桁かかり長　　・落橋防止構造　　・横変位拘束構造　　・段差防止構造
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応　　・逆T式橋台、重力式橋台の新設設計、図面生成
・直接基礎、杭基礎（単独設計は永続・変動のみ、L2は連動必須）、深礎基礎（連動）
・翼壁拡張オプションの平成29年 道路橋示方書対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応　　・箱式橋台の新設設計
・直接基礎、杭基礎（単独設計は永続・変動のみ、L2は連動必須）、深礎基礎（連動）
・底版、翼壁拡張オプションの平成29年 道路橋示方書対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応　　・RC単柱式橋脚の新設設計
・直接基礎、杭基礎（連動）、深礎基礎（連動）
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

▶P.44

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
・ラーメン式橋台の新設設計
・直接基礎、杭基礎（L2は連動必須）、深礎（連動）

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
・RCラーメン式橋脚の新設設計、図面生成
・対応基礎形式：直接基礎、杭基礎
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応　　・RCラーメン式橋脚の新設設計
・対応基礎形式：直接基礎、杭基礎
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
・直接基礎、杭基礎フーチングの部材断面照査（新設のみ）
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書対応　　・RCラーメン式橋脚の新設設計、図面生成
・単柱式RC橋脚、橋台の簡易的な新設設計計算機能
・対応基礎形式：直接基礎、杭基礎

▶P.45

・平成29年 道路橋示方書対応　　・RCラーメン式橋脚の新設設計
・単柱式RC橋脚、橋台の簡易的な新設設計計算機能
・対応基礎形式：直接基礎、杭基礎

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
・杭基礎、鋼管矢板基礎、ケーソン基礎、地中連続壁基礎、直接基礎の新設設計および液状化判定
・対応杭種（鋼管、鋼管ソイルセメント、回転、PHC、SC、場所打ち）
・H29新道示対応の下部工基礎連動に対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。

・平成29年 道路橋示方書（条文）対応
・斜面上の深礎基礎の新設設計、図面生成
・組杭深礎基礎及び柱状体深礎基礎に対応
・H29新道示対応の下部工基礎連動に対応
※同解説の発刊までは、暫定版として一部の機能を制限しています。
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新製品／新バージョン情報

・土地改良基準「水路工」(H26.3) に対応
・単鉄筋構造での最大最小土被り一括計算に対応
・門形底版一体モデル時の杭頭変位量照査対応
・直接基礎の許容鉛直支持力計算で寸法効果無視に対応　　・内空幅、本体部材厚の上限拡張

・構造物共通：
　　軸力の符号説明への対応／斜引張鉄筋の計算結果表示・出力改善（τa2との比較）／
　　FRAME計算実行時のエラーメッセージ改善
・本体縦方向：
　　沈下量直接入力モデルの沈下量算出点入力改善／頂版厚0モデルの応力度照査への対応
　　柔→剛切替え時の盛土基準点から函体左端までの距離を堤防盛土、地層データへの反映
　　杭支持モデルの出力書式改善（反力、変位、断面力図等）
・門柱：曲げ応力度抽出改善（Smax抽出スイッチ）／ヘルプに柱の横拘束筋、帯鉄筋入力例追加
・胸壁：たて壁天端より下側の背面土砂開始位置対応 ／ 土圧算出時の壁高入力（断面力、連動荷重毎指定）
　      　関東地整「河川構造物設計の手引き」に準拠した常時クーロン式への対応
・翼壁：U型翼壁の地盤反力度計算改善（浮力無視）／ 逆T型翼壁の浮き上がり計算改善（水叩き厚考慮）

・断面形状「任意閉断面」追加　　・計算書結果一覧表出力機能追加　　・計算記号の任意設定
・断面、および不等流流路項目の一括並替え機能追加　　・縦断勾配の表記の選択に％、‰追加
・断面形状のDXFファイル一括出力機能追加　　・平均流速公式レベル3の収束能力改善
・不等流計算の「等流計算用勾配設定」の表記方法に分数、％、‰追加

・断面形状「任意閉断面」追加　　・計算書結果一覧表出力機能追加　　・計算記号の任意設定
・断面の一括並び替え機能追加　　・縦断勾配の表記方法の選択に％、‰追加
・断面形状のDXFファイル一括出力機能追加　　・平均流速公式レベル3の収束能力改善

・蓋付き水路に対応 　　・純かぶり入力に対応 
・CAD製図基準（平成29年3月：国土交通省）に対応 

　　　　　　　　　　　　　 ・常時のみの計算対応　　・水理：基準値ファイル対応　　・土圧計算強化
・応力度計算強化　　・必要鉄筋量の比較対応　　・出力、ヘルプに基準書追記

・解析マネージャによる解析の並列処理に対応　　・セル標高値の有効桁数に応じた処理に対応
・汚水解析に特化した入力インターフェースに対応　　・土地利用条件におけるホートン式の対応

▶P.34 ・CAD統合製品からの属性連携、連携データ編集　　・数量算出強化

▶P.42 ・国土交通省土木工事積算基準改訂（平成29年度版）
・新土木積算体系改訂（平成29年度版）　　・円簿（建設業）クラウド版との連携
・UC-1製品との連携強化（ネイティブ連携）　　・UC-win/Roadとの連携（土量連携）

・新しい問い合わせ方法、CHATシステムサポート 
・問い合わせ支援ツールの改訂と統合 　　・クリッカブルマップのデザイン更新 

・VRゲームの利用による訴求力の高いプロモーションや効果的な教育・学習コンテンツを企画・提供
・CRAVA社とF8の共同開発で、パッケージ活用でのローコスト・ハイスピードなコンテンツ開発

・品質コンサルタント：システム開発における品質を担保するコンサル業務（教育含む）
・各種試作コンサルタント、開発：マイコン組込み機器作成におけるコンサル、業社の紹介
・特殊無線、通信機：レイヤ２～６の開発　　
・各種センサー：特殊センサーのドライバー層開発
・家庭、ビルの省エネ機器、ホームゲートウェイ等の開発
・電車、車：自動運転、車内表示装置、ナビゲーション、車内オーディオ関係開発
・医療：大学と提携した近未来的医療システム開発　　
・その他マイコン・組込みシステム一般

® ・電源ユニット設計改善
・ケース改訂（GPUロングボード対応、冷却フレーム変更） 
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・建築プロジェクトのクラウドソーシングサイト「Arcbazar」でのコンペ開催を支援
・「Arcbazar」と、自主簡易アセス・VR-Cloud®でプロジェクトの評価を支援する「ProjectVR」の連携

・縮小モデルの自律走行車。実車の挙動をエミュレート。セルフドライビングカーの開発に活用

・最新の写真測量技術を搭載した無人航空機(Drone)を使用をした、広範囲の地理データGeo、
GISを作成する新しい低コストのマッピング方法

・ウェブ設計や広告で活用。各産業においても応用（ビデオ推奨システム、通販サイト、インフルエ
ンザ流行予測、交通状況予測、買物客の行動予測、エネルギー応用、通信応用）

・数量算出計算書のサポート  　　・ODF（OpenDocument Format）への対応

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品： 橋脚の設計・3D配筋／橋台の設計・3D配筋 ／ラーメン橋脚の設計・3D配筋／
　　RC下部工の設計・3D配筋／基礎の設計・3D配筋／深礎フレームの設計・3D配筋／ 
　プラント基礎の設計・3D配筋／擁壁の設計・3D配筋／BOXカルバートの設計・3D配筋／ 
　BOXカルバートの設計・3D配筋（下水道耐震）／マンホールの設計・3D配筋／ 
　柔構造樋門の設計・3D配筋／開水路の設計・3D配筋
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、Allplan形式、3ds形式フォーマットへの出力

® スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ高度なソリューションを提供するサービス
【提供サービス】 
　Lux Renderレンダリングサービス ／Engineer's Studio®スパコンクラウドオプション／
　スパコンオプション解析支援サービス ／UC-win/Road・CG ムービーサービス／
　風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス／海洋津波解析サービス／
　騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス・騒音測定サービス（オプション）

・新道示出版に合わせ、対象製品を順次改訂 ／ 鋼断面の計算（限界状態設計法） ／ 
　PC単純桁の設計・CAD ／ 床版打設時の計 ／ 鋼鈑桁橋自動設計ツール ／ 
　非合成鈑桁箱桁の概略設計計算 ／ 連続合成桁の概略設計計算 ／ 鋼床版桁の概略設計計算 ／   
二柱式橋脚の設計計算 ／3次元鋼管矢板基礎の設計計算 ／ 置換基礎の設計計算

・造成に対応　　・施工管理データ交換標準に対応 　　・点群プラグインとの連携

・樹木生成プラグイン追加

・英語対応

・マルチスレッド対応　　・PC鋼材一括入力方法追加　　・断面力のデータロックを面内、面外別に実行
・鉄筋・鋼板を両方用いる際の結果表示項目追加　　・F3Dエクスポート時のデータチェック機能追加 
・鋼材配置3D表示　　・活荷重の載荷状態表示・衝撃係数計算結果表示　　・PC鋼材すりつけ判定処理

【Advanced版】　・アンカー付きくさび杭工対応
【Standard版】　 ・PCフレームアンカー工対応またはシャフト工対応
【Lite版】　・圧密沈下の計算との連携機能拡張　　・形状・属性設定機能の拡張
　　　　　　・斜面本体形状・属性／モデル作成補助ツール連動、モデル作成補助ツール機能拡張

・下水道地震時検討対応（下水道施設耐震対策指針）

・門型識標柱対応

・土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 設計「水路工」(H26.3)対応

・ガイドライン改定（管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン-2017年版）対応

® ・JavaScriptによるマクロ作成機能　　・構造物パラメトリックモデル機能　　・面ブーリアン演算対応

・CADインポートでAutoCADでも曲線部を読み込みに対応

・「駅すぱあと®」※との連携で、鉄道・バスの運行状況を考慮した職員の通勤可否の確認機能
　※「駅すぱあと」は株式会社ヴァル研究所の商標または登録商標です
・メールベースの職員の安否確認、連絡　　・資産ベースの被災シナリオ設定、定量的な事業継続計画評価

・H鋼材のウェブの分割数の設定 　　・杭頭接合部のMyの算定に対応
・検討ケース「流動化時」の対応 　・地盤ばね、慣性力、土圧などの作用方向の設定に対応

・太陽光発電を行う際に設置する太陽電池パネルを支持する架台の構造計算を行うため、
Engineer's Studio®を用いた構造計算を行い各部材の応力度照査を実行

▶P.27
・建設会計クラウド： 
　建設業会計における会計科目から財務諸表作成／工事進行基準による工事収益計上／ 
　工事台帳作成、工事別の原価計算／仕訳入力時の工事コード入力、間接費の振分け対応／ 
　間接費の配賦機能搭載 ／ 完成振替、棚卸振替処理機能搭載  

UNDER DEVELOPMENTUNDER DEVELOPMENTTUUUUUUUUNNNNNNNNNNNNNNDDDDDDDDDDDDDDEEEEEEEEEEEERRRRRRRRRRRRRR DDDDDDDDDDDDDDDEEEEEEEEEEEVVVVVVVVVVVVVVEEEEEEEEEEEEELLLLLLLLLLLLLLOOOOOOOOOOOOOOUUUUUUNNNNNNNNNNNNNNDDDDDDDDDDDDDDEEEEEEEEEEEEERRRRRRRRRRR DDDDDDDDDDDDDDDDDEEEEEEEEEEEEVVVVVVVEEEEEEEEEEEEEELLLLLLLLLLLLLLLLOOOOOOOOOOOOOO開発中製品情報
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平成29年道路橋示方書対応製品についてのご案内

分類 既存製品 新道示対応製品名 定価
サブスクリプション
契約ユーザ特別価格
(リリース後6ヶ月、50%)

リリース
予定日

Ｆ
Ｅ
Ｍ

Engineer's Studio® 
ES-土木構造二軸断面計算オプション

Engineer's Studio®　ES-土木構造二軸断面計算
(部分係数法・H29道示対応)オプション ¥143,000 ¥71,500 リリース済 

2017 年 09月 26日

構
造
解
析
／
断
面

Engineer's Studio® 面内
土木構造一軸断面計算オプション

Engineer's Studio®面内　土木構造一軸断面計算
(部分係数法・H29道示対応)オプション ¥143,000 ¥71,500 リリース済

2017 年 12 月 08日

RC断面計算 RC断面計算（部分係数法・H29道示対応) ¥143,000 ¥71,500 リリース済
2017 年 12 月 08日

鋼断面の計算 鋼断面の計算（部分係数法・H29道示対応) ¥173,000 ¥86,500 2018 年 01月下旬

鋼断面の計算（限界状態設計法） 鋼断面の計算（限界状態設計法）(H29道示対応) ¥320,000 無償対応 2018 年 06月下旬

設計成果チェック支援システム 設計成果チェック支援システム(H29道示対応) ¥1,280,000 無償対応 2018 年 02 月下旬

設計成果チェック支援システム
土工ABセット

設計成果チェック支援システム 
土工ABセット(H29道示対応) ¥510,000 無償対応 2018 年 02 月下旬

設計成果チェック支援システム
橋梁ACDセット

設計成果チェック支援システム 
橋梁ACDセット(H29道示対応) ¥840,000 無償対応 2018 年 02 月下旬

橋
梁
上
部
工

UC-BRIDGE UC-BRIDGE（部分係数法・H29道示対応） ¥550,000 ¥275,000 リリース済
2017 年 10月 02日

UC-BRIDGE（分割施工対応） UC-BRIDGE（分割施工対応） (部分係数法・H29道示対応) ¥650,000 ¥325,000 リリース済
2017 年 10月 02日

任意形格子桁の計算 任意形格子桁の計算（部分係数法・H29道示対応） ¥420,000 ¥210,000 リリース済
2017 年 11月 06日

落橋防止システムの設計計算 落橋防止システムの設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥78,000 ¥39,000 リリース済
2017 年 10月 31日

PC単純桁の設計・CAD PC単純桁の設計・CAD（部分係数法・H29道示対応） ¥284,000 ¥142,000 2018 年 03月下旬

床版打設時の計算 床版打設時の計算（部分係数法・H29道示対応） ¥284,000 ¥142,000 2018 年 05月上旬

鋼鈑桁橋自動設計ツール 鋼鈑桁橋自動設計ツール（部分係数法・H29道示対応） ¥200,000 ¥100,000 2018 年 08月下旬

非合成鈑桁箱桁の概略設計計算 非合成鈑桁箱桁の概略設計計算
（部分係数法・H29道示対応） ¥359,000 ¥179,500 2018 年 02 月下旬

連続合成桁の概略設計計算 連続合成桁の概略設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥420,000 ¥210,000 2018 年 03月下旬

鋼床版桁の概略設計計算 鋼床版桁の概略設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥420,000 ¥210,000 2018 年 04月下旬

橋
梁
下
部
工

橋台の設計・3D配筋 橋台の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） ¥389,000 ¥194,500 リリース済
2017 年 09月 29日

橋台の設計・3D配筋
翼壁拡張オプション

橋台の設計・3D配筋
翼壁拡張オプション(H29道示対応) ¥30,000 無償対応 リリース済

2017 年 09月 29日

箱式橋台の設計計算 箱式橋台の設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥284,000 ¥142,000 リリース済
2017 年 11月 06日

箱式橋台の設計計算
底版、翼壁拡張オプション

箱式橋台の設計計算
底版、翼壁拡張オプション(H29道示対応) ¥50,000 無償対応 リリース済

2017 年 11月 06日

ラーメン式橋台の設計計算 ラーメン式橋台の設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥284,000 ¥142,000 リリース済
2017 年 12 月14日

ラーメン式橋台の設計計算
翼壁拡張オプション

ラーメン式橋台の設計計算翼壁拡張オプション
(H29道示対応) ¥30,000 無償対応 リリース済

2017 年 12 月14日

橋脚の設計・3D配筋 橋脚の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） ¥440,000 ¥220,000 リリース済
2017 年 09月 29日

RC下部工の設計・3D配筋 RC下部工の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） ¥810,000 ¥405,000 2018 年 02 月下旬

■新道路橋示方書対応版製品 価格・リリース予定日一覧（2017年12月14日現在） 表示価格はすべて税別です。
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分類 既存製品 新道示対応製品名 定価
サブスクリプション
契約ユーザ特別価格
(リリース後半年、50%)

リリース
予定日

橋
梁
下
部
工

ラーメン橋脚の設計・3D配筋 ラーメン橋脚の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） ¥550,000 ¥275,000 リリース済 
2017 年 09月 29日

震度算出（支承設計） 震度算出（支承設計）（部分係数法・H29道示対応） ¥274,000 ¥137,000 リリース済 
2017 年 09月 29日

フーチングの設計計算 フーチングの設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥78,000 ¥39,000 リリース済 
2017 年 09月 29日

二柱式橋脚の設計計算 二柱式橋脚の設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥380,000 ¥190,000 2018 年 04月末

RC下部工の設計計算 RC下部工の設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥710,000 ¥355,000 2018 年 02 月下旬

ラーメン橋脚の設計計算 ラーメン橋脚の設計計算（部分係数法・H29道示対応） ¥440,000 ¥220,000 リリース済 
2017 年 09月 29日

基
礎
工

基礎の設計・3D配筋
 Advanced

基礎の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） 
Advanced ¥530,000 ¥265,000 リリース済 

2017 年 09月 29日

基礎の設計・3D配筋
 Standard

基礎の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） 
Standard ¥421,000 ¥210,500 リリース済 

2017 年 09月 29日

基礎の設計・3D配筋
 Lite

基礎の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） 
Lite ¥284,000 ¥142,000 リリース済 

2017 年 09月 29日

深礎フレームの設計・3D配筋 
Advanced

深礎フレームの設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応）
Advanced ¥570,000 ¥285,000 リリース済 

2017 年 09月 29日

深礎フレームの設計・3D配筋 
Standard

深礎フレームの設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応）
 Standard ¥470,000 ¥235,000 リリース済 

2017 年 09月 29日

深礎フレームの設計・3D配筋
 Lite

深礎フレームの設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応） 
Lite ¥400,000 ¥200,000 リリース済 

2017 年 09月 29日

3次元鋼管矢板基礎の設計計算
（連結鋼管矢板対応）

3次元鋼管矢板基礎の設計計算
（部分係数法・H29道示対応） ¥760,000 ¥380,000 2018 年 02 月末

仮
設
工

ライナープレートの設計計算 変更なし ¥157,000 無償対応 リリース済 
2017 年 10月 02日

道
路
土
工

斜面の安定計算 Advanced 変更なし ¥440,000 無償対応 リリース済 
2017 年 10月 02日

斜面の安定計算 Standard 変更なし ¥359,000 無償対応 リリース済 
2017 年 10月 02日

斜面の安定計算 Lite 変更なし ¥284,000 無償対応 リリース済 
2017 年 10月 02日

地
盤 置換基礎の設計計算 置換基礎の設計計算(H29道示対応) ¥118,000 無償対応 2018 年 02 月下旬

ス
イ
ー
ト

FEM解析スイート
Advanced Suite

ES-土木構造二軸断面計算
(部分係数法・H29道示対応)オプション ¥143,000 ¥71,500 2017 年 12 月上旬

構造解析上部工スイート
Ultimate Suite

構造解析上部工スイート(部分係数法・H29道示対応)
Ultimate Suite ¥1,950,000 ¥975,000 2018 年 01月下旬

構造解析上部工スイート
Advanced Suite

構造解析上部工スイート(部分係数法・H29道示対応)
Advanced Suite ¥420,000 ¥210,000 2018 年 05月下旬

下部工基礎スイート
Ultimate Suite

下部工基礎スイート (部分係数法・H29道示対応)
Ultimate Suite ¥2,410,000 ¥1,205,000 2018 年 02 月下旬

下部工基礎スイート
Senior Suite

下部工基礎スイート(部分係数法・H29道示対応)
Senior Suite ¥2,190,000 ¥1,095,000 2018 年 02 月下旬

下部工基礎スイート
Advanced Suite

下部工基礎スイート(部分係数法・H29道示対応)
Advanced Suite ¥1,390,000 ¥695,000 2018 年 02 月下旬

仮設土工スイート Ultimate Suite 変更なし ¥1,850,000 無償対応 2018 年 01月下旬

仮設土工スイート Senior Suite 変更なし ¥1,530,000 無償対応 2018 年 01月下旬

仮設土工スイート Advanced Suite 変更なし ¥1,290,000 無償対応 2018 年 01月下旬

SaaSスイート Advanced Suite SaaSスイート (部分係数法・H29道示対応)  Advanced Suite ¥130,000 ¥65,000 2018 年 06月上旬

ク
ラ
ウ
ド

UC-1 for SaaS
構成製品のうち 
UC-1 for SaaS RC断面計算
(部分係数法・H29道示対応)

¥5,500/月 無償対応 2018 年 06月上旬



3D配筋CAD Ver.3
CIM／IFC対応 土木専用3次元CAD

 CAD／CIM

●新規価格 118,000円
●リリース 2018年 1月

はじめに
　3D配筋CADは、土木構造物の躯体や鉄筋を実際の寸法で3次元
表示することで、複雑な配筋状態を確認することができるほか、躯体・
鉄筋の新規作成、鉄筋同士の干渉チェック、および、２次元図面作
成、3次元データのエクスポートが可能な3次元CADプログラムです。

表1　3D配筋CADの主な機能

主な機能 機能概要

躯体生成 断面形状、矩形押出から躯体生成（躯体属性付加可能 ）

躯体配置 生成した躯体の配置（オフセット、回転角度）設定

鉄筋生成 躯体各面への縦鉄筋・横鉄筋・組立筋の配置、躯体断面
に添った帯鉄筋、開口補強筋の配置（鉄筋属性付加可能 ）

干渉チェック 干渉回避シミュレーション、レポート出力が可能
施工順のアニメーション表示が可能

図面作成 2次元図面（一般構造図、配筋図、加工図、鉄筋表）

エクスポート RFC形式、3DS形式、Allplan形式への保存
IFC形式（躯体・鉄筋属性の外部リンク）への保存

図1　3D配筋CADの「鉄筋生成」と「鉄筋干渉チェック」画面

　また、3D配筋CAD Ver.2.6では、国土交通省が推進するCIM
（Construction Information Modeling/Management）取組みに沿っ
た「CIM導入ガイドライン 平成29年3月31日」に対応しており、生成
した３D配筋データを「CIMモデル」としてエクスポートすることが可能
です。
※3D配筋CADは、CIMの推進における技術的検討組織である
「Open CIM Forum」の「CIM導入ガイドライン対応ソフトウェア」
に登録されています。

CIM モデル
（＊.IFC）

CIM 対応ソフト
Open CIM Forum 公開

図2　CIMモデル出力

躯体・鉄筋生成機能の拡張（Ver.3）
　3D配筋CADでは、新規リリース後、より使い易いCIMツールとなる
ように作図機能や操作性の改善を進めており、Ver.3では「躯体形状
の拡張」「鉄筋生成機能の拡張」「数量計算対応」「設計計算プログ
ラムとの３D配筋連携改善」に対応しています。以下にその機能概要
を紹介致します。

躯体形状の拡張（複数断面入力対応）
　躯体入力として、躯体を「断面形状から作成」する機能（2断面を結
ぶ躯体を生成する機能）を備えています。この「2断面を結ぶ躯体生
成」では、断面形状が変化する場合、変化断面ごとに別躯体として複
数の躯体に分けて入力する必要があります。

54
00

54
00

5000

5400

5000

20
00

20
00

60
0

20
00

60
0

30
00

60
0

30
00

60
0

66
7

12
66

66
7

80
0

20
00

10
00

60
0

10
00

80
0

2000 8006671266

⑤

⑥

⑦

① ②

③
④

⑤

⑥

⑦
① ②

③

④

667 2000

5400

80010006001000

断面 1

断面 1

断面 2

断面 2

図3　2断面を結ぶ躯体生成

そこで、Ver.3では「複数断面の入力」に対応し、断面形状が変化する
躯体でも１つの躯体として入力・生成することを可能としました。
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図4　複数断面を結ぶ躯体生成
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躯体形状の拡張（開口部入力対応）
　躯体入力「断面形状から作成」では、「開口部入力」に対応してい
なかったため、矩形開口部の躯体の場合、開口端で分けた複数躯体
で構成する必要がありました。今回、躯体入力「断面形状から作成」
機能に「開口部入力」対応をサポートし、開口部を含む躯体の生成を
容易に入力・生成することが可能となりました。

図5　躯体入力（断面形状から作成）機能の「開口部対応」

開口

形状

サイズ位置

基準

　躯体入力「断面形状から作成」機能で入力された躯体面に配筋す
る鉄筋（縦鉄筋、横鉄筋、組立筋）は、「開口部箱抜き処理」を自動
で行います。また、「開口部補強筋」の配筋に対応しています。

図6　開口部に対する開口部箱抜き・開口部補強筋対応

開口部箱抜き鉄筋

開口補強筋の配筋

鉄筋生成機能の拡張（仮想面への配筋対応）
　Ver.2.6での鉄筋生成では、躯体の各面（配筋面）を指定して配筋
しますが、例えば、擁壁ハンチ筋のように配筋面がない場合は、配筋
できませんでした。Ver.3では、「仮想配筋面」を追加し、その仮想配
筋面へ配筋することで、配筋対象とする配筋面がない場合でも、目的
の鉄筋を配筋することを可能としています。

図7　仮想配筋面への配筋

仮想配筋面

擁壁（4）

擁壁（5）擁壁（0）

擁壁（13）

擁壁（8）
擁壁（12）

擁壁（10）

擁壁（14）

鉄筋生成の拡張（複数面への配筋対応）
　Ver.2.6での鉄筋生成では、「配筋面」や「鉄筋先端面」を指定し
て配筋しますが、配筋範囲が複数の「配筋面」や「鉄筋先端面」にか
かる場合、指定された躯体面以外は、配筋を省略していました。Ver.3
では、配筋範囲が複数の「配筋面」や「鉄筋先端面」にかかる場合
（指定された躯体面以外）でも、鉄筋形状が変化しなければ、配筋す
るように改善しました。

図8　複数面への配筋

複数先端面への配筋

複数面への配筋

数量計算対応
　躯体数量（コンクリート体積、型枠面積）および鉄筋数量の算出に
対応し、算出した数量の数量計算書（数量総括表、躯体寸法図、各
部躯体数量、鉄筋数量）出力に対応しています。

図9　数量計算対応

項　　目 種　別 単位 数量
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コンクリート体積 コンクリート B1-1
コンクリート B2-1

型枠 C
型枠 C

型枠面積

鉄筋（SD295）

3D配筋連携改善
　3D配筋CADでは、「UC-1設計シリーズ」で生成した3D配筋デー
タの連携機能（3D配筋データの読込・表示・干渉チェック対応）を
備えていますが、連動された3D配筋情報（鉄筋形状、配筋ピッチ、か
ぶりなど）の編集には対応していませんでしたので、Ver.3では「3D配
筋データ連携」時に「躯体・鉄筋の入力データ」へ展開する機能をサ
ポートし、連動された躯体・鉄筋情報の編集を可能としています。
※3D配筋連携情報の編集に対応した「UC-1設計シリーズ」は、
「3D配筋CAD」Ver.3リリース後に、随時リリースする予定です。

図10　3D配筋連携改善（連携情報の編集対応）

終わりに
　以上、新バージョンにおける機能改善についてご紹介しました。今
後もユーザの皆様からのご要望を取り入れ、改良・改善に努めてまい
ります。特にCIM (Construction Information Modeling）推進を意識
したデータ連携強化を検討致します。どうぞご期待ください。

Up&Coming120号Support Topics 35



UC-win/Road Ver.13
3次元リアルタイムVRシミュレーション

シミュレーション 

●新規価格 Ultimate：1,920,000円　　Driving Sim：1,280,000円
 Advanced：970,000円　　Standard：630,000円
●リリース　2017年 12月

UC-win/Road Ver.13
　UC-win/Road Ver.13では今後の情報化施工、CIMの新たな展開の
起点として土量計算機能を開発し、次版ではDBと属性情報の連携を
開発予定です。その他シミュレーション機能を強化しつつ、空間作成機
能も継続的に改良してきました。VRとの連携デバイスについては、今
回HTC VIVE対応の拡張とUAV連携機能の拡張を行っています。

土量計算機能
　UC-win/Road Ver.13では新機能として土量計算機能を追加しまし
た。この土量計算機能では、プログラムで作成した道路や地形の3次
元形状を用いて、道路の概算土量を計算することができます（図1）。

図1　土量計算画面

1 クリック切り替え

土量計算可視化
完成道路

　昨今、土木分野における3次元データの利活用について注目されて
おり、数量算出でも3次元形状を使用した計算の検討が進められてい
ます。本機能の計算方法としても、従来の土量計算で用いられる方法
である平均断面法ではなく、3次元の形状を使用して土量を計算する
方法を採用しています。
　道路面と地形面の交差を計算し、地形面より道路面が上の領域
（＝盛土領域）と、道路面より地形面が上の領域（＝切土領域）に分
割を行います。分割した後の3次元の面形状データを使用して上の面
と下の面の間の体積を計算します。

図2　土工断面定義画面

　計算時に生成する道路面については、従来の道路断面の設定では
なく土工用の断面を定義できるようにしました。従来の道路断面の定
義と同様に、施工基面部分の定義と盛土・切土の法面定義によって
定義します。また、既存の道路断面を用いて、自動的にデフォルトの
土工断面を生成するようにもなっているため、従来通りにデータを作
成するだけで、他の入力を行わなくても土量の計算を行えるようになっ
ています（図2）。
　土量の計算においては、対象の道路、土工断面、区間（開始距離、
終了距離）、道路面の生成ピッチを入力して定義します。これは、一
つずつ定義することも可能ですが、一定区間ごとの土量計算を行う場
合や断面の開始から終了までの区間ごとに土量計算する場合には、
一括でこれらの定義を作成することが可能になっています。区間ごと
に計算を行うことによって、どこの区間で土量が大きいのかといった
コストの検討を行うことができます。また複数の土工断面を用いて、
異なる断面での比較検討にも使用することが可能です。

図3　土量計算の定義

道路 断面 開始・終了距離 切土・盛土体積

　計算を実行すると、土量計算画面に切土と盛土の体積が表示され
ます。また、3D画面上への表示を有効にすると、設定した色で切土
と盛土の面を表示でき、土量をビジュアルでも把握することが可能に
なっています。計算結果は表計算ソフトへの連携を考えて、カンマ区
切りのCSVやタブ区切りでの出力が可能となっています。
　最後に、UC-win/Road Ver.13では土量計算機能として道路の概
算土量を対象として実装を行いましたが、今後、土量計算機能の拡張
を進め、構造物を含めた体積計算や、土地造成の土量計算などへの
対応も進めていきたいと考えています。

データ作成機能強化
道路モデリングの改善
　データ作成コストを更に削減するため、「車線の詳細」の編集機能
を強化しました。道路断面デザインがシンプルになるので、プロジェク
ト内の断面数を減らすこともできます。具体的に以下の3点を改良し
ています。
（1）車線また車線間の白線・ゼブラなどを設計通り必要な個数を自
在に挿入・削除できるようになり、編集操作中は3Dプレビューが動
的に更新され編集結果を即座に確認できるようになりました。また、
旧バージョンのダミー車線（幅＝0m）データを自動更新してシンプル
な構成にします。
（2）車線、ギャップのテクスチャ位置合わせとスケールが自由にでき
ます。

UC-win/Road Advanced・VRセミナー
日時：東京　2018年2月20日（火） 9：30～17：00

福岡　2018年3月 8日（木） 9：30～17：00
会場：東京本社セミナールーム ／ 福岡営業所セミナールーム
　　　「FORUM8　VRエンジニア認定試験」実施中！

参加費：18,000円 
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随時反転

図4　操作画面

（3）車線数が増加、減少する箇所で車線、ギャップの幅が減少して
いく優先度を設定することで白線、ゼブラパターンが自在にデザイン
可能になります。

Ver.12 でダミー車線等を入力しないと表現できない破線

Ver.13 デフォルト設定

図5　車線を自在にデザインすることが可能

ゾーン機能
　任意の領域の定義、定義した領域に対して様々な計算や操作を可
能にするため新しくゾーン機能を開発しました。3D画面上にゾーンの
境界線を数クリックで入力して連続作成が可能です。UC-win/Road 
Ver.13ではゾーンの面積、最高・最低標高の取得、森の生成、ブロッ
クモデルの生成が可能になります。今後、本機能と統合してオブジェ
クト選択・グループ作成、土地利用設定、土地造成機能、地図情報イ
ンポート範囲指定など、様々な形で活用していきます。

数クリック作成と面積計算

ブロック・建物

森・林作成

図6　ゾーン機能活用例

シミュレーション機能強化
リプレイプラグイン
　走行実験を行った後、ドライバーがどういうタイミングで、どういう
状況に対してどのような反応をしたか、分析及び説明資料として動画
とログ情報を活用することが多くありますが、UC-win/Roadのリプレ

イプラグインでは運転直後、3D空間上にシミュレーションを再生する
ことで実際に起きたことを視覚的に確認できるようになっています。
今回、実験後の分析により有効に活用頂けるように、リプレイプラグ
インの記録処理の性能改善と伴に以下3つの機能を追加しました。
（1）音の記録
　以前の記録情報に加え、自車両・他車両・環境音・イベント音など
全ての音が記録できます。音源位置も記録するため再生時に視点に
応じた３D音響で確認できます。ドライビングシミュレータなどで音に
対するドライバーの反応について分析する等に活用できます。
（2）自動保存機能
　記録完了時にリプレイファイル（.RR）をあらかじめ設定したフォル
ダに保存する機能を追加しました。
（3）リプレイファイル検索機能
　新しく追加した「リプレイ検索画面」から自動保存したフォルダや
任意のフォルダでリプレイファイルを検索し再生可能です。列オプ
ションを使って目的のリプレイを素早く見つけることもできます。

図7　リプレイプラグイン検索画面

クラスターシステム カメラ情報の送受信対応
　クラスターシステムでは新たにマスターから作成したカメラ情報をク
ライアント側に送信することが可能となりました。これによって、これ
までより自由度の高いクライアントの視点方向の設定が可能なほか、
オプションのカメラセンサー基本プラグインと連携することにより、ク
ライアント側でカメラセンサーシミュレーションを行うことが可能とな
り、マシンパワーを要求するカメラのシミュレーションにおいても、複
数のカメラを同時にシミュレーションできるようになりました。

LAN

マスター PC
カメラ定義
クライアント
割当

カメラ 1 カメラ 2 カメラ 3 カメラ 4

図8　クラスターシステムのカメラ情報送信

UC-win/Road VRセミナー
日時：大阪 2018年1月17日（水） 9：30～17：00

沖縄 2018年1月25日（木） 9：30～17：00
名古屋 2018年2月 9日（金） 9：30～17：00

会場：大阪支社／FORUM8沖縄／名古屋ショールーム　各セミナールーム
参加費：18,000円　　　　　　　「FORUM8　VRエンジニア認定試験」実施中！

UC-win/Road SDK/VR-Cloud®SDKセミナー
日時：2018年2月7日（水）

9：30～16：30
会場：東京本社　品川インターシティA棟セミナールーム
※TV会議システムにて 大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・金沢・宮崎・岩手・沖縄 同時開催

参加費：18,000円 Webセミナー対応
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シナリオ毎のカスタマイズ処理
　一般的には1つの仮想空間の中で複数のシミュレーションを行う場
合は、シミュレーション目的毎にシナリオを作成しますが、開発キット
（SDK）で開発したプラグインのカスタマイズ処理も実験の内容に
よって切り替える必要があります。実験毎に作成したカスタマイズ処
理の管理を容易にするため作成したシナリオから特定のプラグインを
呼び出す事が可能になりました。実験毎に使用するプラグインを切り
分けることで、ある実験で利用すべきプラグインの選択にオペレータ
が誤る事なく、シナリオ設計時に全て設定し、安心して実験に移るこ
とが可能になりました。また過去に行った実験を再度実施する際も活
用頂ける機能になります。
気象表現の拡張
（1）落ち葉や塵（布、紙など）が舞い落ちる表現を追加
　シミュレーション中、風の影響による葉や布などのごみが目の前を
飛び散る様子を表現することが可能になりました。これらの機能は風
速を考慮したパーティクル（粒子）システムで表示する機能により実現
します。粒子の数、移動する速度、角速度の範囲やテクスチャを選択
し、様々な表現に利用出来ます。悪天候のシミュレーションに適して
いる他、落ち葉、花見等の自然表現にも活用できます。

図9　気象表現

（2）霧：Linearの場合にm単位での設定に対応
　シミュレーションの視界範囲を正確に制御可能にするため、霧の開
始位置、完全に霧となって他の環境が見えなくなってしまう位置をカ
メラからの実際の距離（メートル単位）で設定できるようにしました。

徐々に見えなくなる

自車

視点から霧によって
完全に見えなくなる距離

視点からの霧開始距離

図10　霧距離の説明

（3）音響システム拡張
　リアリティ向上のため、雨音の再生に対応しました。走行か歩行に
よって音質を切り替え、雨の量によっても音質と音量が変化します。
雨音による没入感だけではなく、雑音による注意力の低下を再現する
目的で本機能を追加しました。環境音から音声が再生される被験者
の違和感を軽減するため、シナリオの設定によって再生する音声を専
用スピーカに接続した別のオーディオデバイスに出力できるようにし
ました。

　最後に、音響システムとシミュレーションPCが離れている大型シ
ミュレータ等の場合は音伝送の線上ノイズが発生することが多く、ノ
イズ対策が煩雑な作業になります。この問題をストレスなく対処する
ため、UC-win/Roadのクラスターシステムを利用して、別PCからの音
再生を可能にしました。小型PCを音響システムの近くに設けるだけで
安定したノイズ対策が可能になります。

デバイス連携機能強化
HTC VIVE プラグイン Ver.2
　HTC VIVEに付属するコントローラに対応した機能を追加しました。
（1）コントローラ位置へのモデルの表示
　設定された3Dモデルを表示し、コントローラの動きと連動します。
センサーの位置にもモデルを表示することができるので、VR空間内
でプレイスケールを把握することにも役立ちます。
（2）視点移動機能
　コントローラのボタンで、基準となる視点を移動できます。VIVEは
対角線5m程度のプレイスケールが提供されますが、基準の視点を移
動させることで、より広いVR空間を動き回ることができます。
（3）シナリオ／スクリプトメニュー
　今までのシステムでは、シナリオやスクリプトを再生するために、一
度HMDを取ってUC-win/Roadの画面で操作をする必要がありまし
た。本版では、コントローラを用いてメニューを表示し、メニューの中
でシナリオやスクリプトを実行できます。

UAVプラグイン Ver.3
　UAVプラグインで連携可能な機種の拡張を行い、以下のドローン
との連携が可能になります。

追加対応機種：
DJI Phantom 4 Pro、Mavic Pro、Matrice 200シリーズ、Matrice 
600、Spark.

図11　VIVEプラグイン操作メニュー表示

　また、Wi-Fi干渉感度の減少、安定性の向上により動画ストリーミン
グが改善されているためより安全で快適な飛行が可能になりました。
　新機能として、シミュレータモードを追加し、別アプリケーションを
利用することなくフライト計画の模擬あるいはVR映像と連動しなが
ら手動飛行の練習が可能になります。リモコンコントローラを使用し
飛行中の通過点記録機能を追加し、記録したルートの通り自動飛行
を繰り返す定期点検が可能になりました。
　最後に計画したルートのKML形式への出力が可能となったため
3D空間を活用した飛行計画を他のアプリケーションで利用できるよ
うになりました。

Up&Coming120号 New Products & Service38



Engineer's Studio®面内 土木構造一軸断面計算 
（部分係数法・H29道示対応）オプション
任意形平面骨組みの面内荷重計算プログラム

FEM解析

●新規価格 143,000円
●リリース 2017年 12月

Engineer's Studio®活用セミナー
日時：2018年3月14日（水） 9：30～16：30
会場：東京本社　品川インターシティA棟セミナールーム
※TV会議システムにて 大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・金沢・宮崎・岩手・沖縄 同時開催

参加費：18,000円 Webセミナー対応

はじめに
　平成29年道路橋示方書に関する別売りオプション「土木構造一軸
断面計算(部分係数法・H29道示対応）」を追加しました。主に、曲げ
応力度照査、曲げ耐力照査、せん断耐力照査を部分係数法で実施で
きます。

照査内容
　鉄筋コンクリートに関する主な照査内容は、以下のとおりです。

● 道示III 5.5.1「RCの限界状態1の曲げ軸力」の規定
1）Mydmin ≦ M ≦ Mydmax

● 道示III 5.5.2「RCの限界状態1のせん断」の規定
1）S ≦ Susd　　2） S ≦ Sucd

● 道示III 5.7.1「RCの限界状態3の曲げ軸力」の規定
1）Mudmin ≦ M ≦ Mudmax

● 道示III 5.7.2「RCの限界状態3のせん断」の規定
1）S ≦ Susd　　2）S ≦ Sucd

● 道示III 6.2.2「鉄筋の耐久性」の規定
1）σs ≦ σsl（部材軸方向鉄筋）　　2）σs ≦ σsl（せん断補強鉄筋）

● 道示III 6.3.2「部材の耐久性」の規定
1）σs ≦ σsl（軸方向鉄筋）　　2）σs ≦ σsl（せん断補強筋）
3）σ'cc ≦ σ'ccl

● 道示IV 5.2.1「RCの最小鉄筋量」の規定
1）Mud ≧ Mc　　2）Ast ≧ (500mm2）L

● 道示IV 5.2.7「RCのせん断」の規定
1）S ≦ Susd　　2）S ≦ Sucd　　3）τm ≦ τml

● 道示IV 6.2「鉄筋の腐食」の規定
1）σs ≦σsl（軸方向鉄筋）　　2）σs ≦ σsl（せん断補強鉄筋）

● 道示IV 6.3「RCの疲労」の規定
1）σs ≦ σsl（軸方向鉄筋）　　2）σs ≦ σsl（せん断補強筋）
3）σ'cc ≦ σ'ccl

● 道示V 6.2.4「塑性化するRCのせん断」の規定
1）S ≦ Susd
ここに、
Ast：断面内の鉄筋面積の合計
L：コンクリート断面の周囲の長さ
Mc：ひび割れ曲げモーメント
Mud：二軸曲げの合成方向に関して道示IIIの式(5.8.1）より算出
Mydmax：二軸曲げの合成方向に関して式(5.5.1）より算出
Mydmin：Mydmaxと反対側の制限値
M：部材断面に生じる曲げモーメントで二軸曲げの合成方向
Susd：斜引張破壊に対するせん断力の制限値
Sucd：ウェブコンクリートの圧壊に対するせん断力の制限値
S：部材断面に生じるせん断力で、断面yp軸方向または断面zp 

 軸方向のいずれか
σ'ccl：コンクリート圧縮応力度の制限値
σ'cc：コンクリートに発生する圧縮応力度

σsl：部材軸方向鉄筋またはせん断補強鉄筋に発生する引張 
   応力の制限値
σs：部材軸方向鉄筋またはせん断補強鉄筋に発生する引張応力
τml：コンクリートの平均せん断応力度の制限値
τm：コンクリートの平均せん断応力度

入力と結果
　入力画面の例（せん断関連）を図1に、結果画面の例（総括表）を
図2に、レポート出力（詳細結果）を図3に示します。

図1　入力画面の例（せん断関連）

図2　結果画面の例（総括表）

図3　レポート出力の例（詳細結果）

おわりに
　本稿はH29道路橋示方書発刊前に作成していますので、発刊後に
製品仕様の変更や追加が生じる点を予めご了承ください。
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Up&Coming120号

●新規価格 P32-P33

UC-1

スイート積算体験セミナー
日時：2018年2月16日（金） 13：30～16：30
会場：東京本社　品川インターシティA棟セミナールーム
※TV会議システムにて 大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・金沢・宮崎・岩手・沖縄 同時開催

参加費：無償 Webセミナー対応
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UC-1 Engineer’s Suite 積算 Ver.4
公共土木の積算をサポートする各製品のセット版

積算

●新規価格 Standard：600,000円　　Lite：300,000円
●リリース 2017年 11月

スイート積算体験セミナー
日時：2018年2月16日（金） 13：30～16：30
会場：午前：東京本社　品川インターシティA棟セミナールーム
※TV会議システムにて 大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・金沢・宮崎・岩手・沖縄 同時開催

参加費：無償 Webセミナー対応

平成29年度 国土交通省土木工事積算基準と
新土木積算体系改訂の対応

・ICT舗装積算基準の新設　　・交通規制補正の見直し
施工地域・工事区分 補正係数

共通仮設費率 現場管理費率
市街地 2.0 1.5
山村僻地及び離島 1.0 0.5
地方部 一般交通の影響あり 1.5 1.0

一般交通の影響なし 0.0 0.0

施工地域・工事区分 補正係数
共通仮設費率 現場管理費率

全地域 一般交通影響あり①
（2車線以上かつ交通量 5000
台 / 日以上の車道を規制を伴
う場合）

1.3 1.1

全地域 一般交通影響あり②
一般交通影響あり①以外
で車道を規制を伴う場合

1.2 1.1

市街地 一般交通影響なし 1.2 1.1
山間僻地及び離島 1.3 1.0

左：改定前　右：改定後

・小規模施工時（ 1日未満で完了）の積算方法を新設
・市場単価の一部廃止　　・現場環境改善に関する見直し
・施工箇所点在型積算の標準化
・被災地における間接工事費の補正
・土木工事標準歩掛の新規、（一部）改訂
●新規（2工種）　　回転杭工、スリラー攪拌工
●改訂（6工種）
　ニューマチックケーソン工、残存型枠工、鋼橋架設工、
　鋼床板現場溶接工、道路除雪工、大型土のう工
●一部改訂（3工種）
　PC橋架設工、油圧圧入引抜工、鋼床板Uリブ現場溶接工

・施工パッケージの追加、改訂
●新規（3工種）
　機械土工（土砂）（ICT 施工）、
　土の敷均し締固め工（ICT 施工）、法面成型工（ICT 施工）
●改訂（7工種）
　ジオテキスタイル工、コンクリートブロック積工、　電線共同溝、
　袋詰玉石工、　擁壁工（プレキャスト擁壁工）、堤防芝養生工、道路除草工

UC-1エンジニアスイート構成製品との連携強化
　拡張前は、UC-1製品でDLKファイルを保存するフォルダ箇所を意
識して保存し、その保存フォルダ箇所を積算側で意識して、該当デー
タを読み込む必要がありました。Ver.4ではUC-1製品とスイート積算
が保存・読込するフォルダを所定の積算専用共通フォルダC:\Users\
（ユーザ名）\Documents\スイート積算(概算工費)）にアクセスし
データを連動出来る仕組みに強化しています。

UC1 製品

積算専用共通フォルダ

F8 積算連携
ファイル（DLK)

書込

読込

概算工費

自動積上げ

積算本体

概算見積完成

自動呼出

自動転送

単価
データ
ベース

UC-1Engineer’s Suite 積算

簡易入力
1, 下部工（橋台・橋脚）
2, 道路構造物（擁壁・Box）
3, 杭基礎／直接基礎

土木工事数量
算出要領（案）
を考慮した積算連動

　また、所定フォルダに保存した構造物毎の複数のDLKファイルを
まとめて読込む機能を追加した事で、お客様のひと手間をなくすこと
ができ、次に説明する『概算工費の比較検討』も容易になりました。
この概算工費はUC-1製品側の設計モデルを土木工事数量算出要領
（案）に基づいた数量として算出し、その数量をスイート積算側へ連

動しています。連動後は、この数量とスイート積算側の単価を自動的
に関連付けるので、積算の知識がなくても手軽に精度よく概算工費ま
で算出する事ができます。
構造物の概算工費比較に対応
　構造物（橋台、橋脚、擁壁、BOXカルバート）の概算工費を比較す
る機能を追加しました。例えば、橋台形状、基礎形式（直接基礎、杭
基礎）が異なるケースに対して、それぞれの概算工費を算定し、計算
書プレビュー機能で直接経費を比較検討できます。UC-1製品を用い
て、設計段階で数パターンの設計モデルを作成しておけば、概算工費
を算出できるので、経済的な設計モデルを容易に判断する事ができ
るようになります。UC-1製品（橋台の設計・3D配筋Ver.15.0.9）を
使用して、5パターンの概算工費比較を出力したイメージになります。

クラウドバックアップ、電子納品対応
　本製品は公共土木の積算機能に加え、クラウドバックアップを標
準装備しています。このクラウド自動バックアップ機能はPCに常駐す
るクライアントプログラムで、事前に登録したファイルをスケジュール
登録することにより、定期的にWEBサーバにアップロードを行い、重
要なファイルの自動バックアップを行うことができます。また、電子納
品として提出するときの一般的な出力形式であるEXCEL出力やPDF
出力にも対応しています。出力する手順も一連の流れで簡単に操作す
る事ができます。

建設会計ソフトへの連動を今後のバージョンアップで予定
　今後リリース予定のＷｅｂクラウド建設会計ソフト「スイート建設
会計(仮称)」へ本製品で算出した見積額内訳（直接工事費、共通仮
設費、現場管理費等）の連動を予定しています。
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鋼断面の計算（部分係数法・H29道示対応）
H29道路橋示方書に準拠した
鋼断面の断面諸量算出、設計断面力に対する安全性の照査を行う断面設計ツール

構造解析／断面

●新規価格 173,000円
●リリース 2017年 12月

製品概要
　「鋼断面の計算（部分係数法・H29道示対応）」は、平成29年道路
橋示方書に準拠した製品となります。今回の道路橋示方書の改訂で
は、内容が大幅に刷新されました。最も大きな変更は部分係数法に基
づいた設計法になった点です。また、鋼材の追加も行われています。

図1　メイン画面

部分係数
　部分係数には、作用力に乗じる
「荷重・組合せ係数」と、耐力に乗
じる「抵抗係数」があり、本製品では
[基準値]メニューに設定画面を用意
しています（図2）。
　また、入力する断面力には荷重係
数を乗じた後の数値を設定すること
を前提としています（図3）。ただし、
合成I桁断面や合成箱桁断面で、プ
ログラム内部で計算されるクリープ、
乾燥収縮や温度差による断面力に
ついては、基準値で設定されている
荷重係数を乗じます。

断面照査
　限界状態１及び限界状態３に対して満足することを照査します。限
界状態１は、部材等の挙動が可逆性を有する限界の状態をいい、限
界状態３は、部材等の挙動が可逆性を失うものの、耐荷力を完全に
失わない限界の状態をいいます。各状態において応力度が制限値を
超えない事を照査します。各状態の具体的な照査方法は1例ではあり
ますが、次のようなものとなります。
限界状態１に対する照査
・軸方向引張応力度の制限値σtyd

tyd )(式・ ・ …= 5.3.11 yt yk
ここに、

σyk：4章に示す鋼材の降伏強度の特性値(N/mm2）
ξ1：調査・解析係数で、表1に示す値とする。
Φyt：抵抗係数で、表1に示す値とする。

表1　調査・解析係数、抵抗係数

ξ1 Φyt

i）ii）及びiii）以外の作用の組合せを考慮する場合
0.90

0.85

ii）3.5(2）3）で⑩を考慮する場合
1.00

iii）3.5(2）3）で⑪を考慮する場合 1.00

限界状態３に対する照査
・軸方向圧縮応力度の制限値σcrld

tyd )(式・ ・ …= 5.3.11 yt yk
ここに、

σyk：4章に示す鋼材の降伏強度の特性値(N/mm2）
ξ1：調査・解析係数で、表2に示す値とする。
ξ2：部材・構造係数で、表2に示す値とする。
ΦU：抵抗係数で、表2に示す値とする。
ρcrl：局部座屈に対する圧縮応力度の特性値に関する補正係数。

ξ1 ξ2 ΦU

i）ii）及びiii）以外の作用の組合せを
考慮する場合 0.90

1.00

0.85

ii）3.5(2）3）で⑩を考慮する場合
1.00

iii）3.5(2）3）で⑪を考慮する場合 1.00

表2　調査・解析係数、部材・構造係数、抵抗係数(SBHS500及びSBHS500W以外）

図4　照査結果画面

鋼材の追加
　鋼材にSBHS 4 0 0 /
S B H S 4 0 0 W /
SBHS500/SBHS500W
が追加されました（図5）。
　これらは、板厚による降
伏点の変化はありません。

おわりに
　今後も指針・便覧の改定にいち早く対応し、お客様にお使いいた
だけるように開発してまいります。

図5　基準値-使用鋼材画面

図2　部分係数設定画面

図3　断面力設定画面
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ラーメン式橋台の設計計算（部分係数法・H29道示対応）
H29道路橋示方書に準拠した
不静定構造物であるラーメン式橋台の設計計算プログラム

橋梁下部工

●新規価格 284,000円
●リリース 2017年 12月

製品概要
　「ラーメン式橋台の設計計算（部分係数法・H29道示対応）」は、
平成29年道路橋示方書（以下H29道示）に準拠した製品です。ここ
では、基本的な設計の考え方や本製品の適用範囲、制限事項につい
てご紹介いたします。

部分係数法
　H29道示では、部材等に発生する断面力や変形等の状態変化を生
じさせる全ての働きを"作用"といい、作用を力に変換したものを"荷重"
と定義しています。
　照査項目としては、大きく分けると耐荷性能の照査と耐久性能の照
査に分けられ、耐荷性能の照査において考慮される状況（作用の組
合せ）としては、1）永続作用支配、2）変動作用支配、3）偶発作用支
配があります。
　死荷重や土圧のみを考慮する組合せは永続作用支配、活荷重や温
度変化、レベル1地震時の影響を考慮する場合は変動作用支配、レベ
ル2地震時の影響を考慮する場合は偶発作用支配となります。
　全ての作用には組合せ係数γpおよび荷重係数γqが考慮されま
す。ラーメン式橋台では、部材の断面力を算出するためにフレーム計
算を行いますが、フレーム計算時には、γpとγqを乗じた荷重を載荷し
て計算します。
　算出された断面力に対し、それが制限値以内に収まっているかどう
かを照査しますが、制限値は、各部材の耐力に調査・解析係数ξ1、部
材・構造係数ξ2、抵抗係数Φを乗じて算出されます。
　これらの部分係数は、H29道示に準じてプログラムで適切な値が
設定されていますが、係数を自由に変更することも可能です。また、部
分係数データをファイルに保存し、H29道路橋示方書対応製品間で
やり取りすることも可能です。

図1　調査・解析係数、部材・構造係数、抵抗係数入力画面

端接合部の照査

　ラーメン式橋台の照査項目は、逆T式橋台と基本的に同じですが、
ラーメン式橋台の部材照査では、ラーメン構造の端接合部の照査も
行います。

（a） ハンチのない場合 （a） ハンチがある場合

a

b

R

Mo

a

b

R

Mo

45°

図2　端接合部の照査を行う断面（外側引張）

　H24道示対応のラーメン式橋台では、隅角部の照査として外側引
張となる場合の引張応力度とそれに対する補強鉄筋量の算出のみ行
い、許容値による判定は行っていませんでした。H29道示対応製品で
は、従来の隅角部の照査にかわり、端接合部の照査を行います。今回
は内側引張の場合の照査も、以下の式のσtmaxが制限値を超えていな
いか（限界状態1の場合）で行います。また、必要となる補強鉄筋量
の算出も行います。

tmax )(3 2 /√= 2WL

s )(2 /√= A Zs

zh

ここに、
σtmax：接合部対角線上に発生するコンクリート引張応力度の最

大値
Th：はり部材又は柱部材に作用する引張応力の合力
W：接合部奥行
Lz：対角線上の引張領域の長さ（＝0.75h ｈ：部材高）
As：内側引張に対する補強鉄筋量

適用範囲、制限事項
　「ラーメン式橋台の設計計算（部分係数法・H29道示対応）」の
適用範囲及び制限事項については以下のようになります。

1．基準はH29道示のみで、新設設計のみ対応します。
2．直接基礎は水平地盤のみに対応します。段差フーチングの 
入力が可能ですが、斜面上基礎としての照査はできません。

3．フーチングは剛体として扱います。
　制限事項については、道路橋示方書発刊後の基準改定で明確に
なり次第、順次バージョンアップにて対応いたします。
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RC下部工の設計・3D配筋（部分係数法･H29道示対応）
H29道路橋示方書に準拠したラーメン式橋脚の設計計算・図面作成および
橋脚、橋台などの下部工およびRC構造物の設計計算ソフトウェア

橋梁下部工

●新規価格 810,000円
●リリース 2018年 1月

製品概要
　本製品は、単柱式橋脚、ラーメン式橋脚、橋台、擁壁、BOXカル
バートの設計計算プログラムで、単柱式橋脚、ラーメン式橋脚、橋台
について平成29年道路橋示方書に準じた設計計算を行います。ラー
メン式橋脚については2柱から4柱式までをサポートし、計算書出力、
図面作成が可能です。単柱式橋脚、橋台、擁壁、BOXカルバートは画
面上での簡易的な設計計算機能を用意しておりますが、計算書出力、
図面作成はサポートしていません。
　ここでは、平成29年道路橋示方書に準拠した単柱式橋脚、橋台の
入力と照査機能の概要についてご紹介いたします。ラーメン橋脚につ
いては、既にリリース済みの「ラーメン橋脚の設計・3D配筋」と同じ
機能となります。

荷重ケース
　今回の改定では、作成した基本荷重を組み合わせて、自動的に永
続／変動作用支配状況の組合せ作用ケースを作成します。
　基本荷重の種類に応じて、荷重係数γqを乗じます。また、組合せ
作用ケースの分類に応じて組合せ荷重係数γpを乗じます。

図1　単柱式橋脚の組合せ荷重ケースの入力画面

永続／変動作用支配状況に対する照査
　永続／変動作用支配状況に対する照査では、組合せ作用ケースの分
類に応じた曲げ、せん断に対する耐荷性能、耐久性能の照査に加えて、
道示Ⅳ 5.2に準拠した最小鉄筋量、最大鉄筋量の照査を行います。

図2　単柱式橋脚のはりの永続／変動作用支配状況の照査結果画面

レベル2地震動照査
　単柱式橋脚に対しては、
平成29年道路橋示方書に
準拠した地震時保有水平
耐力照査を行います。
　この照査では、鉄筋コン
クリート橋脚に生じる水平
変位が限界状態に応じた
水平変位の制限値を超えな
い事、鉄筋コンクリート橋
脚に生じるせん断力がせん
断力の制限値を超えない
事、また限界状態2の場合
は鉄筋コンクリート橋脚に
生じる残留変位が、残留変
位の制限値を超えないこと
を照査します。
　水平変位の照査では、破壊形態が曲げ破壊型の場合は、鉄筋コン
クリート橋脚に生じる水平変位が限界状態2または限界状態3に対
応する変位の制限値を超えないことを照査します。破壊形態が曲げ
破壊型とならなかった場合は、限界状態1の水平変位の制限値を超
えないことを照査します。

適用範囲、制限事項
「RC下部工の設計・3D配筋（部分係数法・H29道示対応）」の適
用範囲及び制限事項については以下のようになります。

1．新設設計のみ対応します。
2．H29道示に対応する構造物は橋脚、橋台のみです。
3．計算書出力、図面作成はラーメン橋脚のみ対応しています。

ご了承くださいますようお願い申し上げます。

図3　単柱式橋脚のレベル2地震動照査
　　（保耐法照査）結果画面
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製品定価・サブスクリプション契約価格表
サブスクリプション概要

（2018年1月1日現在）

◉概要
新規購入時に初年度サブスクリプションが含まれます。以降は1年ごとの自動更新（有償）となります。

◉サポート内容
・電話問合せテクニカルサポート
  　※電話サポートは転送される場合があります。電話はフリーダイアルです。
  　※弊社UC-1サポートグループが対応、また操作問合せ用があります。
・問合せ支援ツール、電子メール、FAXによる問合せサポート
・保守情報配信サービス（電子メールによる無償Ver.UP等の情報提供）
・ダウンロードサービス（有償サポート対象の無償Ver.UPダウンロード）
・ランチャーのサポート

定価 1年

2万円以下 ¥19,800

5万円以下 ¥23,000

10万円以下 ¥26,000

15万円以下 ¥33,000

20万円以下 ¥46,000

25万円以下 ¥49,000

30万円以下 ¥52,000

35万円以下 ¥56,000

40万円以下 ¥59,000

 40万円を超える製品は製品の一律15％
（1年間）の価格となります

◉サブスクリプション契約価格表

プログラム・製品価格表

分類 プロダクト名 新規価格

UC-win/Road Ver.12  Ultimate  ¥1,920,000

UC-win/Road Ver.12  Driving Sim  ¥1,280,000

UC-win/Road Ver.12  Advanced  ¥970,000

UC-win/Road Ver.12  Standard  ¥630,000

UC-win/Road Ver.12  Multi User Client Version  ¥118,000

UC-win/Road Ver.12  Presentation Version  ¥66,000

UC-win/Road Ver.12  Cluster Client Version  ¥66,000

UC-win/Road SDK Ver.12  ¥336,000

VR-Drive ¥78,000

UC-win/Road Education Version Ver.5  ¥54,000

UC-win/Road ドライブ・シミュレータ ¥6,600,000～

a3S SDK 開発キットライセンス ¥336,000

a3S SDK サーバライセンス ¥440,000

OHPASS2013 ¥550,000

UC-win/Roadデータ変換ツール ¥143,000

ドライブシミュレータ プラグイン ¥336,000

ECOドライブ プラグイン ¥336,000

リプレイ プラグイン ¥173,000

ログ出力 プラグイン ¥336,000

シナリオ プラグイン ¥173,000

コミュニケーション プラグイン ¥336,000

マイクロ・シミュレーション・プレーヤー プラグイン ¥336,000

マイクロ・シミュレーション・プレーヤー S-PARAMICS連携 プラグイン ¥80,000

点群モデリング プラグイン ¥173,000

Civil 3D プラグイン ¥75,000

EXODUS プラグイン ¥336,000

GIS プラグイン ¥284,000

InRoads プラグイン ¥75,000

OSCADY PRO プラグイン ¥118,000

Sidra プラグイン ¥75,000

TRACKS プラグイン ¥173,000

xpswmm プラグイン Ver.2 （for Tsunami） ¥336,000

騒音シミュレーション プラグイン ¥336,000

駐車場モデル読み込みプラグイン ¥80,000

3Dモデル出力 プラグイン ¥80,000

分類 プロダクト名 新規価格

UC-win/Road DWGツール ¥80,000

12d Model プラグイン ¥75,000

IFC プラグイン ¥80,000

マンセルカラースペース出力プラグイン ¥232,000

無料ビューア出力プラグイン ¥75,000

津波プラグイン ¥336,000

OHPASSプラグイン ¥550,000

Oculus Riftプラグイン ¥50,000

OSMプラグイン ¥75,000

VR-Cloud®プラグイン ¥336,000～

電子国土地図サービスプラグイン ¥80,000

騒音シミュレーション プラグイン・オプション スパコンオプション ¥18,000/月

モーションプラットフォーム プラグイン・オプション（システムオプション） ¥860,000

リモートアクセス プラグイン・オプション ¥336,000

RoboCar® プラグイン・オプション ¥336,000

Legion連携プラグイン・オプション ¥80,000

スパコンクラウド® 流体解析連携プラグイン・オプション ¥336,000

クラスター プラグイン・オプション（基本クライアント3台構成） ¥860,000

3D点群・出来形管理プラグイン・オプション ¥316,000

土石流シミュレーションプラグイン・オプション Ver.2 ¥336,000

F8キネクトプラグイン・オプション ¥232,000

写真処理拡張プラグイン ¥232,000

Aimsun連携プラグイン・オプション ¥300,000

cycleStreet連携プラグイン・オプション ¥118,000

Rhinoプラグイン・オプション ¥100,000

運転診断プラグイン・オプション ¥400,000

UAVプラグイン・オプション ¥300,000

Structure from Motion（SfM）プラグイン・オプション ¥500,000

HUD(バーチャルディスプレー)プラグイン・オプション ¥300,000

カメラセンサー基本プラグイン・オプション ¥800,000

DSコース変換プラグイン・オプション ¥400,000

Simulink連携プラグイン・オプション ¥400,000

スピードメータ表示プラグイン・オプション ¥300,000

HTC VIVEプラグイン・オプション  ¥300,000

OpenFlightプラグイン・オプション ¥400,000

環境アセスプラグイン・オプション ¥350,000

ログデータUDP受信オプション ¥300,000
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は、2017年7月以降のリリース製品新規購入時に初年度サブスクリプションが含まれます。

表示価格はすべて税別です。

※サブスクリプション契約費における定価テーブルの定価※は、製品定価とオプション
（各種製品オプション、フローティングオプション、USBオプション等含む）を加えた価格となります。
※オプション製品を本体とは別に新規、追加で購入する場合は、従来と同じオプション価格を定価といたします。
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プログラム・製品価格表

分類 プロダクト名 新規価格

シミュレーションリアルタイム連携オプション ¥500,000

ステアリングトルク制御オプション ¥900,000

CAN信号連携オプション ¥900,000

A/Dボード連携オプション ¥1,800,000

レーザーセンサーオプション ¥1,800,000

HIL連携オプション ¥1,800,000

カメラセンサー連携オプション ¥2,000,000

Engineer's Studio® Ver.7 Ultimate ¥1,920,000

Engineer's Studio® Ver.7 Ultimate（前川モデル除く） ¥1,230,000

Engineer's Studio® Ver.7 Ultimate（ケーブル要素除く） ¥1,440,000

Engineer's Studio® Ver.7 Advanced  ¥840,000

Engineer's Studio® Ver.7 Lite  ¥570,000

Engineer's Studio® Ver.7 Base  ¥369,000

Multiframe to Engineer's Studio® コンバーター ¥30,000

Engineer's Studio® SDK ¥440,000

WCOMD Studio ¥1,200,000

FEMLEEG Ver.8 Advanced ¥1,590,000

FEMLEEG Ver.8 Standard ¥1,180,000

FEMLEEG Ver.8 Lite ¥550,000

FEMLEEG オプション LAPack for Ver.8 ¥336,000

GeoFEAS Flow3D ¥1,670,000

GeoFEAS Flow3D 弾塑性地盤解析限定版 ¥1,050,000

GeoFEAS Flow3D 浸透流解析限定版 ¥790,000

弾塑性地盤解析（GeoFEAS2D） Ver.4  ¥650,000

弾塑性地盤解析（GeoFEAS2D）（英語版） ¥1,300,000

Geo Engineer's Studio（Lite） ¥450,000

地盤の動的有効応力解析（UWLC） Ver.2 ¥630,000

地盤の動的有効応力解析（UWLC） Ver.2 （英語版） ¥1,260,000

3次元地すべり斜面安定解析・3DCAD（LEM）Ver.2 ¥336,000

3次元地すべり斜面安定解析・3DCAD（LEM）（中国語版） ¥672,000

2次元浸透流解析（VGFlow2D）Ver.3 ¥284,000

ES-固有値解析オプション ¥20,000

ES-動的解析オプション ¥20,000

ES-M-φ要素オプション ¥70,000

ES-非線形ばね要素オプション ¥70,000

ES-ファイバー要素オプション ¥20,000

ES-幾何学的非線形オプション ¥20,000

ES-平板要素オプション ¥118,000

ES-前川コンクリート構成則オプション ¥650,000

ES-活荷重一本棒解析オプション ¥20,000

ES-土木構造二軸断面計算オプション ¥143,000

ES-鋼製部材ひずみ照査オプション ¥30,000

ES-道路橋残留変位照査オプション ¥30,000

ES-ケーブル要素オプション ¥440,000

FEM解析スイート Advanced Suite ¥940,000

FEM解析スイート Advanced Suite フローティング ¥1,128,000

FEM解析スイート Senior Suite ¥2,170,000

FEM解析スイート Senior Suite フローティング ¥2,452,100

スイートバンドル UC-win/Road Ultimate ¥960,000

スイートバンドル UC-win/Road Driving Sim ¥640,000

スイートバンドル UC-win/Road Advanced ¥485,000

スイートバンドル UC-win/Road Standard ¥315,000

スイートバンドル Engineer's Studio® Ultimate(前川モデル除く) ¥615,000

スイートバンドル Engineer's Studio® Advanced ¥420,000

分類 プロダクト名 新規価格

スイート積算 Ver.4   ¥600,000

スイート積算 Ver.4 フローティング  ¥840,000

スイート積算 Ver.4 Lite   ¥300,000

スイート積算 Ver.4 Lite フローティング  ¥420,000

構造解析上部工スイート Advanced Suite ¥960,000

構造解析上部工スイート Advanced Suite フローティング ¥1,152,000

構造解析上部工スイート Ultimate Suite ¥1,950,000

構造解析上部工スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,242,500

下部工基礎スイート Advanced Suite ¥1,390,000

下部工基礎スイート Advanced Suite フローティング ¥1,640,200

下部工基礎スイート Senior Suite ¥2,190,000

下部工基礎スイート Senior Suite フローティング ¥2,474,700

下部工基礎スイート Ultimate Suite ¥2,410,000

下部工基礎スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,723,300

仮設土工スイート Advanced Suite ¥1,290,000

仮設土工スイート Advanced Suite フローティング ¥1,522,200

仮設土工スイート Senior Suite ¥1,530,000

仮設土工スイート Senior Suite フローティング ¥1,759,500

仮設土工スイート Ultimate Suite ¥1,850,000

仮設土工スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,127,500

CALS/CADスイート Advanced Suite ¥730,000

CALS/CADスイート Advanced Suite フローティング ¥876,000

CALS/CADスイート Ultimate Suite ¥1,000,000

CALS/CADスイート Ultimate Suite フローティング ¥1,200,000

水工スイート Advanced Suite ¥960,000

水工スイート Advanced Suite フローティング ¥1,152,000

水工スイート Senior Suite ¥1,620,000

水工スイート Senior Suite フローティング ¥1,863,000

水工スイート Ultimate Suite ¥2,260,000

水工スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,553,800

建築プラントスイート Advanced Suite ¥570,000

建築プラントスイート Advanced Suite フローティング ¥798,000

港湾スイート Advanced Suite ¥730,000

港湾スイート Advanced Suite フローティング ¥876,000

SaaSスイート ¥130,000～

Engineer's Studio® 面内 Ver.3 ¥232,000

FRAMEマネージャ Ver.5 ¥316,000

FRAME（面内）Ver.5 ¥192,000

FRAME（面内）SDK ¥173,000

RC断面計算 Ver.8 ¥143,000

RC断面計算（カスタマイズ版） ¥143,000

RC断面計算（中国基準版） ¥286,000

鋼断面の計算 Ver.3 ¥173,000

鋼断面の計算（限界状態設計法） ¥320,000

UC-1 for SaaS 基本ライセンス ¥4,000

UC-1 for SaaS FRAME（面内）Ver.2 ¥9,500

UC-1 for SaaS FRAME マネージャ Ver.2  ¥19,000

UC-1 for SaaS RC断面計算 Ver.3 ¥5,500

設計成果チェック支援システム Ver.2 ¥1,280,000

設計成果チェック支援システム Ver.2 土工ABセット ¥510,000

設計成果チェック支援システム Ver.2 橋梁ACDセット ¥840,000

Engineer's Studio® 
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分類 プロダクト名 新規価格

UC-BRIDGE Ver.10（分割施工対応） ¥650,000

UC-BRIDGE Ver.10 ¥550,000

落橋防止システムの設計計算 Ver.5 ¥78,000

任意形格子桁の計算 Ver.7 ¥420,000

PC単純桁の設計・CAD Ver.4 CAD統合 ¥284,000

床版打設時の計算 ¥284,000

鋼鈑桁橋自動設計ツール ¥200,000

非合成鈑桁箱桁の概略設計計算 ¥359,000

連続合成桁の概略設計計算 ¥420,000

鋼床版桁の概略設計計算 ¥420,000

PC上部工の設計計算 ¥740,000

橋台の設計・3D配筋 Ver.15 CAD統合 ¥389,000

橋台の設計・3D配筋（カスタマイズ版） CAD統合 ¥359,000

橋台の設計・3D配筋 Ver.9（英語出力版） CAD統合 ¥530,000

橋台の設計・3D配筋（中国基準／日本語版） Ver.2 CAD統合 ¥490,000

橋台の設計・3D配筋（中国基準／中国語版） Ver.2 CAD統合 ¥254,000

箱式橋台の設計計算 Ver.8 ¥284,000

箱式橋台の設計計算（カスタマイズ版） ¥254,000

ラーメン式橋台の設計計算 Ver.8 ¥284,000

ラーメン式橋台の設計計算（カスタマイズ版） ¥254,000

橋脚の設計・3D配筋 Ver.14 CAD統合 ¥440,000

橋脚の設計・3D配筋 （カスタマイズ版） CAD統合 ¥389,000

橋脚の設計・3D配筋 REED工法オプション ¥300,000

ラーメン橋脚の設計・3D配筋 Ver.3 CAD統合 ¥550,000

RC下部工の設計・3D配筋 Ver.3 CAD統合 ¥810,000

PCウェル式橋脚の設計計算 ¥760,000

PC橋脚の設計計算 ¥232,000

二柱式橋脚の設計計算 ¥380,000

橋脚の復元設計計算 Ver.3 ¥173,000

フーチングの設計計算 Ver.2 ¥78,000

震度算出（支承設計）Ver.10 ¥274,000

震度算出（支承設計）（カスタマイズ版） ¥254,000

基礎の設計・3D配筋 Ver.2 Advanced  CAD統合 ¥530,000

基礎の設計・3D配筋 Ver.2 Standard CAD統合 ¥421,000

基礎の設計・3D配筋 Ver.2 Lite  CAD統合 ¥284,000

基礎の設計計算 Ver.9（英語出力版） ¥580,000

3次元鋼管矢板基礎の設計計算（連結鋼管矢板対応） Ver.4 ¥760,000

深礎フレームの設計・3D配筋 Advanced CAD統合 ¥570,000

深礎フレームの設計・3D配筋 Standard CAD統合 ¥470,000

深礎フレームの設計・3D配筋 Lite CAD統合 ¥400,000

プラント基礎の設計・3D配筋 Ver.2 CAD統合 ¥500,000

仮設構台の設計・3DCAD Ver.8 Standard CAD統合 ¥440,000

仮設構台の設計・3DCAD Ver.8 Lite CAD統合 ¥284,000

仮設構台の設計・3DCAD（日本基準／英語版） Ver.4 CAD統合 ¥550,000

土留め工の設計・3DCAD Ver.14 Advanced CAD統合 ¥500,000

土留め工の設計・3DCAD Ver.14 Standard CAD統合 ¥420,000

土留め工の設計・3DCAD  Ver.14 Lite CAD統合 ¥264,000

土留め工の設計・3DCAD（中国基準／日本語版） Ver.2 CAD統合 ¥490,000

土留め工の設計・3DCAD（中国基準／中国語版） Ver.2 CAD統合 ¥254,000

土留め工の設計・3DCAD（日本基準／英語版） Ver.8（フル機能版） CAD統合 ¥910,000

土留め工の設計・3DCAD（日本基準／英語版） Ver.8 CAD統合 ¥550,000

土留め工の性能設計計算（弾塑性解析II+） Ver.2 ¥212,000

たて込み簡易土留めの設計計算 Ver.2 ¥118,000

分類 プロダクト名 新規価格

耐候性大型土のうの設計計算 Ver.2 ¥173,000

型枠支保工の設計計算 ¥163,000

二重締切工の設計・3DCAD Ver.3 CAD統合 ¥232,000

二重締切工の設計・3DCAD（日本基準／英語版） Ver.2 CAD統合 ¥440,000

切梁式二重締切工の設計・3DCAD CAD統合 ¥232,000

ライナープレートの設計計算 Ver.4 ¥157,000

クライミングクレーンの設計計算 ¥254,000

BOXカルバートの設計・3D配筋 Ver.16 Advanced   CAD統合 ¥389,000

BOXカルバートの設計・3D配筋 Ver.16 Standard  CAD統合 ¥316,000

BOXカルバートの設計・3D配筋 Ver.16 Lite   CAD統合 ¥232,000

PCボックスカルバートの設計計算 Ver.2 ¥163,000

アーチカルバートの設計計算 ¥143,000

擁壁の設計・3D配筋 Ver.17 Advanced CAD統合 ¥389,000

擁壁の設計・3D配筋 Ver.17 Standard CAD統合 ¥316,000

擁壁の設計・3D配筋 Ver.17 Lite CAD統合 ¥232,000

擁壁の設計・3D配筋（韓国基準版／中国基準版） CAD統合 ¥632,000

控え壁式擁壁の設計計算 Ver.6  ¥143,000

防護柵の設計計算 Ver.2 ¥80,000

遮音壁の設計計算 Ver.4 ¥143,000

道路標識柱の設計計算 Ver.2 ¥173,000

斜面の安定計算 Ver.12 Advanced ¥440,000

斜面の安定計算 Ver.12 Standard ¥359,000

斜面の安定計算 Ver.12 Lite ¥284,000

ロックシェッドの設計計算 ¥212,000

管の断面計算 Ver.2 ¥98,000

共同溝の耐震計算 ¥192,000

トンネル断面算定 ¥212,000

BOXカルバートの設計・3D配筋（下水道耐震）Ver.11 CAD統合 ¥306,000

マンホールの設計・3D配筋 Ver.6 CAD統合 ¥264,000

調節池・調整池の計算 Ver.7 ¥254,000

ハニカムボックスの設計計算 ¥550,000

大型ハニカムボックスの設計計算 ¥500,000

更生管の計算 Ver.2 ¥173,000

下水道管の耐震計算 Ver.2 ¥222,000

配水池の耐震設計計算 Ver.7 ¥550,000

パイプラインの計算 Ver.2 ¥98,000

水路橋の設計計算 ¥98,000

管網の設計・CAD CAD統合 ¥359,000

ポンプ容量の計算 ¥78,000

水道管の計算 ¥100,000

耐震性貯水槽の計算 ¥88,000

柔構造樋門の設計・3D配筋  Ver.11  CAD統合 ¥470,000

柔構造樋門の設計・3D配筋 杭支持オプション ¥173,000

柔構造樋門の設計・3D配筋 函体縦方向レベル2断面照査オプション ¥80,000

揚排水機場の設計計算 Ver.3 ¥550,000

水門の設計計算 Ver.4 ¥359,000

砂防堰堤の設計計算 Ver.2 ¥202,000

等流の計算 Ver.6  ¥70,000

等流・不等流の計算・3DCAD Ver.7  ¥180,000

落差工の設計計算 Ver.3 ¥118,000

洪水吐の設計計算 Ver.3  ¥98,000

かごマットの設計計算 ¥143,000

ため池の設計計算 Ver.3 ¥173,000

開水路の設計・3D配筋 Ver.3  CAD統合 ¥153,000
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分類 プロダクト名 新規価格

矢板式河川護岸の設計計算 Ver.2 ¥200,000

RC特殊堤の設計計算 ¥380,000

水門ゲートの設計計算 ¥100,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 50ノード ¥660,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 100ノード ¥1,100,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 200ノード ¥1,450,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 500ノード ¥1,900,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 1,000ノード ¥2,250,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 3,000ノード ¥2,800,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 5,000ノード ¥3,000,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 10,000ノード ¥3,300,000

xp2D 30,000 セル ¥1,150,000

xp2D 100,000 セル ¥2,050,000

xp2D 1,000,000 セル ¥2,800,000

XP-RTC（リアルタイムコントロール）モジュール ¥400,000

XP-Viewer用ファイル作成モジュール ¥250,000

マルチドメインモジュール ¥650,000

矢板式係船岸の設計計算 Ver.3 ¥336,000

直杭式横桟橋の設計計算 ¥389,000

重力式係船岸の設計計算 ¥284,000

防潮堤・護岸の設計計算 Ver.2 ¥336,000

落石シミュレーション ¥296,000

土石流シミュレーション Ver.2 ¥336,000

置換基礎の設計計算 Ver.2 ¥118,000

補強土壁の設計計算 Ver.5 ¥284,000

圧密沈下の計算 Ver.10 ¥284,000

地盤改良の設計計算  Ver.6 ¥163,000

ウェルポイント・ディープウェル工法の設計計算 Ver.2 ¥212,000

電子納品支援ツール Ver.15 ¥98,000

電子納品支援ツール （Web対応） ¥336,000

電子納品支援ツール （建築対応） Ver.7 ¥98,000

電子納品支援ツール （電気通信設備対応） Ver.11 ¥98,000

電子納品支援ツール （機械設備工事対応） Ver.8 ¥98,000

F8DocServ ¥46,000

UC-Draw Ver.8 CAD ¥143,000

UC-Drawツールズ Slab bridge（床板橋） Ver.1.2 CAD ¥98,000

UC-Drawツールズ Abutment（橋台） Ver.1.2 CAD ¥98,000

UC-Drawツールズ Pier（橋脚） Ver.1.2 CAD ¥118,000

UC-Drawツールズ Rahmen Pier（ラーメン橋脚） CAD ¥143,000

UC-Drawツールズ Pile（杭） Ver.1.2 CAD ¥46,000

UC-Drawツールズ Plant Foundation（プラント基礎） CAD ¥254,000

UC-Drawツールズ Earth retaining（土留工） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Temporary bridge（仮設構台） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Double-wall cofferdam（二重締切工） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Strut Double-wall cofferdam（切梁式二重締切工） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Retaining wall（擁壁） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ U-type Wall（Ｕ型擁壁） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Retaining wall elevation（擁壁展開図） CAD ¥46,000

UC-Drawツールズ Box culvert（BOX） CAD ¥118,000

UC-Drawツールズ Flexible Sluiceway（柔構造樋門） CAD ¥98,000

UC-Drawツールズ Manhole（マンホール） CAD ¥66,000

3DCAD Studio® CAD ¥180,000

3D配筋CAD Ver.2 CAD ¥118,000

3D配筋CAD for SaaS CAD ¥3,000

分類 プロダクト名 新規価格

電子納品支援ツール for SaaS ¥14,000

UC-Draw for SaaS CAD ¥5,500

車両軌跡作図システム Ver.3 CAD ¥173,000

駐車場作図システム CAD ¥143,000

12d Model オープン価格

コンクリートの維持管理支援ツール（ひび割れ調査編） Ver.3 ¥143,000

コンクリートの維持管理支援ツール（維持管理編） Ver.3 ¥143,000

地震リスク解析 FrameRisk ¥118,000

橋梁点検支援システム Ver.2 CAD統合 ¥389,000

橋梁点検支援システム（国総研版） CAD統合 ¥284,000

橋梁長寿命化修繕計画策定支援システム Ver.3 ¥232,000

道路損傷情報システム ¥500,000

BCP作成支援ツール ¥98,000

建築杭基礎の設計計算 Ver.4 ¥173,000

地下車庫の計算 Ver.2 ¥118,000

Design Builder Ver.5 ¥187,000～

Allplan 2017 CAD ¥640,000～

Advance Steel／Advance Concrete CAD ¥260,000～

MultiSTEEL CAD ¥680,000

Multiframe ¥733,000～

bulidingEXODUS ¥390,000～

SMARTFIRE ¥750,000

maritimeEXODUS ¥520,000～

Maxsurf ¥880,000～

分類 プロダクト名 新規価格

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　１．単純橋のみ ¥336,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　２．ラーメン橋（杭＋直接基礎版） ¥650,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　３．ラーメン橋（矢板式） ¥650,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　４．ラーメン橋（フルバージョン） ¥760,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 ESエクスポートオプション ¥118,000

NetUPDATE ／ NetUPDATE WAN Ver.5 ¥34,000

OpenRoads Designer ￥1,098,000

ContextCapture ￥1,094,000

ContextCapture Center ￥5,886,000

Bentley Pointools ￥1,172,000

Bentley Descartes ￥1,701,000

分類 プロダクト名 新規価格

UC-win/Road Ver.12 Ultimate 5ライセンスパック サブスクリプション ¥2,170,000

UC-win/Road Ver.12 Driving Sim 5ライセンスパック サブスクリプション ¥1,560,000

UC-win/Road Ver.12 Advanced 5ライセンスパック サブスクリプション ¥1,210,000

UC-win/Road Ver.12 Standard 5ライセンスパック サブスクリプション ¥820,000

GeoFEAS Flow3D ¥1,336,000

GeoFEAS Flow3D (浸透流解析限定版) ¥632,000

GeoFEAS Flow3D (弾塑性地盤解析限定版) ¥840,000

3次元地すべり斜面安定解析・3DCAD（LEM3D） Ver.2 ¥112,000

弾塑性地盤解析（GeoFEAS2D） Ver.4 ¥217,000

地盤の動的有効応力解析（UWLC） Ver.2 ¥217,000

2次元浸透流解析（VGFlow2D） Ver.3 ¥114,000
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※その他の製品については、20％の特別ディスカウントを行った価格で提供しています。

紹介プログラム・他

アカデミーライセンス(特別価格)

プログラム・製品価格表
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はじめに

今号から数号にわたり、下水道における1Dと2Dの統合解析につい

て、作成方法をご紹介いたします。

1Dモデルの作成

1.ノードとリンクの作成
下水道のモデルは、人孔をノード、管路をリンクとしてそれらをつなぎ

合わせてモデル化します。その数が多い場合、表計算ソフトを用いて人

孔と管路の情報をまとめ、Microsoft EXCEL97-2003ブック形式（.xls）

で保存し、インポートすることでノードとリンクを作成する方法がお勧め

です。

2.ノードデータの作成
ノードデータは、以下のデータから構成されます。

■必須データ

・ 人孔名（管理番号等）

・ 緯度／経度（X座標／Y座標）

■任意データ

・ 天端標高

・ インバート標高　　など

上記のデータを半角英数字で表にします（図1）。

■図1　ノードデータ

3.リンクデータの作成
リンクデータは、以下のデータから構成されます。

■必須データ

・ 管路名（管理番号等）

・ 上流／下流の人孔名（管理番号等）

■任意データ

・ 長さ

・ 形状（円形、矩形など）　　など

上記のデータを半角英数字で表にします（図2）。

■図2　リンクデータ

4.インポート方法
作成したデータのインポートは、[ファイル]-[インポート/エクスポート

データ]-[外部データベースのインポート/エクスポート]で行います。今

回は、ノードデータの読み込み方法を例にとって紹介します。

Step0．接続設定を新規作成

[新規作成]ボタンを押します。

Step1．ファイルを選択

作成したファイルを選択し、[次へ(N)]を押します。

Step2．テーブルの選択

データのSheet名を選択し、[次へ(N)] を押します。

Step3．目的の選択

「データのインポートのみ行う」を選択し、[次へ(N)] を押します。

Step4．オプションの選択

[次へ(N)] を押します。

Step5．オブジェクト型、必須データの選択

オブジェクト型を「ノード」とし、必須データは対応するSheet上の項

目名を選択します。

例）ノード名：Node ID、X Pos：X (m) そして、[次へ(N)]を押します。

Step6．任意データの選択

任意データについては、Sheet上の項目に対し、xpswmmの変数名を

選択し、[完了]を押します。

例）Ground Level (m)：地表面標高(溢水天端)

Step7．インポートを実行

元の画面に戻るので、作成したデータベース接続を選択し、[取り込

み]ボタンを押します。同様の操作をリンクデータに対しても行います。

■図3 　インポート後のイメージ図

おわりに

次号は、晴天時流量の入力について紹介します。

■ xpswmm2017 日本語版 2017年 10月リリース

■ 開発元：Innovyze (formerly XP Solutions)

xpswmmxpswmm
総合情報 
Vol.50

INFORMATION

for USERS 浸水氾濫津波解析セミナー
日時：2018年2月6日（火） 9：30～16：30
会場：東京本社　品川インターシティA棟セミナールーム
TV会議システム　大阪・宮崎支社及び全営業所にて同時開催
参加費：1名様　￥18,000 Webセミナー対応
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Multiframe 機能紹介

今回も前回に引き続きMultiframeの時刻歴応答解析の機能をご紹介

させていただきます。今回は減衰の設定方法についてご紹介させてい

ただきます。（※Multiframe Advancedのみの機能となります。）

1.使用データ

今回使用するデータは、製品添付のサンプルデータより「3dBridge.

mfd」を使用します。先にこのデータを開いておきます。（※データは、イ

ンストールフォルダ内、“

CONNECT Edition V21.02J\Section Libraries\Japan\3D Sample 

Frames”などに保存されています。）

2.固有値解析の実行

「解析メニュー|モーダル解析」をクリックし、「ヤコビ法」、「モード

次数=20」その他はデフォルトのまま「OK」をクリックして実行します。

■図1　編集-モーダル解析

3.固有値解析結果

“結果ウィンドウ“に切り替えて、「固有値振動数」を選択します。固

有周期、周波数、刺激係数などが計算結果として確認できます。

■図2　結果ウィンドウ（固有値振動数）

4.Rayleigh減衰のα、β

次に、αとβをこの固有値解析結果より算出してみます。まず主要な2

つの振動モードを選択する必要があります。今回は、全体座標系X方向

の刺激係数に着目し、3次と10次としました。αとβの算出式は以下のよ

うになります。

[Ｃ]＝α[Ｍ]＋β[Ｋ]

α＝４π・f1・f2・（h1・f2－h2・f1）/ f2^2－f1^2）

β＝(h2・f2 － h1・f1)/{π・（f2^2－f1^2)}

ここに、

[C]：モデル全体の粘性減衰マトリクス

[Ｍ]：モデル全体の質量マトリクス

[Ｋ]：モデル全体の剛性マトリクス

α：質量マトリクスに乗じる係数　β：剛性マトリクスに乗じる係数

f1、f2：地震応答に影響の大きい２つの固有振動数で、f1＜f2。

h1、h2：f1、f2にそれぞれ対応

するモード減衰定数(今回は全

て“0.03”とします)。

<算出結果>

α=2.138660

β=0.000291

選択するモード次数によって

は、αとβが負の値になることがありますが必ず正の値となるようにし

ます。

5.減衰の設定

Rayleigh減衰の設定は、前号でご紹介しました「地震荷重」のところ

で行います。“荷重ウィンドウ“に切り替えて、「ケースメニュー｜荷重条

件の追加｜地震」を選択します。地震荷重の編集画面が開きますので、

Rayleigh減衰のα、βの係数に今回の値を入力します。

■図4　地震荷重の編集画面

6.計算実行

「解析メニュー｜時刻歴。。」より、質量行列：分散質量、解析種類：

3D解析として計算を実行します。

7.結果確認

プロットウィンドウにて、

「表示メニュー｜変形」を

選択します。次に、「時間メ

ニュー｜時刻歴」より、任意

のステップを選択しOKをク

リックします(図ではステッ

プ300)。

■図7　結果ウィンドウ(α,β:0)■図6　結果ウィンドウ(α,β:任意設定)

α、β=0の場合は、減衰が効きませんので動的解析を行うと振動し

続けますが、任意設定をすることにより減衰が効き、振動が小さくなっ

ていきます。

■ Multiframe 21.02 日本語版　2017年リリース

■ 開発元：Bentley Systems
　（Formation Design SystemsはBentleySystemsに吸収合併）

Multiframe
総合情報 
Vol.49

 INFORMATION

for USERS Multiframe

■図5　結果確認1

■図3　振動数と減衰定数
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MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.49

INFORMATION

for USERS Maxsurfセミナー
日時：2018年3月1日（木） 9：30～16：30
会場：東京本社　品川インターシティA棟セミナールーム
TV会議システム　大阪・宮崎支社及び全営業所にて同時開催
参加費：1名様　￥18,000 

Maxsurf Stability解析

Up&Coming117号では、タンク定義について、タンクや区画のシェー

ディングやクロスハッチング等の新しい機能の設定方法などを紹介しま

した。今回は、同様のモデルを使い、具体的なStability解析について見

て行きます。

Maxsurfによりモデリングされたボートに対し、Maxsurf Stability内

で、タンクとコンパートメントの定義を行ないます。コンパートメントは、

エンジンルームと後部収納もしくは空所であり、船体の損傷によりここ

が浸水すると想定します。タンクは、燃料と清水とします。

載荷状態は、Loading Conditionとして、重量重心位置を項目ごとに

入力し、定義されたタンクの容量も反映され、全体のCGとして与えられ

ます。平衡（吊り合い）計算、そして大角度復原性の計算手順をそれぞ

れ以下に示します。

タンクとコンパートメントの定義
InputウインドウのRoom Definitionを使い、タンク領域の寸法とタン

ク内液体の比重なども設定します（図1）。

■図1　Inputウインドウで定義されたタンクとコンパートメントを 
モデル上に表現

載荷状態の設定
Loading Conditionのウインドウを利用します（図2）。ここでは、清水タン

ク（FWT）や燃料タンク（FOT）に50％の内容物があると設定しています。

■図2　Loading Conditionウインドウ

平衡状態計算(Equilibrium)
Loading Conditionの重量重心位置での吊

り合い計算を行ないます。図4は吊り合い状

態のハイドロスタティックス計算結果で、トリ

ム量は約0.8°。

次に浸水区画が損傷を受けた状態での、吊り合い計算を行なってみ

ます（赤く表示された区画が浸水区画）。図6は、損傷時吊り合い状態

でのハイドロスタティックスで、トリム角は約9.3°。

■図6　計算結果■図5　損傷時の吊り合い状態

大角度復原性計算
次に、Loading ConditionでのGZカーブを計算します（図7～9）。

■図7　ヒール角の範囲と
刻み角の設定 ■図8　GZカーブ

■図9　計算結果

レンダリング機能により、ヒールした状態をパースペクティブウインド

ウに表示（図10）。

■図10　パースペクティブウインドウ

以上、Maxsurf Stabilityによる、スタビリティー解析の一部でした。

■図4　計算結果■図3　僅かに後へトリムして釣り合っている
■ 開発元：Bentley Systems
　（Formation Design SystemsはBentleySystemsに吸収合併）

Webセミナー対応
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『避難誘導サイントータルシステム 

（RGSS）ガイドブック』刊行

昨年の『安全安心のピク

トグラム』に続く姉妹本『避

難誘導サイントータルシステ

ム RGSSガイドブック』が

フォーラムエイトパブリッシ

ングより刊行された。この1

冊は自然災害に対してこれ

まで、誰も示し得なかった手

立てを開示したものだ。屋

内から非常口を通って避難

場所に至るまでの昼夜間、

災害種や年齢、教育・経験、言語、宗教・文化の違いを超えて、

一貫した避難誘導サインのトータルシステムを世界で初めて具

体的に示したものと言える。

それまで37年間、関係する全中央省庁にお声がけいただき、

毎年200日ほど使って国家規格や国際会議などに協力してき

た。その結果が、あの3.11の歴史的被害と犠牲が何よりの証拠

となって役に立たなかった。国の縦割り行政で打ち建てられた

防災の柱には、桁（ケタ）も梁（ハリ）も渡っていないため、それ

が柱の将棋倒しの原因であることを悟った。

今回の出版は、民間に軸足を置いて、民間のノーハウとネッ

トワークと技術と材料と製品を束ねて6年間、新たな協働プロ

ジェクトをスタートさせてきた。本書はその成果である。再ス

タートの当初、基本構想をセミナーで業界と学会に示した時に

は、その場で複数の学会を含む65名、45社が即座に参加され

た。今ではその数は倍加して、120名、100社にも及んでいる。

本書ではまず、災害時に命を守るデザインを説明した。現代

ますます機能が重層複合化してブラックボックス化する都市

環境にあって、サインコミュニケーションデザインの代表格と言

えるピクトグラムが、非常口や避難場所の場所を、年齢や経験

や言語の違いを超えて、分かりやすく誘導してくれる。

第1章では、そのサインコミュニケーションデザインの機能

を分類し、安全性、機能性、利便性など都市のアメニティーを

高める手立てを最初に解説している。そしてRGSSの基本構想

を、理念、目的、構成、開発経緯など異なる観点から説明する。

防災関係の全省庁への37年間に及ぶ筆者の協力が3.11で役立

たなかったことによって、縦割り行政の限界を知り、代わって、

民間関連業界の協働と自治体＋市民の連携に軸足を置いた結

果、非常時の必要性を内包する平常時の構築が、新たな目標に

なったことを明らかにした。

第2章の表示デザインではピクトグラムと色彩、特に蓄光材

の色と地図デザインを取り上げ、第3章の素材・加工デザインで

は路上誘導サインなどの事例を具体的に示した。小さいサイズ

ながらフレームレスデザインが環境の中で魅力的なアイキャッ

チャーとなり、環境を損ねることなく、環境との程よい調和を

保ちながら、見る人の無意識の意識の中に誘導機能を刷り込

んでくれる。安全で安心なサイン環境の良好な形成である。

非常口のピクトグラムも避難場所のピクトグラムも、そのデ

ザインは筆者、太田幸夫の手になるものだ。自分の二人の娘の

ようで、愛着が深い。ところがその二人はこれまで、出会うこ

ともなかった。総務省消防庁に電話して「どうして非常口から

避難場所まで誘導サインで誘導しないんですか？」と聞いてみ

た。「私どもの所轄ではありません」の一言であった。3.11の3

日後、国土交通省の委員会に呼ばれ、「今度こそ真剣にやりま

す。」と始まった2時間余りの会議中に聞かれる単語は「津波」

だけ。「どうして複合災害の観点から検討しないのですか？」と

発言すれば、全員の冷酷な視線が集中する有様であった。とこ

ろがようやく本書によって、そうした既得利権の弊害がなくな

り、命を守るデザインを広く知ってもらうことが可能になった。

発行元のフォーラムエイトには、深く感謝を申し上げたい。

第4章では屋内誘導サインの関連法規を解説した。第5章では

最も重要な屋外避難誘導サインのトータルシステムRGSSの利

活用をガイドし、そのプロトタイプを豊富な写真で紹介した。

利活用の前提には、自分の命は自分で守る、という原則を置

いている。これまで国が自分たちの命を守ってくれると思って

いたらそれは違う、という仕組みだ。もちろん国との連携協力

は重要としても、まず始めに、自分と自分たちの主体性の重要

性をしっかりと自覚し、その上での共同とグループ活動であれ

と言いたい。RGSSのガイドラインを、そのような見取り方で活

用いただければありがたい。そして本書の内容が常にチェック

され、改訂版の刊行が継続することを願いたい。

避難誘導シミュレーション事例の第6章以降では、日本の玄

関、東京丸の内街区の屋内と屋外にRGSSを適用させた三菱

地所への提案レポートをそのまま紹介した。また、RGSS協力

メンバーであるゼネコンが進めている小学校等建設計画の実

施設計の中に、具体的なRGSSの施工事例を見とれるようにし

た。これまでの研究・調査と提案の段階から、RGSSは社会的

実践の段階に入ろうとしている。全国の地域社会が、一街区で

試験的に試用して、市民の評価をデータで手に入れれば、瞬く

間に本採用に進展する可能性が大きいはずである。それほど、

全ての地域にとって、全ての人にとって、必要不可欠なインフラ

（社会基盤）と言える安全な環境整備の手立てである。また、

それほど、費用対効果が大きい防災対策である。

町内会や商店街が自治体と共に子供から高齢者まで協力し

RGSSを利活用することで、最小の費用で最高に安全・安心な

街づくりが可能となる。巻末には6年前にスタートしたRGSS協

力メンバー100社120名のリストも掲載した。素材も加工もデザ

インも施工も全て必要なスペシャリストが揃った集団である。ま

た、本書に掲載のデザインや素材の基準に適応するかどうかを

認定・認証する第三者評価委員会の設立を準備している。

Vol.5

太田 幸夫 ビジュアル・コミュニケーションデザイナー／太田幸夫デザインアソシエーツ代表／特定非営利活動法人サインセンター理事長
多摩美術大学 前教授／LoCoS研究会代表／日本サイン学会理事・元会長／日本デザイン学会評議員／
一般財団法人国際ユニバーサルデザイン協議会評議員／A.マーカスデザインアソシエーツ日本代表／ピクトグラム研究所 代表取締役社長
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第１回羽倉賞 資生堂「Tele Beauty」が受賞！奨励賞に3作品

「表現技術検定（建設ICT）」について

審査会の様子　審査員：左からF8代表取締役社長 伊藤裕二、表技協会長 町田聡氏、
同理事 川村敏郎氏／小林佳弘氏、3Dフォーラム代表 佐藤誠氏

第1回羽倉賞 表彰式の様子　左から町田氏、天野氏（映像技術奨励賞）、
花原氏（羽倉賞）、尾久土氏（表現技術利用促進奨励賞）
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表現技術利用促進奨励賞

推薦

概要

YouTube https://youtu.be/tKtlg57ORb8

羽倉賞

https://www.youtube.com/watch?v=Zd47IAhQj74YouTube

最先端表現技術利用推進協会 入会案内

 
表技協ご入会フォーム

http://soatassoc.org/member-entry

VR技術奨励賞

推薦

概要

YouTube
https://youtu.be/
x4RHWHJtwZY

映像技術奨励賞

推薦

概要

URL
http://mitsukoshi.mistore.jp/
store/nihombashi/event/
projectionmapping/index.html

【表技協公式サイト】 
　http://soatassoc.org/
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360°の立体映像が撮影できる！

これはもう、通常の画角の動画カメラ（何と言ったらよいのでしょう

か、つまり非360°のビデオカメラのことです）で立体撮影に取り組んで

きた者にとっては驚異的な出来事だと思っています。

私が立体映像の制作を始めたのは約20年前、当時はCGや静止画か

らスタートし、その後10年前からは3D動画の制作も始めました。10年前

は３Ｄ映画ブームが再来した時期で、そのブームにタイミングを合わせ

て３Ｄテレビが世間を席巻する勢いで次 と々発表されていました。当時

は映画に使うプロ用３Ｄカメラから家庭用の３Ｄカメラ、驚くことに携帯

電話に３Ｄカメラ（カメラ２つ）が搭載され、かつ裸眼立体ディスプレイ

がついたモバイル機種も登場していた時代です。

■立体視対応のＶＲ映像（3DVRビデオ）とは？

しかし、これら従来カメラでの立体撮影は空間の一部を切り取る通

常の画角の映像です。それに対して、ここ半年で登場してきたVRカメラ

は360°で3D撮影できるカメラなのです。
注）ただし、正確には今のカメラ配置と左右の映像チャンネルフォーマットでは真

上と真下については全方向での立体映像の撮影は原理的に不可能といわれて

います。真上と真下については、3Dから徐々に2Dにするなどステッチングで工

夫し違和感がないようにしているのが現状です。今後は左右の映像だけでな

く、より多くのチャンネルを扱う（あるいは生成する）などの工夫によりこの問題

もクリアできるかもしれません。

ここで、「あれ？」と思われる方がいるかもしれませんね。

「VR映像は二眼で見ているから立体映像でしょ」と、実は二眼で見

るイコール立体で見ているとは限らないのです。特に通常のVRカメラ

での撮影については、今のところ立体視対応になっているものは少ない

といえます（今後は増えるでしょう）。つまりゴーグルで見ているのは一

眼で撮影した一つの2D映像を単に2つに分けて両眼でみているか、見

る位置を少しずらしてみているにすぎません。

では、3DVR映像はどうしたら作れるのでしょうか？

もちろん左右で視差がついた映像を撮影し、それを左右に表示する

必要があります。そのためには、撮影自体を視差付きで行わなければ

なりません。従来はGoProなどの既製のカメラを4台、8台で構成するな

ど、立体撮影用のリグに組んで撮影しなければなりませんでした。この

自作の3DVRカメラを構成するにはレンズの選択や適切なリグの使用、

およびその立体視を理解した上でのステッチング作業と、3D映像に関

する高度な専門知識が必要でした。（自作の場合は360°ではなく天

地を黒にして水平方向のみの3DVR映像として制作する場合もありま

す。）このため、一部の3D専門家を除き3DVR映像はほとんど制作され

ることはありませんでした。なにしろカメラがないのですから撮影でき

なかった訳です。

ただ、本来ＨＭＤは二眼で見るわけですから、立体視対応していな

いコンテンツを見ても臨場感は損なわれている状態で、VRを充分活か

せているとは言えません。

最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

待望の3DVRカメラが登場！ ～3DVRの撮影から配信までをレポート～

アンビエントメディア代表　コンテンツサービスプロデューサー。プロジェクショ
ンマッピング、デジタルサイネージ、AR、3DメディアのコンサルタントURCF
アドバイザー、（財）プロジェクションマッピング協会 アドバイザー。著書に「3D
技術が一番わかる」技術評論社、「3D マーケティングがビジネスを変える」翔泳
社 などがある。弊社非常勤顧問・（財）最先端表現技術利用推進協会 会長。

 Twitter
 facebook

ここ半年でＶＲでの360°立体（3D）撮影が手軽に行えるカ

メラが登場しました。

今回はそのカメラを早速試してみたレポートです。　

使用したのはInsta360Pro、１日でしたが撮影から配信まで

の一連の作業が手軽に行えることが分かりました。

2D映像 左右まったく同じ映像を並べる方法

左右で少しずらした映像を並べる2D映像

図1　一眼で撮影した360°映像を二眼で見る一般的な原理図
　　（再生ソフトにより切り出し方は異なる） 図2　二眼映像のファイルフォーマットと表示の関係図

左右視差のあるステッチング後の連結ファイル
（Top-and-Bottom 3Dフォーマット）

ビューアソフトで表示された状態
（Side-by-Side Full 3D表示フォーマット）
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そこで登場したのが、最初から立体でVR撮影ができるカメラとリグ、

ステッチングソフトをセットで提供する製品で、それはここ半年の新し

い動きです。3DVRカメラで制作すると左右2つの視差付きの360°映像

ができ、それをYoutubeにアップして二眼モードで見ると図２の関係図の

ように左右独立した視差のある映像が表示されます。これをＨＭＤや

ビューアで見ると全周の立体映像として見ることができるわけです。こ

の仕組みを簡単に説明すると、左の画像は左右別々にステッチングされ

た縦横比2:1の正距円筒図法（equirectangular projection format）の画像

を上下に結合させた状態（Top-and-bottom 3D format）つまり縦横比は

1:1で、カメラ付属のステッチングソフトから出力された画像です。

ここには2つの分野のフォーマットが使われています。地図投影で使

われるequirectangular projection formatと立体視で使われるTop-and-

bottom 3D formatの２つです。（表示時のSide-by-Side Fullも立体視の

フォーマットです）Equirectangular形式 は360°の全周を表現するた

めに使われており、地球儀と地図との関係と同じです。またTop-and-

bottom形式は3D映像で用いられるフォーマットの一つで、2つのファイ

ルを１つに連結しておくことでファイルがずれないメリットがあります。

※本項では、以後図２の左側のフォーマットを「3DVRフォーマット」と呼びます。

■3DVR対応カメラInsta360Proでの 
撮影から配信まで

現在3D撮影できる一体型ＶＲカメラは8Kx8K 30fps（３ＤＶＲフォー

マットでのサイズ）で３Ｄ撮影できるKandao TechnologyのObsidian 

3DVRカメラ（80万円～100万円）と6Kx6K 30fps で3D撮影できる

Shenzhen Arashi VisionのInsta360Pro（45万円）が手ごろで評判も良い

ようです。どちらも中国Shenzhenのメーカーです。

とくにInsta360ProはObsidianより価格が安いので人気があります。

今回はこのInsta360Proを使ってYoutubeで3DVR配信をするまでの流

れをご紹介します。

[3DVR撮影]

Insta360Proの基本機能は下記の通りで、高解像度に加えてリアルタ

イムステッチングやライブ配信などかなり高機能です。その機能の組

み合わせによって解像度に制約が出てくるので3Dでの最高画質は6k x 

6K 30fpsとなっています。

レンズとカメラ台数：F2.4 200度魚眼レンズ×6台

解像度：
　最大7680×3840（360度写真、リアルタイムスティッチングまたは後処理ステッチング）
　最大3840×1920@30fps（360度動画、リアルタイムスティッチングまたはライブストリーミング）
　最大7680×3840@30fps（360度動画、後処理ステッチング）
　最大7680×7680（360度3D写真、リアルタイムステッチングまたは後処理スティッチング）
　最大3840×3840@24fps（360度3D動画、リアルタイムステッチングまたはライブストリーミング）
　最大6400×6400@30fps（360度3D動画、後処理ステッチング）

Insta360Proは写真のように球体をしており、カメラはその中央、水平

に6台が配置されています。

撮影の操作は本体のボタンでも行えますが、スマートフォン(Android 

/iOS WiFi経由)やPC(Windows/OS X LAN経由)からも行えます。

図３はスマートフォン（Android）での操作手順です。通信方式の選

択後に静止画/動画、ライブ配信などの撮影モードを選択し、その後ス

テッチングなどのキャリブレーションを実施しますが、この時１ｍ～２

ｍ以上離れることとなっています。　実はカメラ内でのステッチング処

理を行わない場合はこのキャリブレーション操作は不要となります。

6K 3D撮影のモードはカメラ側でのステッチングは行えないので、この

撮影だけならこの項目は飛ばすことができます。その後解像度の設定

を行い、露出などを細かく設定したら撮影開始となります。

撮影の感想としては、VRカメラは暗いとこに弱いという問題がありま

したが、このカメラに関しては写真2にあるように明るいところと暗いと

ころが混在していても細かく設定することでバランスよく撮影すること

ができ、しかも解像度がそこそこ高いのでYoutubeやＨＭＤでみるには

十分だと思いました。また、冷却用ファンの音が動画に収録されてしま

う問題もありましたが、ファンを切るモードもありますのでそれを利用

することで４つのマイクで生の音をしかも360°全周録音することができ

ます。（ただし15分でファンは再開します）

[3DVR ステッチング]

Insta360用のステッチングソフトInsta360Stitcherを使用すると撮影時

に生成された６つの独立した魚眼状態のファイルを読み込み、3D出力

を指定すると自動的に3DVRフォーマットでファイルが生成されます。

[3DVR 配信]

こうして生成した3DVRフォーマットの6K x 6KファイルにYoutube用

のメタデータを付けてYoutubeにアップロードすることで立体視に対応

した360°全周映像を体験することができます。　実はすでにYoutube

はかなり前から非360°の立体映像には対応していましたし、その後360

°映像に対応した時点で3DVRフォーマットを受け付けることができる

ようになりました。

このように手軽にVR本来の立体感を体験できるようになったので、

皆さんもこれからはVR映像を3Dで撮影してみてはいかがでしょう。そ

の臨場感に魅せられることは請け合いです。

※Youtubeに必要なメタデータを付けるためには「360 Video Metadata Tool」とい

うgoogleで配布しているツールを使用します。

写真1　Insta360Pro外形

通信種別選択 撮影モード選択 キャリブレーション 3Dの選択 ３Ｄの選択

図3　スマートフォンでの撮影時の操作

写真2　明暗があるところで撮影した2DVR画像



どんな図面も３次元化！－Allplanビューワ、３D配筋CAD対応

配水池モデル

3D配筋CAD for SaaS

3D/2D配筋図

5億点対応点群VRモデリング

3D・VRエンジニアリングサービス ＜ラインナップ＞

3D・ＦＥＭ解析支援サービス

3D・VRシミュレーションサービス

3D配筋CADによる鉄筋の干渉チェックかぶり厚チェック

https://www2.forum8.co.jp/3dmodel/

VRモデルを3Dプリント！

－3DS出力対応UC-win/Road

Web見積サービス

■３D・VRエンジニアリングサービス ＜ラインナップ＞
　３D図面サービス － どんな図面も３次元化！－Allplanビューワ、３D配筋CAD対応
　３Dプリンティングサービス － VRモデルを３Dプリント！－３DS出力対応UC-win/Road
　３DスキャンVRモデリングサービス － 5億点対応点群VRモデリング

■３D・FEM解析支援サービス 　■３D・VRシミュレーションサービス

VRソフト、３DCADとエンジニアリングサービスで
土木建築分野のBIM－CIM環境を提供いたします。IM＆VR

3DスキャンVRモデリングサービス

3D図面サービス 3Dプリンティングサービス

I   M ＆ V   Rnformation odeling irtual  eality
BIM/CIM による建築土木設計ソリューション



®

BIM/CIM統合ソリューション

土木専用3次元CAD

3Dリアルタイム･バーチャルリアリティ 土木設計CAD

Android対応3DVRクラウド

弊社HPにて
国交省BIMガイドライン
への対応状況公開中

土木CAD・クラウド

3次元バーチャルリアリティUC-win/Roadを中心として各種土木設計
ソフトや構造設計・構造解析ソフト、クラウドシステムとの連携を図り、
BIM/CIMのフロントローディングを大きく支援します。

for SaaS／

BIM/CIM による統合ソリューションの連携イメージと展望
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■建築設計クラウドソーシングサイトArcbazar
ArcbazarのHPより新規登録を行ってアカウントを無料で作成できます。設計者の場合は、メール認　証を実施後にプロフィール情報を入力 

　します。登録完了後、すぐにコンペへ参加することができます。　　　　　　　　　　　　　　

建築設計デザインコンペのクラウドソーシングサイトArcbazar
設計者登録により世界中のコンペに参加可能
フォーラムエイトは2016年1月、米国マサチューセッツ州を

拠点とする建築設計デザインコンペのクラウドソーシングサイト

「Arcbazar」を運営する Arcbazar社と業務提携いたしました。同社

はMIT(マサチューセッツ工科大学)で建築学の修士号、ハーバード大

学デザイン大学院で博士号を取得したImdat As氏により2010年に創

設され、「Entrepreneur Magazine 2014」にて「最も輝かしい100の

企業（100 Top most Brilliant Companies）」にも選ばれています。

この業務提携を背景として、弊社ではアジア圏でのArcbazar普及

推進を図ると同時に、日本国内の実際のプロジェクトやデザインコ

ンペ等を積極的に支援していきます。また、VRシミュレーションを

活用した環境アセスをサポートする「自主簡易アセス支援サイト」と

独自開発のクラウド型合意形成ソリューションVR-Cloud（R）による

「ProjectVR」をArcbazarと連携し、「Arcbazar支援サービス」とし

て提供しています。

設計者登録で世界中のコンペに応募可能
上位の提案には報酬を分配

Arcbazarは世界中のデザイナーからアイデアを募って建築・デザイ

ンのコンペを開催できるサービス。施主自身がプロジェクトの説明や

スケジュール、賞金等を設定し、コンペを開催することができる仕組

みとなっています。施主は基本情報をアップロードした後、スケジュー

ルや報酬額を決定します。

コンペの開催期間はプロジェクトの規模などに応じて施主が決定

します。基本的なアイデアを募るような短いものであれば約1週間、長

いものであれば約3ヶ月という場合もあります。コンペは世界各国の

設計者に対して公開され、設計提案をより多く受けることができ、従

来と比較し、設計提案を低コストで受けることができます。

一方で設計者側は、建築設計者、インテリア設計者、造園設計者な

ど、キャリアを問わずコンペに参加できます。Arcbazarへの登録によ

り、掲載されているすべてのコンペ内容にアクセスし、設計課題への

提案を提出・応募することができます。応募締切後、提出された各提

案を施主が評価し、最も気に入った設計構想を選んで上位3位のプロ

ジェクトを報告すると、Arcbazarが上位3位の設計者に対して報酬を

分配します。

現在、住宅および公共・商業施設の設計、リフォーム、造園、インテ

リア等の分野で、規模を問わず数多くのコンペが開催されており、登

録デザイナーは15,000人以上、提出されたプロジェクト数はこれまで

に5,000を超えています。サイト内では設計者・デザイナーの情報や

プロジェクトの分析情報を得ることもでき、クラウドソーシング、ネッ

トワーキングのサイトとしても非常に優れています。

今後は施主が地域の設計者・デザイナーに連絡できる機能に

も対応予定です。設計者、デザイナーの皆さまは、この機会にぜひ

「Arcbazar」への設計者登録をご検討ください。

また、このたび、Arcbazar社CEOのImdat As氏を招聘し、日本、韓

国、中国にて、ArcbzarおよびUC-win/Roadの展開に向けたセミナー

を開催します。是非ともご参加ください（詳細：P.110参照）。

▲プロフィール設定▲メイン画面
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■国交省／都市交通の自動運転技術活用方策　第1回検討会

国土交通省は、将来的な自動運転の活用に向け、自動運転技術の

都市への影響可能性の抽出・整理及び自動運転技術の活用につい

ての検討を行う、「都市交通における自動運転技術の活用方策に関

する検討会」（座長：森本章倫早稲田大学創造理工学部教授）を設

置し、11月2日午前10時から東京・霞が関の同省特別会議室で第1回

検討会を開催した。冒頭、栗田卓也都市局長が、「自動運転の普及に

伴って公共交通の利便性は向上するが、逆に自家用自動車が増え、

公共交通利用の減少なども懸念される。国土交通省は、将来的な自

動運転の普及に向けて、自動運転技術の都市への影響可能性の抽

出等も重要と考えている」などと述べ、検討会委員の忌憚ない意見を

求めた。今年度は、自動運転技術の普及が都市にどのような影響を

与えるのかを有識者との議論等を介して整理し、都市が自動運転に

適切に対応するためのロードマップを取りまとめることにしている。

（2017.11.08／4面）

■国交省／i―Construction 建設現場での新技術試行開始へ

国土交通省は、ICT（情報通信技術）・AI（人工知能）等を活用し、

誰もが働きやすい建設現場を目指す『i―Construction』の一環とし

て、産学官が連携した「i―Construction推進コンソーシアム技術開

発・導入ワーキンググループ」において、新技術の導入に向けた“現

場ニーズと技術シーズのマッチング”案件の選出を行った結果、5件

が成立したと公表した。建設現場での生産性を高める新技術の試行

がスタートする。建設現場から働き方改革への第一歩を踏み込む。新

技術のニーズ・シーズマッチング決定会議にて、i―Construction推進

コンソーシアム企画委員会（委員長：小宮山宏三菱総合研究所理事

長）の冨山和彦委員（（株）経営共創基盤代表取締役CEO）参加のも

と、①AEセンサを活用した新技術②高精度の地上レーザースキャナ

を用いた新技術③複数の建設現場を一元管理することができる新

技術④建設現場の事故ゼロを目指す新技術⑤AIを活用した新技術、

の5件の試行技術のマッチングを決定した。複数の建設現場を一元管

理することができる新技術は、建設現場と事務所等をカメラ画像や

データなどを組み合わせてリアルタイムに共有することで、一度に複

数の建設現場を管理することを目指す技術。東北地整及び和歌山県

の工事現場の可視化と遠隔地での確認ができる技術がほしいという

ニーズに、パイオニアVC（株）の遠隔ビジュアルコラボによる遠隔現

場支援ソリューションのシーズがマッチング。（2017.11.10／4面）

■「デジタルコンテンツEXPO2017」 
8K：VRライドが初の一般公開

「デジタルコンテンツEXPO2017」が10月27日（金）～29日（日）

に日本科学未来館（東京都江東区）で開催された。今回の来場者

数は、延べ3万1865名。今回の最大の目玉は、NHKエンタープライズ

（NEP）およびNHKメディアテクノロジー（MT）が出展した「8K：

VRライド」。NEP、MT、レコチョクの研究・開発機関であるレコチョ

ク・ラボ（RCL）、WONDER VISION TECHNO LABORATORY

（WVTL）が共同開発したコンテンツで、世界初の8Kモーションライ

ドを実現している。

幅5.2メートル、高さ3.4メートル、奥行き2.6メートルのドーム型ワイ

ドスクリーンに、プロジェクション投射できる映像システム。同システ

ムに8K対応プロジェクターと、電動6軸モーションベースを導入、8K

による実写とCGを組み合わせ、RCLと共同制作したコンテンツは、

サザンオールスターズの名曲「東京VICTORY」に乗って、過去から現

在、2020年の東京を時空移動し、「バーチャルTOKYOトラベル」を体

感するもの。（2017.11.20／3面）

■国交省 自動運転／全国初の公募型実証実験

国土交通省は、道の駅「ひたちおおた」（茨城県常陸太田市下河合

1016―1）のイベント広場において、公募型では全国で初となる、中山

間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービスの実証実験を

11月18日（土）からスタートさせるとともに、高速バスの貨混載事業と

の連携等も実施した。また、11月26日（日）からは道の駅「たいら」（富

山県南砺市東中江215）等を拠点とした実証実験を実施し、世界遺産と

周辺地域の観光施設を結んだ、新たな観光の流れを創出する。

同省では、高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保

のため、「道の駅」等を拠点とした自動運転サービスの2020年までの

社会実装を目指し、全国13箇所で、順次、実証実験を行うことにしてい

る。（2017.11.22／4面）

■SIP「自動走行システム」で実証実験受託／ 
先進モビリティなど

自動運転技術を研究・開発する先進モビリティ（東京都目黒区、青

木啓二社長）と、ソフトバンクグループのSBドライブ（東京都港区、佐

治 友基社長）の2社は、「沖縄自動走行バスコンソーシアム」を組成

し、内閣府が推進する戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の

「自動走行システム」において、沖縄県宜野湾市および北中城村で12

月13日まで実施しているバス自動運転実証実験を受託したと発表し

た。沖縄自動走行バスコンソーシアムは、今回の実証実験で先進モビ

リティが新たに開発した実験車両（市販の小型バスをベースに改造）

を使用して、準天頂衛星や高精度3次元地図を利用した車線走行制

御実験と性能評価、磁気マーカーを利用した正着制御実験と性能評

価、制御技術・センシング技術の高度化に向けたAI（人工知能）技術

の活用可能性の検証、加減速制御の活用による車内転倒事故の減少

と乗り心地改善に係る検証などを実施する予定。（2017.11.27／4面）

電波タイムズダイジェストVol.13 2017.10 ～12
このコーナーでは電波タイムズ紙で掲載されたニュースより、U&C 読
者の皆様に関連の深い画像・映像、情報通信、建設土木、自動車な
ど各分野の注目トピックをピックアップしてご紹介いたします。
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■組込み技術で何を変えることができるのか

 http://www.firstsys.co.jp

組込み技術で新しい世界を作る

組込システムニュース
組込システム・マイコンソフトウェア開発サービス

3
First System Co., Ltd.
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■組込み技術を応用できる可能性の例



スポーツ評論家  玉木 正之
た ま  き    ま さ ゆ き

1952年京都市生。東京大学教養学部中退。在籍中より
スポーツ、音楽、演劇、映画に関する評論執筆活動を開
始。小説も発表。『京都祇園 走曲』はNHKでドラマ化。
静岡文化芸術大学、石巻専修大学、日本福祉大学で
客員教授、神奈川大学、立教大学大学院、筑波大学
大学院で非常勤講師を務める。主著は『スポーツとは
何か』『ベートーヴェンの交響曲』『マーラーの交響曲』
（講談社現代新書）『彼らの奇蹟－傑作スポーツ・アン
ソロジー』『９回裏２死満塁－素晴らしき日本野球』（新
潮文庫）など。TBS『ひるおび！』テレビ朝日『ワイドス
クランブル』BSフジ『プライム・ニュース』フジテレビ『グッ
ディ！』NHK『ニュース深読み』など数多くのテレビ・ラ
ジオの番組でコメンテイターも務めるほか、毎週月曜午後
５－６時ネットTV『ニューズ・オプエド』のMCを務める。
公式ホームページは『Camerata di Tamaki（カメラータ・
ディ・タマキ）』http://www.tamakimasayuki.com/

　新シリーズ｢スポーツは教えてくれる｣の

第１回目に大相撲を取りあげると、？？？

と、首を傾げる人もおられるだろう。

　はたして大相撲はスポーツなのか？

　大相撲以外の相撲―社会人相撲、学

生相撲、ちびっこ相撲などは明らかに格

闘技であり、スポーツの一種と呼んでい

いだろう。が、大相撲は、そうは断言でき

ない面がある。

　大相撲も、たしかにルールに則って勝

敗を決める格闘技の一種に違いない。

が、では何故、勝敗を判定する行司や勝

負審判（以前は検査役と呼んでいた親方

衆）が、力士と同じ各部屋に所属してい

るのか？ これでは、プロ野球で巨人や阪

神に所属する職員が、球審や塁審をして

いるようなもので、どう考えてもフェアな

システムとは言えない。

　また、一場所15日、年に６場所。合計90

日も同じような相手と勝負を繰り返すの

も、相手力士と馴れ合う関係が生じ、ス

ポーツ的な試合形式とは言えない。

　が、部屋付きの行司や勝負審判、それ

に年６場所という試合形式は、すべて興

行面から生まれた制度で、各部屋が寄り

集まって、より利益の出る興行を考えた

結果なのだ。

　つまり大相撲は、格闘技というスポー

ツであると同時に、力士を抱えた部屋が

寄り集まって行う興行でもあり、誤解を

恐れず書くならば、プロレスと同じような

興行組織でもあるのだ。

　そして大相撲には、｢格闘技（スポー

ツ）｣と｢興行｣にプラスして、もうひとつ｢神

事｣という重要な要素もある。

　神代（垂仁天皇７年）の記録（日本書

紀）に残されている、出雲国の｢勇士｣野

見宿禰と大和国の｢力士｣当麻蹶速の｢埆

力｣が、大相撲の起源ともされているが、

結果は宿禰が蹶速を｢蹴殺した｣というか

ら、現在の大相撲のルールとは相当異な

るものだったようだ。

　そんな相撲が、奈良･平安時代になる

と、全国から力人を集めて天皇の見てい

る前で行われる節会相撲として発展。や

がて鎌倉武士の格闘技として進化し、室

町･安土桃山時代になると戦国大名が力

士を抱えて育て、大名相撲として盛んに

vol.1

大相撲は日本文化の精華
―それを｢保守｣することこそ
　　スポーツ（格闘技）以上の大相撲の役割なのだ
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なった。江戸時代になると神社や寺門の

建立資金を集める名目で全国各地から集

まった力自慢による勧進相撲が人気を集

め、横綱制度も生み出され、大地を踏み

固める四股によって邪気を払い、五穀豊

穣を願う神事としての側面も定着した。

　その結果、明治４年に｢断髪令｣が発布

されたときには、武士･公家･神主･町人

など、すべての日本人男子が丁髷を切り、

｢散切り頭｣にするよう求められたが、神

事を行う力士だけは特別な存在として、

丁髷や大銀杏を結うことが許されたの

だった。そして現在も大相撲の土俵の下

には、土俵祭によって、勝ち栗、榧の実、

昆布とするめ、洗米、塩が、御神酒に浸さ

れて埋められているのだ。

　君子が南面する（天皇が南を向いて見

守る）土俵の上で、東（青房）と西（白房）

から力士が土俵にあがり、両腕と手のひ

らを開いて武器は何も隠し持っていない

ことを示し、塵手水を切り（草を揉んだ

り、空中の塵を取って手を清めること）、

東の青竜と西の白虎が相撃って相撲を取

るのは、天地長久、五穀豊穣を願う神事

でもあり、横綱は各地の神社で奉納土俵

入りを行う義務があるのだ。

　そんな神事という面もある大相撲で

は、単に勝敗を競ったり白星の数や優勝

回数を較べたりすることに、あまり意味

はない。それよりむしろ、観客の誰もが満

足する力と技を見せること、そして日本の

文化を守ることが第一の役割と言うこと

ができるだろう。

　……と、ここまで大相撲の解説をして

きたのは、改めて言うまでもなく、｢日馬

富士の暴行事件｣が、世間を大きく騒がせ

たからだ。

　その｢事件｣については、司直や日本相

撲協会の手によって、きちんと解決され

ることを望む。が、それ以上に心配なの

は、２千年の歴史を誇る日本文化として

の大相撲のカタチが、崩れてきているこ

とだ。

　昨年の千秋楽で優勝インタヴューを

受けた横綱白鵬は、最後に万歳三唱を

行った。｢暴行事件｣の解決がまだだっ

たときに何のための万歳か（白鵬の優

勝を祝うためなら自分で率先して行うの

はオカシイ）といった疑問はさておき、

そのとき白鵬の行った万歳は、まるで汽

車汽車シュッポシュッポという歌に合わ

せて両手を動かす仕種を、そのまま上に

あげたようなカタチで、万歳になってい

なかった。また多くの観客の行った万歳

も、手のひらを前に向け、｢降伏｣や｢お手

上げ｣の仕種で、これも万歳になってい

なかった。

　日本人の所作とは外見だけを示せば良

いのではなく、すべては心のなかから表

れている（と、私は故野村万之丞氏から

聞かされた）。そのため万歳の手の動き

も、心の内側から湧き出たものとして、手

の甲を上にして両腕を持ち上げながら、

頭の上で左右に開くというのが、正しい万

歳のカタチのはずだ。

　たかがカタチというなかれ。カタチが

崩れてくるときは、本質も忘れられる。か

つて横綱朝青龍が勝ったあとの土俵上

で、さかんにガッツポーズを行ったことが

あった。そのとき、ガッツポーズくらい現

代ではイイじゃないかと言った人も少なく

なかった。が、土俵上で拳を握るのは武

器を隠している仕種で、相撲では認めら

れない所作なのだ（仕切りで土俵に手を

着くときだけ、手のひらに土の付かない

よう拳を握るのが許されている）。

　風呂あがりの力士がスポーツウェアの

ジャージを着るのもいただけない。やは

り浴衣を着るべきだ。巡業の土俵の上に

背広姿であがって挨拶した親方もいた

が、巡業とは言え土俵にあがるときは、

やはり紋付き袴を身につけるべきだろう。

そういう大相撲周辺の文化も含めて大相

撲のはずだ。

　時代の流れとともに、確かに大相撲も

変化する。屋根を支えるための四本柱が

なくなって釣り天井になったのは、見やす

さの点から素晴らしい変更だった。が、大

相撲の基本は伝統文化を保守すること。

そうして現代の日本人も、大相撲によって

日本文化の素晴らしさを再認識する。そ

ういうところに、大相撲の（格闘技という

スポーツだけに留まらない）価値がある

に違いない。
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はじめに

UC-win/Road は Ver.11からレンダリングエンジンを更新し、影
や空の明るさなどの表現が豊かになりました。水面の反射を表現す
る湖沼機能についてもよりリアルな表現が可能となっています。今
回は、表現力がアップした湖沼機能の活用や煙機能を応用した様々
な事例を紹介します。

湖沼設定

レンダリングエンジンの更新により、水面の表現の幅が一気に広
がりました。水面を表現するには、まず「道路平面図」で「湖沼」
を定義して範囲を作成します。「描画オプション」で「湖沼」を表示
するよう設定後、水面をクリックすると「湖沼の編集」画面が開き、
水面の詳細な設定を行うことができます。

2種類の表示モード（ShadedとTexture）
「湖沼の編集」画面で、新機能のシェードモード（Shaded）を選
択すると、水面に映る周辺景観や光の反射を動的に計算、様々なさ
ざ波のイメージを表現できるようになっています。これにより、例え
ば海面でも、風が強いときのイメージや凪いでいるときのイメージ、
また、河川の水の流れや泉のイメージなど、場所や状況に応じて水
面の印象を様々に変化させることができます。ここでは、まず港湾
付近の海面をShadedモードで表現してみます。

図1　Shadedモードでの海面の表現と海面の設定

Shadedモードのほか、従来の画像テクスチャによる設定（Texture
モード）に切り替えることもできます。

図2　Textureモードでの海面の表現

どちらの表示モードでも風による波の動きを表現できますが、
Texture モードでは水面の模様の動きが一定で、水面に反射した景
色が動かないのに対し、Shadedモードでは、波の方向を複雑に表

現し、水面に反射した景色も波と共に揺らぎます。夜景を表現する
場合は、Texture モードのほうが、景色がより明るく、鮮やかに見え
ます。設定は湖沼ごとに個別に変更することができます。

図3　Textureモードでの夜の水面の表現

Shadedモードでの詳細設定
では、Shaded モードの設定を見てみましょう。前述の海面の場
合は、青系の色を選択し、波が全体的に同一の方向へ向かう動き
とすることで、海らしさを表現することができます。対して、例えば
山間部の河川を表現したい場合、緑がかった色を選択し、波の長さ
を海よりも小さい値とします。また、方向範囲の値を大きくすること
で波の向きを複雑にし、振幅係数と泡の量を大きくすることで水の
動きを強調することができます。これらの設定により、流れの激し
い河川らしいダイナミックな印象となります。

図4　山間部の河川の表現と水面の設定

水面の白い波の表現には、太陽光の向きも重要な要素となります。
湖沼の設定が同じでも、時間や視点の方向を変えると波の見え具合
が変化し、全く異なる印象を与えます。

図5　水田の表現と編集画面

環境機能を活用した空間表現の向上
～湖沼・煙機能の詳細表現と応用～
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次に、濁流を表現してみます。水面の色を茶系とし、濁った印象
とするため不透明度を100％とします。波の長さは清流より若干大
きい値とし、荒れたイメージにします。方向範囲の値は清流より少
し小さめにして、一定方向へ流れる速さを表現します。

図6　濁流の表現と設定

今度は、水が美しい水路を表現してみます。水面の色を青系にし、
不透明度を60％として水底を見せることで、澄んだ水のイメージが
表現できます。波の長さは小さめにして、チラチラした細かい反射が
出るようにし、振幅係数も小さめにして、穏やかな流れを表現します。
また、方向範囲を大きくして流れが単調にならないようにします。

図7　透明度が高い水路の表現と設定

煙の活用

UC-win/Road の「煙」はパーティクル（微小な粒子の集まり）
で表現されています。これを応用して、煙以外の現象の表現にも活
用することができます。

霧への応用
ここでは、煙の機能を応用した霧の表現を行い、霧で覆われた天
空の城のイメージを作成してみます。
まず、描画オプションの「霧」により、背後の遠景の山々に霧を
重ねます。次に、直近に漂う霧を表現するため、城の周囲に「煙」
を配置します。「煙」はライブラリパネルの「炎 / 煙」から選択し、
地形上に配置することができます。配置した「煙」をクリックして「炎
/ 煙」タブの「高度な設定」を開きます。パーティクルの最大数、
初期値と最終的なパーティクルサイズ、生存時間を増やします。初
期位置の範囲を広げ、移動速度を遅く設定することで、煙が上に上
がらず広い範囲にゆっくりと横へ広がるようになります。このような
「煙」を必要に応じて複数個配置することで、霧らしく見えるように
なります。

図8　「煙」を応用した霧の表現と「煙」設定

滝の表現
「煙」をさらに応用して、「滝」を表現してみます。パーティクルの
最大値とサイズを大きくし、初期位置の幅（X-Yもしくは Z-Yの幅）
を広げます。移動パラメータの高さ方向であるY値、および垂直加
速要素をマイナスとすることで、煙が下に落下する動きとなります。
また、滝つぼにも水しぶきを表現するための「煙」を設定します。

図9　「煙」を応用した滝の表現と「煙」設定

噴水の表現
次は噴水にチャレンジです。「煙」のパーティクルサイズを小さく
して、初期位置の範囲も吹き出し口として小さくします。移動パラメー
タのY値をプラス、垂直加速要素をマイナスとすることで、噴き上がっ
た水が重力で下に落ちてくる表現とすることができます。池の水面
は湖沼機能で細かなさざ波を表現します。

図10　「煙」を応用した噴水の表現と「煙」設定

その他の応用
パーティクルのテクスチャを煙以外の画像にすると、様々なもの
が舞う表現が可能です。下記は紙吹雪を表現した例です。

図11　「煙」を応用した紙吹雪の表現と「煙」設定

おわりに

湖沼の設定や煙の応用は、Road DBからサンプルデータをダウ
ンロードして、確認することができます。インターネットに接続した
環境で、メニュー「ファイル」－「新規プロジェクト」－「ダウンロー
ド」で左サイドメニュー「都市と建築のブログ」－「大分県 豊後大野」
のデータを開きますと、滝の表現に利用されている湖沼や煙の動作
確認や設定編集が可能です。ぜひ、新しい機能をご活用ください。
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設計計算例の変更点

河川堤防の液状化対策の手引きに準じた設計計算例（国立研究
開発法人土木研究所地質・地盤研究グループ土質・振動チームのホー
ムページにて公開）が平成 29 年 8月に更新されました。
この設計例の中で「地盤改良の設計計算」がサポートしている「固
結工法による対策」の例「第 5章 計算例 3：固結工法による対策」
についての設計の考え方に関わる変更点をご紹介いたします。
※ここでは、細かい数値の修正等には触れておりません。正誤表
も公開されておりますので、そちらでご確認下さい。

受働側の壁面摩擦角度
旧設計例では、壁面摩擦角度 δ＝φ/2としていましたが、新し
い設計例では、「受働土圧係数の算定においては、壁面摩擦角度δ
が大きくなる場合、受働土圧が過大となるため、受働側の壁面摩擦
角はδ＝ 0°として適用する」が追記され、δ＝ 0°で計算されていま
す。受働側の壁面摩擦角度が大きくなると、受働土圧による鉛直成
分（上方向の力）がその他の鉛直成分（下方向の力）を上回り、鉛
直力が負で算定されるまたは極端に小さくなるケースがあります。土
圧による鉛直成分の算定式は下記の通りなので、壁面摩擦角度δを
0°とした場合は、受働側の土圧による鉛直成分は考慮しないという
事になります。
※粘性土については、受働側の鉛直成分は考慮されません。

砂質土　 tanPHPV PP
プログラムでは、壁面摩擦角度は、主働側、受働側それぞれで設
定が可能です。上記の対応については、主働側の壁面摩擦角度を
0°としてご入力下さい。

水平震度の深度方向の低減係数の算定方法
深度方向に水平震度を低減する場合、それぞれの算定位置深度
で低減係数を算定していましたが、改良体底面深度を用いて低減す
るように修正されました。下記の文言が追記されました。
「改良地盤上面に載る盛土の慣性力の算定においては、改良地
盤上面に載る盛土が改良地盤と一体で挙動すること、および改良
地盤では振動が大きく増幅しないことが考えられるため、水平震度
の深度方向の低減計算に用いる震度は、改良体底面深度とする。
ただし、盛土が高い場合等、周囲地盤の挙動の影響が大きいと考
えられる場合はには、別途考慮してもよい。」
プログラムでは、改良体底面深度での低減を行っていますので、
変更はございません。

改良地盤の慣性力低減に用いる深度
改良地盤の慣性力の低減に用いる深度について、検討位置の深
度を用いていましたが、改良体底面深度を用いるように下記の文言
が追記されました。
「※ここで、改良地盤の慣性力の低減に用いる深度については、
改良地盤中は地震動が増幅しないと想定されるため、改良体底面
深度を用いる」

プログラムでは、改良体底面深度での低減を行っていますので、
変更はございません。

抜け出しせん断照査における検討深度ｚの扱い
抜け出しせん断力の照査における検討深度ｚの取り方が地表面か
らの深度から改良体上面からの検討位置の深度に修正されました。
考慮する受働土圧、主働土圧も改良体上面から検討深度までの範
囲に修正されています。

図1　検討深度の取り方

プログラムでは、旧設計例に準じて地表面からの深度を用いてい
たため、Ver.6.0.5 にて改良体上面からの深度とするように修正を
行いました。土圧の適用範囲も改良体上面からに変更しております。

サンプルデータ

プログラムには「第 5章 計算例 3：固結工法による対策 （その1）」
を参考にしたサンプルデータ「sampleLiq02.F4S」が付属しておりま
すが、平成 29 年版では、改良体のモデル（改良幅、形状）も変更となっ
ています。Ver.6.0.5では、平成 29 年版を参考にしたサンプルデー
タ「sampleLiq03.F4S」を追加しておりますので、設計例と併せて
ご参照下さい。

図2　設計例のモデル

地盤改良の設計計算のなぜ？　解決フォーラム
河川堤防の液状化対策の手引き
設計計算例の変更点について
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不等流収束計算

不等流計算が収束しない問題のよくある原因の一つに、断面サイ
ズの不足が挙げられます。断面が小さいため、指定した流量では水
が溢れてしまう状況です。管など閉断面の場合は水位が断面高を超
えても動水勾配線を使って計算を続行することができますが、開断
面の場合はエラーとして処理します。ここでは、断面サイズが不足し
た時の不等流計算の収束状況の確認方法と対応方法をご紹介いた
します。

断面サイズ不足時の収束状況

図1　収束曲線

断面高を高くすれば、 
水頭＝0.0mとなる 

水位が見つかる可能性があります。

断面サイズの不足が原因で収束しない場合、結果画面に表示され
る収束曲線は図1のようになります。このグラフは、不等流の計算
条件のタブ「収束計算」条件設定画面で「収束曲線を作成する」に
チェックを入れた時に表示されます。画面右下の収束曲線グラフは、

縦軸が水位、横軸が水頭差です。常流の場合は限界水位よりも上側、
射流の場合は限界水位よりも下側を検索範囲として水頭差＝ 0mと
なる不等流水位を求めます。
図1の場合、水頭差＝ 0mとなる水位が存在しないため収束でき
ない状態ですが、断面高を上げれば水頭差＝ 0mとなる可能性があ
ると推測されます。

対策前の確認事項

任意開断面の場合、水位の上限値が意図した高さになっているか
を確認してください。任意開断面の計算範囲は、断面形状入力画面
のタブ「計算範囲」で設定することができます。この画面では、水
位を考慮できる計算範囲が赤いハッチングで表示されます。
計算範囲を指定しなかった場合、図 2の「対策前」のように計
算可能な水位の上限値は左右端のY座標の低い方で決定されます。
外側の外形線が下がっている場合は意図した上限値になっていない
可能性があります。この場合は、図 2の「対策後」のように計算
範囲の直接指定、または外側の座標の削除により正しい計算範囲
を設定してください。計算範囲を直接指定した場合、水位の上限値
は計算範囲の左右端のY座標の低い方で決定されます。

断面サイズを超えても不等流計算を続行方法

不等流計算では水が溢れる現象を計算することができませんが、
簡易的に、水位が断面高を超えても計算を続行する機能を用意して
います。この場合、不等流の計算条件「不等流水位の検索範囲」に「断
面高の1.00 倍」より大きな値を設定してください。
水位が断面高を超えた場合、潤辺長は水が接する断面辺の長さ
に固定し、水面幅も潤辺長の水平距離に固定する条件で計算を行い
ます。断面高以上の範囲の粗度係数の影響は無視されます。ご了承
ください。

等流・不等流の計算・3DCADのなぜ？　解決フォーラム
断面サイズの不足により
収束しない現象について

図2　任意開断面の水位の上限値

対策前 対策後

外側の座標を削除した場合 計算範囲を指定した場合

低い側の端部のY座標が 
水位の上限値になります。
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問題と原因

ラーメン構造の隅角部において、曲げモーメント図は問題ないよ
うにみえても値が異符号になることがあります（図1）。図 2は全体
座標系 X-Y 平面にボックス構造を配置したときの例です。

図1　隅角部で曲げモーメントが 
異符号になる様子

図2　主軸yp軸のデフォルト設定（原因）

断面力の符号のルール

断面力の符号は主軸座標系xp-yp-zpに対して決定されます（図3）。
・Mzpは要素 yp 軸の負側に梁がたわむときを正とする
・Mypは要素 zp 軸の負側に梁がたわむときを正とする

図3　断面力図の符号

曲げモーメント図が問題ない理由
断面力値の符号は上記ルールによって決定されますが、断面力分
布図を描画するときは、i端とj 端の位置に関係無く、+yp 軸の反対
側に正のモーメント図が描かれ、見た目の図は問題ありません。

対処方法
対処方法としては、頂版、底版、左壁、右壁のすべてが内側にた
わむときを正のモーメントとなるように設定します。

図4　内側にたわみが生じるときを 
正の曲げモーメントとする

設定方法は、要素 yp 軸が外側を向くようにすることです。設定
場所はナビゲーション「節点と要素｜フレーム要素｜フレーム要素」
の要素座標系の列になります。

図5　主軸yp軸を外側に向ける

このように設定すると、隅角部でモーメントの符号が同符号にな
ります（図 6）。

図6　意図した曲げモーメント分布

ラーメン隅角部における断面力値が
異符号となる問題
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前回は、ブロック面情報がない面と面の結合法もついて、結合す
る要素同士の構成節点回りが揃っていないと結合することができな
いことを説明しました。
今回は、要素の構成節点回りをそろえる操作を行ってからブロッ
ク面情報がない場合の結合法を実行します。（モデルについては前
号のサポートトピックスをご覧ください）。

例：要素構成節点回りをそろえる

第1辺

基準軸

修正操作

構成節点回りをそろえる方法は複数ありますが、今回は基準軸を
指定してその基準軸に第1辺をそろえる操作を行います。【変更】メ
ニューの中から【構成節点】‐【基準位置】を選択します。

対象「2次元要素 - 第1辺基準軸」、基準軸「スクリーン」、指定
方法「構造物全体」を指定して「OK」をクリックします。画面上か
ら下記の 2 節点を指定して基準軸を決定します。

節点1

節点2

全ての要素の構成節点開始位置（第1辺）が統一されました。

ブロック面情報がない場合の面と面の結合

構成節点回りがそろったので、再度、面と面の結合を行います。
【生成】メニューから【結合】－【2次元ﾌﾞﾛｯｸ】を選択します。
生成節点数に結合間の節点数 (=3)を入力して「OK」をクリック
します。

画面上より次の順序で結合の指定を行います。
1. 結合する1番目のブロックを選択します。1番目のブロック内
の、基準とする要素を1つ選択します。

2. 結合する2番目のブロックを選択します。
3. 2番目のブロック内の、1番目のブロックで指定した基準とす
る要素と対応する要素を選択します。

1.1番目のブロックを選択
2.基準要素を
選択

4.対応要素を選択3.2番目の
ブロックを
選択

画面で確認
線画描画で、ツールバー
の描画ボタンメニューから
「ブロック図」を選択します。
図より作業用に作成した
1次元ブロックだけが表示
され、3次元ブロックのサイドは表示されません。
このことから作成された3次元ブロックは単純ブロックであること
がわかります。

結合法（面と面の結合）のまとめ

ブロック面情報があるブロック面同士の結合は今回紹介したよう
な操作が不要なため簡単に結合することができます。その反面、1
ブロック面ごとの結合になるので自由度は低くなります。2次元ブロッ
ク同士の結合は構成節点回りに注意すれば複数の 2次元ブロックを
一括で結合できるなど自由度が高いというメリットはあります。それぞ
れの特徴を理解して使い分けることをお勧めします。
次回は４つのブロック生成コマンド最後のコピー法を説明します。

ブロックの生成方法（結合法 その3）
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「保守に入っているのに最新版でライセンスが認証されない。」
このようなお問い合わせをいただくことがあります。
フォーラムエイトは、2016 年 4月に、新しい保守・サポートサー
ビスとしてサブスクリプションサービスをスタートさせました。
新しくリリースする製品はすべてサブスクリプション対応版となっ
ており、サブスクリプションスタート以前からのユーザー様がサブス
クリプション対応製品を使用するには、まず、保有するライセンスを
サブスクリプションに移行する必要があります。
多くのユーザー様がサブスクリプションに移行してサービスを活用
されております。まだのユーザー様もこの機会にぜひ移行されること
をお勧めいたします。

サブスクリプションに移行すると
 ●ライセンス認証はWeb認証となります。（インターネットに常時
接続できる環境が必要）
 ●保有ライセンス数分のPCに固定しての使用となります。（オプ
ションあり）

サブスクリプション移行に必要なもの

サブスクリプション移行の作業には次のものをご用意いただきます。
 ●インターネットにつながっているPC
※WindowsVista 以降のOS
 ●ハードウェアプロテクトキー
 ●RUSツール Ver.5

なお、ハードウェアプロテクトキーが PCで認識されていないと移
行はできません。PCの OSに対応している最新のプロテクトドライ
バをインストールしてPCに認識させてください。
※フォーラムエイトホームページ→サポート→製品別サポート→プロテク
トドライバよりダウンロードできます。

サブスクリプション移行の手順

サブスクリプションに移行する手順は次のとおりです。
1. ハードウェアプロテクトキーを接続しているPCでRUSツール 
Ver.5を起動します。

2. 「RUS(Remote Update System)ツールのご利用について」
が表示されるので[次へ]ボタンで進みます。

3. 現在のハードウェアプロテクトキーの内容が一覧で表示され
ます。シリアル番号・ユーザーID、登録済ライセンス一覧に何
も表示されない場合は[最新情報]で再読み込みします。再読
み込みしても表示されないときはプロテクトキーがPCで認識
されておりませんので、最新のプロテクトドライバをインストー
ルしてください。

4. [次へ]ボタンで進みます。

5. アカウント設定がされていない場合は「Web認証アカウントが
正しく設定されていません」とメッセージが表示されますので、
[OK]ボタンを押します。

6. [詳細設定]ウィンドウが開きますので、管轄、ユーザコードを
入力し、[保存]ボタンで進みます。環境により必要に応じて
PROXY設定も行ってください。

7. [更新情報取得]ボタンでサブスクリプション移行対象製品が
表示されます。更新を行う製品にチェックを入れます。

8. [登録・更新]ボタンを押すと「選択したライセンスの書き込
み、移行を実行します」という確認メッセージが表示されるの
で、[はい]ボタンで移行を実行します。 

9. 移行処理が正常に完了したら「登録処理が成功しました」の
メッセージが表示されます。

※ライセンスがあるにも関わらずサブスクリプション移行対象製品に
上がってこない場合は、サブスクリプション移行のためのバージョ
ンのライセンス情報がプロテクトキーに登録されていないことが
原因と考えられます。詳しくはサポート窓口までお問い合わせくだ
さい。

ライセンスの認証

サブスクリプション対応版のライセンスの認証設定は下記のとおり
行ってください。
1. 使用する製品を起動してメインメニューを ヘルプ → 
バージョン情報→ ライセンス情報 とたどります。

※一部の製品は別の箇所に認証設定画面があります。
2. 「使用」の欄にチェックし、「認証モード」は Web とします。
※製品によっては「バージョン」の設定が必要です。
3. 「詳細」を押してWeb認証アカウント設定を行い「保存」ボタ
ンを押して画面を終了します。

4. 「認証実行」を押します。「ライセンス認証をおこないますか」
というメッセージが表示されますので「OK」を押すとシリアル
コード入力画面が表示されます。こちらにシリアルコードを入
力（コピー＆ペースト）してください。

※シリアルコードはユーザー情報ページ「ライセンス情報」に掲載し
ています。

図1　ライセンス認証画面

製品全般のなぜ？　解決フォーラム
サブスクリプションへの移行

Up&Coming120号 Support Topics74



®

Up&Coming120 号Competition Support 75

主催：一般社団法人コンピュータソフトウェア協会　
URL：http://www.csaj.jp/activity/project/droneprocon.html

▲UC-win/Road UAVプラグイン

ドローンのソフトウェアに特化した国内初の試み ドローン実演によりプログラミング技術を審査
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Kyung-Jin Zoh教授（左）、Ki-Ho Ki教授（右）

1,000

左から毛其智教授、秋田典子福教授、彭光輝教授

FORUM8

Study Trip

report

FORUM8 

Study Trip 

report Vol.5
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FORUM8 Study Trip Report

ソウル路の植物、左は「冬の美人」と呼ばれたカイズカイブキ

都市模型映像館

プロジェクションマッピングで川の表現

ソウル路のパノラマ写真
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イエイリ・ラボ体験レポート

®

▲はり要素内部の応力分布

▲平板要素内部の応力分布

®

®

▲マウスによる各要素の入力例

●拡大・縮小
マウスホイール　または
　　　を押してドラッグ

●移動・回転

を押してドラッグ

●囲み選択 ●要素作成

梁要素 平板要素

接点選択やドラッグで
作成可

を押してドラッグ

vol.

建設ITジャーナリスト家入龍太氏が
参加するFORUM8体験セミナー、
有償セミナーの体験レポート

イエイリ・ラボ
体験レポート

®

36
▲10月20日にフォーラムエイト東京本社セミナールームで開催された
「Engineer's Studio®活用セミナー」
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UC-１製品
橋脚の設計・
３D配筋

ファイバー
モデル

M-Φ
モデル

M-Θ＋M-Φ
モデル

▲「橋脚の設計・3D配筋」のデータをEngineer's 
Studio®に読み込んだ例

・塑性ヒンジ長 Lp、降伏変位δy、
　限界状態の変位δls2 は H29 道示 V準拠
・許容回転角θpa2 は、設計要領の式
　（3-2-4）で算出

M-Θばね要素
（塑性ヒンジ
のモデル化）

▲H24年NEXCO設計要領第二集に基づいたトリ
リニア型のM-θばね要素の自動定義も可能

®

®

®

®

®

●変位図（倍率 20倍、
グレー線は変形前）

●ひずみによる
損傷判定図

●ひび割れ図

コンクリート 鉄筋

▲6階建てRC造建物を動的解析した結果の例

®

®

®

®

▲平成29年道示では荷重、照査の両方に係数が
乗じられるため、単純比較は難しい

H24 年道示との比較

照査結果が変化する要因…（1）解析、照査の流れにおける違い

H24 年道示 H29 年道示

骨組み、材料、断面諸量の決定

荷重載荷

断面力

照査

照査の許容値

部材の限界状態

骨組み、材料、断面諸量の決定

荷重載荷

断面力

照査

照査の許容値

部材の限界状態

×部分照査

荷重係数

®

®
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▲解析対象のボックスカルバート断面

®
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Ieiri Labo

▲曲げモーメントの計算結果

®

D29
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A-A 断面

▲解析した鉄筋コンクリート単柱の図面

時刻（ｓ）

振幅

▲解析に使った地震波の波形

▲ファイバー要素ごとのひずみや損傷度表示

▲解析対象とした鉄筋コンクリート製配水池
　片側が満水、片側が空に近い状態を再現した

▲平板要素モデルで作った配水池に作用する地
震時の動水圧

▲平板要素に生じた断面力の分布を色分け表示
した例

▲コンクリートや鉄筋の損傷度を平板要素のメッ
シュごとに色分け表示した例

®

®

●次号掲載予定  
組込システム入門体験セミナー

2017年12月6日（水）
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フォーラムエイトは2017年11月14～17
日（そのうち14日は「Eve（前夜祭）」）、
品川インターシティホール（14日のみ
品川インターシティホール ホワイエ）で
「フォーラムエイト デザインフェスティバル  
2017-3Days+Eve」を開催いたしました。
もともと個別に行われていた複数のイベ

ントを2009年度に再編・統合。以来、毎年
秋に3日間かけて催される、現行の「デザイ
ンフェスティバル」として実施されています。
2015年度からは前夜祭にて、アトラクション
感覚で当社の最新技術に親しんでいただく
試みもスタートしています。
今回デザインフェスティバルでは、政府の

提唱する「Society 5.0」を視野にフォーラ
ムエイトが目指す様々な分野でのチャレンジ
を提案。前夜祭に続き、「第18回 UC-win/
Road協議会（VRコンファランス）」「第10
回 国際VRシンポジウム」および「第11回 デ
ザインコンファランス」を構成する講演や
発表を軸に、「第16回 3D・VRシミュレー

ションコンテスト・オン・クラウド」「第5回 
学生クラウドプログラミングワールドカップ
（CPWC）」「第7回 学生BIM & VRデザイ
ンコンテスト オンクラウド（VDWC）」「第3
回 ジュニア・ソフトウェア・セミナー」および
「第4回 ナショナル・レジリエンス・デザイン
アワード（NaRDA）」の公開審査と表彰式、
出版書籍の披露と著者講演などが行われま
した。

高度化・多様化するニーズに進化する
3D／VRソリューション

前夜祭の今回テーマは「リアルとバーチャ
ルのゲームワールド」。3DCGやゲーム開発
などで実績を誇るCRAVAとUC-win/Road
ベースのVR技術とのコラボレーションにより
実現した新しいゲームを紹介。併せて、音楽
やダンスと、先進の映像技術がシンクロした
パフォーマンスが繰り広げられました。
デザインフェスティバルDay1は午前、当社

のVRドライビングシミュレータ（DS）に関

する最新情報を説明する「バーチャルリアリ
ティの時代。UC-win/Road®プレゼンテー
ション」で「第18回 UC-win/Road協議会」
がオープン。これを受け、関係省庁担当者が
自動運転に関する施策と世界の動向を解説
する「自動運転カンファランス」へと移行。来
賓あいさつを挟んで午後の部前半まで続きま
した。
午後の部後半は、「第16回 3D・VRシミュ

レーションコンテスト・オン・クラウド」の各
賞発表と表彰式を開催。これに先駆け、応募
作品の中から事前に10作品をノミネート。そ
れらを対象にVR-Cloud®を利用した一般投
票（11月4～12日）および本審査会（11月14
日）を通じ各賞が決定されています。
これらのセッションが終了した後、フォー

ラムエイトパブリッシングによる最新刊2書
籍、「VRで学ぶ橋梁工学」「避難誘導サイン
トータルシステム－RGSSガイドブック」の紹
介と各著者による講演が行われ、出版書籍
の披露を兼ねたネットワークパーティへと引

VRをはじめ先進のICTが駆動する「Society 5.0」社会
自動運転やインフラ整備の分野に見る最新トレンド

EVENT
REPORT フォーラムエイト デザインフェスティバル 2017-3Days+Eve

日時：2017年11月14日（Eve）、15～17日（3Days）　会場：品川インターシティ ホール

2016
14-17Nov

フォーラムエイト デザインフェスティバル 2017　品川インターシティホールにて

国内イベントレポート
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フォーラムエイト デザインフェスティバル 前夜祭

3回目となったデザインフェスティバル前
夜祭は、品川インターシティーホールのホワ
イエを使って、最先端表現技術が演出する新
感覚のステージやVRによる新たなゲーム体
験を提供する多彩な展示を実施。参加者の
皆様には「リアルとバーチャルのゲームワール
ド」を堪能いただきました。
FORUM8×CRAVA社でVRを活用した

ゲーム「鉄道運転士VR」は、PS4対応版と
Viveと連携したWindows対応版の2種類を
展示。また、キネクトを使用しジェスチャーで
車をキャッチするVR Gesture Crane Game
やWorld16マシュー氏＆マーク氏のコラボに
よるCUBEゲームなども会場を大いに沸かせ
ました。各展示を体験するとゲットできるガ
チャ用のチケットを集めて抽選に挑戦できる
催しは好評を集め、多くの方が弊社システム
展示やゲームを楽しみました。会場ではお馴
染みのDJ ONI氏による音楽と映像や、バー
レスクダンシング、シルクダンス、ライブなど
のショーによる豪華な演出が終始雰囲気を
盛り上げました。

リアルとバーチャルのゲームワールドを表現

き継がれました。
Day2午前の部前半は「第18回 UC-win/

Road協議会」の一環として「第3回 最先端
表技協・最新コンテンツセッション・CRAVA
社」前半の講演、後半は「第5回 CPWC」
（応募作品から事前にノミネートされた8作
品）および「第7回 VDWC」（同じく11作品）
の各応募チームによる最終プレゼンと公開
最終審査が実施されました。
午後の部前半は、特別講演を受け、「第

10回 国際VRシンポジウム」で「World16」
メンバー（参加9名）がサマーワークショップ
（2017年7月、米ボストン・マサチューセッツ
工科大学）における研究成果などを発表しま
した。
午後の部後半は、「第3回 最先端表技

協・最新コンテンツセッション・CRAVA社」

後半の講演に次いで、「第5回 CPWC」およ
び「第7回 VDWC」の各賞発表と表彰式を
開催。続いて「第3回 ジュニア・ソフトウェ
ア・セミナー」の表彰式、さらにネットワーク
パーティが催されました。
デザインフェスティバル最終日（Day3）

は、午前の部から午後の部前半にわたり「第
11回 デザインコンファランス」の＜IM&VR・
i-Constructionセッション
＞を実施。午後の部後半は
「第4回 NaRDA」（応募
作品から事前にノミネート
された8作品を対象に審査
員が11月14日に最終審査）
の各賞発表と表彰式が行
われ、これを受けたプレゼ
ンテーションで締めくくられ

ました。
一方、会期中はホワイエでの展示説明に加

え、当社が提供する番組「パックン・河北麻
友子・池澤あやか VRフレンズ2」（TOKYO-
MX）について紹介しています。
各イベントおよびセッションの内容につい

ては、以下にご紹介します。

国内イベントレポート
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期待高まる自動運転へ、関係省庁のアプローチ

当社代表取締役社長の伊藤裕二による開
会挨拶を受けて、「UC-win/Road協議会」
＜自動運転カンファランス＞は「バーチャル
リアリティの時代。UC-win/Road®プレゼ
ンテーション」で幕を開けました。まず当社
担当者が「VRドライビングシミュレータ・訓
練・展示システム開発事例と展望」と題して
プレゼンテーション。UC-win/Road Ver.12
の主な機能として64bitネイティブ対応によ
る空間モデリングの大規模化や速度アップ、
続く同Ver.12.1によるHTC VIVEのHMDや
MATLAB/Simulinkとの連携、超大型DSシ
ステムやVRモーションシートをはじめとする
最新ハードウェアの特徴などについて解説。
併せて、最近のそれらのユニークな活用事例
を紹介。一部実現している要素を含め、近々
拡張していく機能、その先で目指していく展
開方向にも言及しました。
次いで、「自動運転トータルシミュレーショ

ン環境開発」と題するプレゼンテーションで
は当社の開発担当者が社会や新たなモビリ
ティの発展に資するシミュレーション開発を
自らの使命と位置づけ。そのために最新の
UC-win/Roadで実現してきた走行環境の忠

実な表現、センサーのシミュレーション、サー
ドパーティのアプリケーションとの連携、シ
ミュレーションするための情報の記録・分
析・再生などに関する機能について説明。自
動運転への対応、空間作成上の課題、各種
性能の向上、JavaScriptへの対応など今後
の開発ポイントに触れた後、更なるターゲッ
トとして、1）モビリティ全体のシミュレーショ
ンや交通の検討、2）クラウドシステムを拡張
し統合的なシミュレーションを行うためのプ
ラットフォーム構築など、次世代製品への考
え方も描きます。
これらを受けた、＜自動運転カンファラ

ンス＞最初の特別講演は総務省総合通信
基盤局電波部移動通信課新世代移動通信
システム推進室長の中里学氏による「自動
運転、Connected Car（つながるクルマ）を
巡る状況と総務省の取組み」。Connected 
Carの概念を説明した上で、同省が組織する
Connected Car社会の実現に向けた研究会
で検討した、1）ネットワークやインフラ、周辺
のヒトやクルマなどの様々な情報と双方向で
繋がることによるクルマの役割の変化、2）
それによって社会にもたらされる様々な可能
性、3）Connected Car社会における新たな
サービスやビジネスのあり方、4）留意すべき
課題などを整理。併せて、自動走行の基本的
な仕組みや要素技術、そこで求められるマッ
プ情報の更新頻度や周辺環境との協調、自
動運転実現へのロードマップ、自動運転にお
けるAI活用への期待とその先進の取組み、
内閣府が主導するSIP（戦略的イノベーショ
ン創造プログラム）における自動走行システ

ムに関する重要課題とそれに向けた大規模
実証実験について概説。さらに、Connected 
Car社会や自動走行のカギとなる技術の
一つ、5G（第5世代移動通信システム）の
2020年実現に向けた取組みとそのもたらす
メリットを紹介。最後に内外の注目される動
向にも触れました。
午後からはまず「自動車文化を考える議員

連盟」会長の古屋圭司衆議院議員が来賓挨
拶。交通事故の死者数が年々減少してきた
反面、高齢者がその中で高い比率を占めてい
ることに注目。高齢化や地方の活性化への
対策という観点も含め自動運転への期待を
説きます。

第18回 UC-win/Road協議会　自動運転コンファランス

「自動車文化を考える議員連盟」会長 
衆議院議員 古屋 圭司 氏

VRドライビングシミュレータ・訓練・展示システム開発
事例と展望

自動運転トータルシミュレーション環境開発

フォーラムエイト代表取締役社長　伊藤 裕二

総務省 総合通信基盤局 電波部 
移動通信課新世代移動通信システム
推進室長 中里 学 氏
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続く＜自動運転カンファランス＞は「自動
走行に関する経済産業省の取組み」と題す
る同省製造産業局自動車課電池・次世代技
術・ITS推進室長の垣見直彦氏による特別講
演でスタート。自動走行の意義とそれを実現
する主要技術、自動走行レベルの定義を振り
返った後、自家用・事業用における自動走行
の進化のプロセス、自動走行に関する政府お
よび経産省の取組み、自動走行技術の現状
とその競争・協調領域の戦略的切り分け、自
動走行の将来像について概説。世界に先駆
けて自動走行の社会実装を実現すべく技術
と事業化の両面で世界最先端を目指すため、
1）自動走行に対しては走行エリアや方法を
限定できる事業用で先行し自家用に広げて

いく、2）重要分野を設定し協調領域の取組
みを加速する、とのアプローチを説明。その
上で、それらを踏まえた国の様々な公道実証
プロジェクトに触れ、特に社会的課題の解決
を図る狙いとともにニーズが高く実現可能性
が見込まれることから同省自ら取り組む、ラス
トマイル自動走行および高速道路におけるト
ラックの隊列走行の実証事業について詳述。
それぞれの現状と今後の具体化スケジュール
を紹介しました。
また、国土交通省自動車局技術政策課国

際業務室長兼自動運転戦略室長の佐橋真人
氏は「自動運転に関する国土交通省の取組
み」と題して特別講演。初めに2016年12月
に設置した同省自動運転戦略本部での1）自

動運転実現に向けた環境整備、2）自動運転
技術の開発・普及促進、3）自動運転実現に
向けた実証実験・社会実装といった観点から
主な取組みを紹介。そのうち中山間地域にお
ける道の駅を拠点とした自動運転サービス、
ニュータウンにおける多様な自動運転サービ
スについて詳述。併せて、インテリジェント・
スピード・アダプテーション（ISA）やドライ
バー異常時対応システムを含む先進安全自動
車（ASV）、自動車アセスメント事業、および
各種基準・技術指針の作成を自身らの自動運
転の安全に関する主要な取組みと位置づけま
す。また国際的な活動として、国連自動車基
準調和世界フォーラム（WP29）を中心とした
自動運転の車両に関する技術基準の検討体
制と様々な議論内容、自動車のハッキング対
策に関する検討の現状に言及。最後に、自動
運転車の賠償ルールの在り方に触れた後、自
動運転の機能限界や故障時の対応などにつ
いてユーザーに正しい知識を持ってもらえるよ
うな取り組みの重要性も説きます。
同カンファランス最後の特別講演は、警察

庁交通局交通企画課自動運転企画室長の
杉俊弘氏による「自動運転をめぐる最近の動
向と警察庁の取組みについて」。近年の交
通事故発生状況と現在に至る交通安全基本
計画の推移、そこでの自動運転や安全運転
支援システムの意義を説明。それを踏まえ移
動弱者のモビリティ確保・向上に寄与しよう
という、同庁の自動運転に関する取組みの
意図を提示。その上で、道路交通法第70条
は緊急時に必要な対応を成し得るという前
提さえクリアすれば、自動走行システムの利
用や自動運転の公道実証実験を妨げるもの
ではないと解釈できる半面、その実用化にあ
たっては同法上のドライバーの義務の見直し
が求められるほか、自動運転といえどもドラ
イバーが責任をもって安全運転を行わなけれ
ばならないことの徹底が必要と指摘。また同
庁が2015年度以降専門家を交え行っている
自動走行の制度的課題に関する調査検討、
自動走行システムに関する公道実証実験の
ためのガイドラインの策定、自動運転の段階
的実現に向けた調査検討などを概説。一方、
同庁自ら国連欧州経済委員会（UNECE）
道路交通安全作業部会（WP1）を通じ、ジュ
ネーブ条約との整合を図りながら自動運転に
関する国際的な議論に参加。さらに信号情
報提供技術や車両・歩行者等検知情報提供
の確立に向け同庁が2014年度から取り組む
研究開発にも言及しました。

警察庁 交通局交通企画課
自動運転企画室長
杉 俊弘 氏

国土交通省 自動車局技術政策課
国際業務室長兼自動運転戦略室長
佐橋 真人 氏

経済産業省 製造産業局自動車課 
電池・次世代技術・ITS推進室長
垣見 直彦 氏
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今回で16回目を迎えた「3D・VRシミュ
レーションコンテスト オン・クラウド」には、
今回も多数の応募作品が集まりました。
選考会でノミネートされた10作品に対し、

クラウド上での一般投票、日本大学理工学
部土木工学科の関文夫教授を委員長、ＮＰ
Ｏ地域づくり工房代表の傘木宏夫氏、道
路・舗装技術研究協会理事長の稲垣竜興
氏を委員とする審査委員会のメンバーが、厳
正な最終審査を行った結果、最優秀の「グラ
ンプリ」には株式会社メイワスカイサポート
の「羽田空港VRシミュレータによる教育訓
練」が選ばれました。
ジェット旅客機や特殊車両が行き交う羽

田空港内には、一般の道路と異なる車両の
走行ルールがあります。この作品は、特殊な
環境下でコンテナをけん引するトーイングト
ラクターを安全に運転できるように訓練する

ために開発されたドライビングシミュレータ
用のVRデータです。
空港内の道路に描かれたマーキングや標

識は実物同様に再現され、危険個所や注意
すべきポイントを実物同様に学ぶことができ
ます。目の前を航空機が横切るなど、まるで
空港の中を運転しているような感覚で訓練が
行えます。
「準グランプリ 優秀賞」は今回、2作品が

選ばれました、井尻慶輔事務所の「大牟田市
内路面電車軌道及び沿線の復元」は、かつ
ての大牟田路面電車500形と三井三池炭鉱
のホッパーや沿線の建造物などをリアルに再
現しました。韓国交通安全公団の「モバイル
型安全教育体験4DVRシミュレーション」は
都市道路、高速道路、試験場コースでのシナ
リオに基づいた運転を、6軸動揺装置付きの
可搬式シミュレータで体験できるものです。

羽田空港内という一般の道路と異なる、車両走行ルールや特殊な環境の中で、安全
に車両を運転するための訓練を目的とした、ドライビングシミュレータ用VRデータ。
空港内の道路や施設だけでなく、行き交う特殊車両や航空機まで再現し、車両運転
における危険箇所や注意するポイントの教育・訓練に活用している。

かつて大牟田市民の足として親しまれた大牟田路面電車の復活第二弾。三井化学、
三池銀行、松屋（百貨店）、大牟田駅舎など、当時を代表する建造物を沿線に再現
し、その風景の中を悠然と走る電車500形を表現した。更には、三井三池炭鉱のうち
のひとつである三川坑の光景として、木造家屋や炭鉱機械ホッパーなどの巨大施設ま
でを新たに追加、当時の大牟田の賑わいを路面電車を通して再現している。

韓国交通安全公団様が構築した4D交通安全シミュレータ用の体験データ。都市道
路、高速道路とイベントの3パターン走行コースに分け、例えば、高速の合流、都市部
歩行者の交通ルール違反、運転中スマートフォン操作の影響など、シナリオで各セッ
ション及び危険なシーンを再現した。体験者は6DOF動揺装置付きのシミュレータに
通常のモニタースタイプとVRメガネを装着する2種類の体験が可能。また、該当4Dシ
ミュレータはコンテナ式のトラックに設置され、韓国全国ツアーも巡る予定になって
いる。

羽田空港VRシミュレータによる教育訓練
株式会社メイワスカイサポート

大牟田市内路面電車軌道及び沿線の復元
井尻慶輔事務所

モバイル型安全教育体験4DVRシミュレーション
韓国交通安全公団

広がるVR技術活用の裾野、設立30周年を機に更なる普及へ新たな試みも

第16回 3D・VRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド 表彰式

受賞者の皆様

審査員（左から）稲垣 竜興 氏、関 文夫 氏（審査委員長）
傘木 宏夫 氏

GRAND PRIX EXCELLENCE AWARDグランプリ 優秀賞

国内イベントレポート
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最新刊書籍に込められた
監修者・編著者の思い

今回デザインフェスティバルの開催に合わ
せ、フォーラムエイトパブリッシングより2書籍
を刊行しています。そこでDay1の最後は、それ
らの監修者および編著者による出版書籍講
演を実施しました。
初めに、「VRで学ぶ橋梁工学」（フォーラ

ムエイト パブリッシング）の監修者で、一般
社団法人道路・舗装技術研究協会理事長
の稲垣竜興氏は全国の道路橋数が約72万
橋（橋長2ｍ以上）、鉄道橋は約9万橋に上

り、その多くが高度経済成長期に建設された
こともあって保全のための対応が求められる
橋梁は今後加速度的に増大してくると指摘。
一方で、地方自治体の特に町村では橋梁の
管理に携わる土木技術者が大きく不足して
おり、予防保全策がなされないために深刻な
損傷や事故に繋がりかねないとの懸念を示
します。そこで橋梁を身近に感じてもらえるよ
う「橋の面白さを紹介したい」、そして「橋梁
ファンをつくりたい」との思いから本書の出
版を着想。併せて、橋梁を見守ることが出来
る人材育成を目指すべく意図されました。そ
のため専門的な内容が含まれる半面、VRと

連携。例えば可動橋は本来その一部あるい
は全体が様々に動くはずが、実際にそうした
場面を見る機会は少なく、中には何十年も動
かされたことがないケースすらあることから、
本書ではVRにより各種橋梁を再現し、読者
に体感してもらおうと企画。さらに、サーバ内
の情報を逐次追加・更新していくことで内容
を継続的に進化させようとの狙いも込められ
た、と語ります。
次いで、「避難誘導サイントータルシステム

－RGSSガイドブック」（フォーラムエイト パ
ブリッシング）の編著者で、特定非営利活動
法人サインセンター理事長の太田幸夫氏はま

出版書籍講演

管路調査で「改築・修善」に使用したデータから3D管路施設作成データ
と融合した3Dモデルで全体可視化地下構造部の活用として、具体的構
造物で維持管理・補修設計（土木）が行えると同時に緊急地震等に於い
て下水道管理者ばかりでなく災害担当者と共有資料として活用方法を構
築。今後　震災時の避難場所からの排水状況確認・復興土木設計シュミ
レーションが可能となる。

近年路上及び高層ビルの外に設置されている大型デジタルサイネージが
増えており、このような大型デジタルサイネージによるドライバーの運転
にどのような影響を与えるかを研究するため、ソウルGangnam区の中心
部をVRで再現し、ドライブシミュレータで実験を行った。また、FOVEの
新型アイトラッキングHMDと連携し、ドライバーの目線ログも運転ログと
合わせて記録し、分析を行った。

下水道管路調査データからの3Dモデルの融合
管路情報活用有限責任事業組合

デジタルサイネージによるドライバー運転行為へ
の影響に関する研究用VR　　　ソウル市立大学

3次元点群を用いた国指定史跡
左沢(あてらざわ)楯山(たてやま)城跡
株式会社寒河江測量設計事務所

i-hazard map PROJECT
～次世代iハザードマップ構想の提案～
三井共同建設コンサルタント株式会社

IDEA AWARD

ESSENCE AWARD

NOMINATION AWARD

アイデア賞

エッセンス賞

ノミネート賞

木更津市沿岸部における再開発の提案を表現し、参
加者の作品をVR内で紹介している。半島のように突
き出した海浜公園を舞台に、地域の魅力を高めると
いう気持ちが込められた個性溢れる提案が盛り込ま
れ、海上からの視点やウォークスルーなどで作品の
魅力を体感できるものとしている。

近い将来に想定される様々な大規模地震において、
想定外の被害が発生する可能性がある。その発生直
後の被災状況をマルチコプターによって撮影し、sfm
解析によって点群データ化することで、災害時の避難
や支援物資の供給に役立つ緊急災害対応VRを提案
した。

自動運転に向けたコックピットにおけるHMI（ヒュー
マンマシンインターフェース）の方向性に関する企画
業務において、新たに企画されたHMI「インビークル
コンテクストアウェアネス（IVCA）」に対し、それを具
体的なモノとして開発・実装し、有効性を検証するた
めのVRデータ及び、VRシステムとなっている。有効性
の検証に加え、東京モーターショー、CES等における
将来システムの展示で活用されている。

木更津市沿岸部再開発提案モデル
木更津市

大規模地震における緊急災害対応VRの提案
京都市立伏見工業高等学校
（京都市立京都工学院高等学校）

自動運転コックピットHMI VRシミュレーション
パイオニア株式会社

HONORABLE JUDGE AWARD
審査員特別賞 デザイン賞
日本大学 理工学部 土木工学科 教授　関文夫氏（審査委員長）

審査員特別賞　地域づくり賞
NPO 地域づくり工房 代表　傘木宏夫氏

審査員特別賞　未来開発賞
道路・舗装技術研究協会 理事長　稲垣 竜興氏

国内イベントレポート
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表現技術検定と併せて記念すべき
第1回羽倉賞を発表

Day2は「第3回 最先端表技協・最新コン
テンツセッション・CRAVA社」として、(一社)
最先端表現技術利用推進協会会長の町田
聡氏による「最先端表現技術普及活用支援
の取り組み」で幕を開けました。
町田氏は表技協の新たな取組みとして、

現在社会で必要とされる人材育成のために
各分野におけるITを活用した表現やコミュニ
ケーション全般の知識・技術を身につけるこ
とを目的とした「表現技術検定（建設ICT）」
について紹介。併せて「羽倉賞」の結果発
表・表彰式が行われた（詳細は本誌「表技協
レポート58ページ」を参照）。
記念すべき羽倉賞の第1回受賞作品は、以

前ネットニュースなどでも話題を集めた株式
会社資生堂の「Tele Beauty」に決定。もとも
と販促ツールであった自社のメーキャップシ
ミュレータを、テレビ会議システムに画像処
理とCG処理を組み合わせることで、社会性
の高い技術として消化した点がチャレンジン
グであるとし、高く評価されました。「化粧品

会社が化粧品を使わないことを奨励する」と
いう意味でも、ビジネスではなく社会貢献の
観点からの取り組みとなっています。
さらに、羽倉賞に続いて奨励賞3作品を発

表。VR技術奨励賞は金沢美術工芸大学　
中安 翌氏による「Luminescent Tentacles」
で、ソフトウェア、ハードウェアの技術はもち
ろんのこと、自然界の生物の動きを取り入れ
て再現している特徴的なアクチュエーターが
高い評価を受けての受賞となりました。映像
技術奨励賞には、和歌山大学　天野敏之氏
の「日本橋三越本店天女像音と光のインス
タレーション」。通常のプロジェクションマッ
ピングはあらかじめ映像を用意する必要が
ありますが、この作品では事前に映像を用意
せずカメラ画像の画像処理のアルゴリズムを
構成してリアルタイムにマッピングを行ってお
り、エンターテイメントのみでなく産業界での
活用が期待できます。表現技術利用促進奨
励賞は、和歌山大学　尾久土正己氏の作品
「実写全天映像を使ったスポーツ・観光の新
たな映像表現の普及で、天頂にまっすぐでは
なく斜めに投影する技術が用いられている。
ドーム型大スクリーンにおけるVR映像やシス

テムは普及の一途ですが、全天球パブリック
ビューイングの新たな見せ方、観光業への貢
献度、将来性が受賞の決め手となりました。

VRを活用したゲーム開発の
最新事例を紹介

「VRゲーム開発と今後の展望」は、こ
の後に紹介する国際VRシンポジウムを挟
んでの実施となりました。講演者の株式会
社CRAVA代表取締役 香月蔵人氏は、UC-
win/Roadとオンラインゲームのコラボレー
ションについて紹介し、溶岩ステージでの火
の表情や動きを再現してドライビングシミュ
レーションでコインを回収していくデータや、
花の道路などのファンタジーな世界観の表
現を紹介しました。また、粘土の模型をカメ
ラで撮影し3Dモデルデータに変換する技術
の活用や、UC-win/Roadの線形モデリング
機能で道路断面を透明にし、画像が流れる
ようなリアルタイムのグラフィックデータを
作成する手法なども解説。HMDとの連携で
体験できる「鉄道運転士VR」のシステムや、
PlayStation VRで使用する「鐵」の映像も披
露しました。

第3回 最先端表技協・最新コンテンツセッション・CRAVA社

(一社)最先端表現技術利用 推進協会 会長　
町田 聡 氏

第１回羽倉賞は資生堂「Tele Beauty」が受賞 株式会社CRAVA　代表取締役　香月 蔵人 氏

ず、昨年上梓した「安全安心のピクトグラム」
（同）が災害に際して安全と安心に資するピ
クトグラムデザインについての認識編である
のに対し、今回はその実践編との位置づけを
述べます。同氏がピクトグラムデザインと最
初に関わったのは、多くの犠牲者を出すビル
火災が連続して起きた1970年代。それを機
に既存の非常口サインが煙で見えにくかった
のではとの議論があり、同氏は視認性ととも
にデザイン性や快適性も考慮しピクトグラム
化するアプローチを採用。当時氏が作成した
デザインはその後、微修正を求められるなど
曲折を経る中で国際規格化されてきた経緯が
あります。最新刊では、40年以上にわたりピ

クトグラムデザインに携わってきた自身の知
見をベースに、関連業界100社120名による
ジョイントワークの成果を結集。特に今回は
ゼネコンの協力の下、昼夜とも効果的に屋内
から避難場所へ誘導する実践的なノウハウを

分かりやすく解説したと説きます。そこには日
本発・国際規格の非常口サインと同様、日本
発・避難誘導サインで世界の多くの命を守り
たいという氏の理念が貫かれてきます。

（一社） 道路・舗装技術研究協会 理事長
稲垣 竜興 氏

特定非営利活動法人サインセンター 理事長
太田 幸夫 氏
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特別講演に続いて「第10回 国際VRシ
ンポジウム」がオープン。まず、進行役の
「World16」代表・小林佳弘氏（アリゾナ州
立大学、FORUM8 AZ代表）が世界各国・
各分野から16名の大学研究者が参加する
World16プロジェクトの概要、毎夏実施され
るワークショップとメンバーの研究成果を発
表するため毎秋開催されるシンポジウムの位
置づけ、今回10回目を迎えた同プロジェクト
のこれまでの活動ポイントを概説。2017年
にマサチューセッツ工科大学（MIT）で行わ
れたサマー・ワークショップについては、UC-
win/Roadを利用しフォーラムエイトの技術者
とともに取り組むハッカソンを課題として設
定。各メンバーがアイディアを出し合った後、
チーム分けして2日間にわたり検討・開発し、

3日目にその成果を発表。シンポジウムにはそ
のうち4チームが参加し、夏の成果をさらにグ
レードアップした形で発表する、といった流れ
を説明しました。
なお、今回参加できなかった2チームの取

組みについては、1）トーマス・タッカー氏とド
ンソー・チョイ氏（いずれもバージニア工科大
学）は、点群データの取得から3Dモデル作成
まで短時間で行う手法を模索。LiDARでMIT
のオフィス内をレーザースキャンして3D点群
データを取得、それをメッシュ化し、作成した
3DモデルをUC-win/Roadを使いVR空間と
して可視化、2）ワエル・アブデルハミード氏
（バーレーン大学）はバーレーンで実際に行
われている遺跡の発掘調査に対し、UC-win/
Roadマイクロシミュレーションプレーヤーを

UC-win/Road利用のハッカソンを通じ進取の開発競う

第10回 国際VRシンポジウム人気のスポーツ評論家 
玉木正之氏による特別講演

Day2午後の部前半は、スポーツ評論家の
玉木正之氏により「スポーツは語る！ ～日本
社会は『体育系』から『スポーツ系』へ変化で
きるか？」と題する特別講演で始まりました。
同氏は冒頭、外国人に相撲の説明をすること
の難しさと、日本人が身近なスポーツについて
知らないことの多さを対比。後者の背景とし
て、明治時代に欧米から様々なスポーツが外
来文化としてもたらされた際、一旦は「sports
＝遊戯」と翻訳。しかし、日本が軍事力の強
化に力を入れる中で軍隊がスポーツを採用、
学校教育に軍事教練が導入されてくるととも
に「sports＝運動あるいは体育」に改訳。つま
り、個々のスポーツについて深く理解すること
よりも、それによって体を鍛えることが目的化
したことが大きいと言います。その解釈は長
年かけて定着。戦後の高度経済成長期には体
育会系のサラリーマンが大活躍。また1964
年に東京オリンピックが開催され、翌年からは
それを記念して「体育の日」が設定されるに至
ります。その後、スポーツをする場のウェート
が学校から校外のクラブなどへ移ってくるとと
もに、スポーツを体育に限るのではなく、知育
を含む文化として大きく捉える動きが現出。
2020年東京オリンピックに向け「体育」を
「スポーツ」に置き換えようという流れの中、
日本社会の根本的な考え方もドラスチックに
変化して欲しいとの思いを述べます。

｢体育」から｢スポーツ」への
転換、社会の意識変化に期待

スポーツ評論家　玉木 正之 氏

コスタス・タージディス氏（左）
アマル・ベンナージ氏（右）

パオロ・フィアマ氏（左）
ルース・ロン氏（右）

Up&Coming 玉木氏の新連載（本誌 66 ページ）
「スポーツは教えてくれる」今月号よりスタート！

World16代表 小林佳弘氏
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利用し、時系列的な発掘データの比較を試み
た ― とメンバーに代わって小林氏が紹介し
ています。

World16メンバーによる最初の発表は、
コスタス・タージディス氏（同済大学）とアマ
ル・ベンナージ氏（ロバートゴードン大学）
のチーム。近くの建物など場所に関係する
ストーリーをたくさん創造して旅行客にとっ
てインタラクティブな環境を作りたい（ベン
ナージ氏）、ドライブ中に幼い子供が喜ぶよ
うなストーリーテリングシステムを開発したい
（タージディス氏）、といった2つのアイディ
アを統合するアプリケーションを着想。予め
場所そのもの、あるいは食べ物やファッショ
ン、映画、音楽など子供から大人まで有用な
各種コンテンツを用意しておき、AR（拡張現
実）技術やニューラルネットワークを活用する
ことで、利用者がクルマや徒歩で移動する際
に特定の場所に差し掛かると、その移動手段
や目的、状況などに応じて適した情報が得ら
れる仕組みを提案しました。VR上での体感も
可能なメリットにも触れます。

続いて、パオロ・フィアマ氏（ピサ大学）と

ルース・ロン氏（シェンカル工科デザイン大
学）はそれぞれの専門に応じた各種情報を、
UC-win/RoadおよびOpenMicroSimの機能
を活用し建物の3Dモデルと連携させて可視
化、新しいアプリケーションの可能性を探っ
た取組みを発表しました。ロン氏は、時間の
経過に伴う環境の温度変化を可視化しよう
と2年前、サーモグラフィカメラで居住用建物
のファサードを3時間毎に一日撮影し取得し
た温度変化のデータを、OpenMicroSimを利
用しUC-win/Road上で建物モデルにテクス
チャマッピングして表示。今回はそこで居住す
る人々にフォーカスした試みを紹介しました。
一方、フィアマ氏は欧州の建築・建設分野の
ニーズに対するデジタルツールの新しい可能
性を探索。今回はその中でUC-win/Roadに
パラメトリックな各種の情報を与えることによ
り、企業が建設のプロセスでニーズに応じた
要素の組み合わせを選び、時間軸に沿って可
視化するアプローチを提案しています。

3番目は、異なるアプリケーションやHMI
を使うユーザーがUC-win/Roadとインタラ
クティブに繋がり、協調して3D・VRを操作・

設計できるデザイン・インターフェースの開
発に取り組むマシュー・スウォーツ氏（ジョー
ジア工科大学）とマーク・オーレル・シュナベ
ル氏（ヴィクトリア大学）のチームが発表。
シュナベル氏はその目指す「新しい環境」に
ついて、あらゆる異なるインターフェースに対
応するサーバを有し、様々な方法で3Dモデル
を作成するユーザーがWebインターフェース
を介してそこに繋がることで、UC-win/Road
のVR環境の開発やVRデザインを連携して行
え、スマートフォンなどを使ったゲームも共に
楽しめる世界を描きます。スウォーツ氏は開
発プロセスにおけるJavaScriptによるインテ
グレーションのメリットに触れるとともに、特
に、そのタンジブルなユーザーインターフェー
スとしての側面に注目。そこに繋がったユー
ザーが3Dモデルを更新し、UC-win/Road内
のVRに反映されるのはもちろん、その機能の
物理的な建物・都市空間への展開の可能性
にも言及します。

福田知弘氏（大阪大学）とマルコス・ノヴァ
ク氏（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）
によるWorld16最後の発表は、両者が連携し

マーク・オーレル・シュナベル氏（左）
マシュー・スウォーツ氏（右）

福田知弘氏（左）
マルコス・ノヴァク氏（右）
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て取り組む3Dモデルの画像処理のためのフ
レームワーク開発について。UC-win/Road
上で技術や人間性、工学、数学、芸術、科学
を結びつけ一つの環境への統合を目指すア
プローチとして、ノヴァク氏はそれまでの機
械学習や人工知能などへの取組みを踏まえ、
セグメンテーションの考え方をVRの作成プ
ロセスに取り入れてきた流れを振り返ります。
福田氏はオブジェクト毎に分けて処理するセ

グメンテーションの手法、それにより可能な
アーティスティックな表現や科学的な説明を
例にそのメリットを解説。その半面、自動運
転やスマート点検システムといった現実世界
とVRを絡めて使うケースではそれまでエラー
を生じるなど制約もあったことから、新たに
拡張してきたセグメンテーションの各種機能
について説明しました。
World16各チームの発表を受け、フォーラ

ムエイト執行役員VR開発テクニカルマネー
ジャのペンクレアシュ・ヨアンが今回プロジェ
クトに対する見方を概説。併せて、一部の開
発成果を反映したUC-win/Roadの機能拡張
や開発中の関連機能などを紹介しました。
最後に小林佳弘氏は今回シンポジウムを

総括。発表された4つのプロジェクトそれぞれ
のポイントを挙げ、当該分野における更なる
検討の可能性への期待を述べました。

アカデミー奨励賞を受賞したアマル氏とコスタス氏（左）、マシュー氏とマーク氏（右）全セッション終了後の懇親会で行われた表彰式の様子

UC-win/RoadやVR-Cloud®の伝送シス
テムを使ったソフトなどのプログラミングを競
う学生クラウドプログラミングワールドカッ
プは今回で5回目を迎えました。
最優秀の「ワールドカップ賞」は、韓国・

国民大学校のチーム「VAEGIS」による「Car 
that Knows Before You Do via Deep 
Learning」（ディープラーニングで予知するク
ルマ）という作品でした。
この作品は、AI（人工知能）のディープ

ラーニング（深層学習）を使って、ドライバー
の運転操作を分析し、これから遭遇する可能
性のある危険について、事前に警告を出して

くれるシステムです。余裕をもって危険を回避
したり、危険に備えたりすることができるの
で、事故を未然に防ぐことができます。このシ
ステムを開発するために、カメラやアイトラッ
カー、ヘッドトラッカー、CANインターフェー
スをドライビングシミュレータに装備し、運
転時のデータを取得しました。そして、複数
の感覚ストリームの予知・融合を合同で学習
し、シミュレーションソフトと連動する感覚
融合型ディープラーニングアーキテクチャを
開発しました。このほか、各審査員から審査
員特別賞が授与されました。

ワールドカップ賞にディープラーニングによる運転警告システム

第5回 学生クラウドプログラミングワールドカップ 公開プレゼン・表彰式

受賞者の皆様

Car that Knows Before You Do via Deep 
Learning
VAEGIS（国民大学校：韓国）

World Cup Award
ワールドカップ賞

多くの事故は避けられないものです。なぜなら、ドライバーが警告を受け
たときには手遅れだからです。あらかじめ操作を予測すれば事前にドライ
バーに警告することができ、ADASは余裕を持って危険を回避、または
危険に備えることができます。この作品では、ディープラーニング（深層
学習）アルゴリズムに基づく意図予測システムを提案します。この目的の
ために、カメラ、アイトラッカー、ヘッドトラッカー、CANインターフェー
スをシミュレータに装備しました。そして、複数の感覚ストリームの予知・
融合を合同で学習し、それをシミュレーションソフトウェアに統合する感
覚融合型ディープラーニングアーキテクチャを開発しました。
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Embrace the epoch of automatic driving！ 
ITSCer（武漢理工大学：中国）

Synchronize Training System 
reCreator（上海大学：中国）

The simulation processing 
application of Traffi  c accident 
Unstoppable（上海大学：中国）

Journey around the use of 
groundwater and sightseeing spots 
in Echizen Ono City  JKKK（関西大学：日本）

Environment Design and 
IT Award

NOMINATION Award

審査員特別賞
大阪大学 大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 准教授
福田 知弘 氏（審査委員長）

審査員特別賞
東京工業大学 名誉教授　佐藤 誠氏

審査員特別賞
ニュージャージー工科大学建築デザイン学部 准教授　楢原 太郎 氏 審査員特別賞

フォーラムエイトVR開発テクニカル・マネージャ　ペンクレアシュ・ヨアン 氏

ノミネート賞

第7回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド 公開プレゼン・表彰式

7回目を迎えた「学生BIM＆VRデザインコン
テスト オン クラウド」のテーマは、ミャンマー
の大都市、ヤンゴンの交通渋滞や洪水による
衛生問題、そして電力不足などの問題を解決
し、歴史的な建築物や豊かな緑地、湖などを
生かした都市開発案を提案することでした。
最優秀の「ワールドカップ賞」を受賞した

のは、台湾の国立高雄大学のチーム「Living 
labs」による「Yangon green labs」という作
品でした。熱帯モンスーン気候に位置するヤ
ンゴンの緑の広がりを街に広げ、地元の洪水

問題を改善するために「スポンジ都市」のコ
ンセプトを組み合わせたグリーンフィンガーシ
ステムを提案しています。都市部の混雑問題
の改善には、部分的に地下鉄を使った交通
迂回システムを導入する案です。 
洪水の状況を改善するために洪水シミュ

レーションソフト「xpswmm」を使用し、交通
流の転換プロセスには「UC-win/Road」によ
る分析とシミュレーションを行い、庭園都市
として知られるヤンゴンで持続可能な都市開
発を行うという提案でした。

また、優秀賞も国立高雄大学のチーム
「Three People Studio」による「Golden 
Hub」という作品に贈られました。

ワールドカップ賞に国立高雄大学の持続可能なヤンゴン開発案

受賞者の皆様

UC-win/Roadの実車シミュレータに、自動
運転SDKを追加しました。SDKが周辺環境
のデータを出力し、コントローラでの縦横の
自己制御を可能にします。いくつかのきっか
けにより、シミュレータはドライバーによる
手動運転に切り替わります。この実験的プ
ラットフォームを通して、3～4段階の自動運
転レベルで、人と機械を切り替えての実験を
行うことができます。

UX Award

AugReal 
Penguin Gakuen
（上海交通大学：中国）
あなたがデザインした地図上で、私たちの建
物がどのように見えるのかを確かめるため
のIOS用ARアプリケーションを開発しまし
た。ARモードで私たちがデザインした街を
見ることもできます。さらに、iPhoneをコン
トローラにして、その街の中で没入感のある
探索をすることも可能です。

The Electronic Toll Gate of Urban Road 
666（北京建築大学：中国）

Traffic And City System 
Award

都会や社会の発展において、交通渋滞は世
界的に問題となっています。混雑料金は交
通需要マネジメント（TDM）対策のひとつで
あり、旅行者による混雑のコストを内在化し
ます。この装置を任意の道路に設置すること
で、通過する全ての車両に対してそれぞれ異
なる基準で自動的に料金を請求し、また車
両数を数えることができます。

Optimization of Market Layout Based 
on Customer Behaviors
Seven Dwarfs（上海大学：中国）

Best Optimization Award

このプログラムは、市場のレイアウトを最
適化して買い物にかける距離を延長するこ
とで収益を向上させることを目指したもの
で、KinectのアプリケーションとUC-win/
Roadのプラグインを開発しました。新しい
レイアウトがUC-win/Roadで更新され、記
録されている顧客の行動がそこで予測、シ
ミュレートされます。プラグインは最終的に
最適化前後の合計距離をユーザーに表示し
ます。
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Yangon green labs
Living labs（国立高雄大学：台湾）

World Cup Award
ワールドカップ賞

Golden Hub 
Three People Studio（国立高雄大学：台湾）

EXCELLENCE Award
優秀賞

""ゴールデンハブ""はヤンゴン市の持続可能な発展
計画である。 交通問題、災害管理、電力不足を改
善するために、エコデザインを組み合わせながら、
住宅地、商業活動、および再生可能エネルギー源の
使用をBRTシステムおよび中継ステーションと組み
合わせる。 最も重要なのは、私たちは、ヤンゴンの
文化に対する敬意と調和を示す、この計画に異なる
民族を混ぜるというコンセプトを組み入れている点
である。 さらに、この計画はシミュレーション解析
ソフトウェアを使用して実行され、可用性について
の完全なスコアを取得する。

ヤンゴンは熱帯モンスーン気候に位置し、庭園都市として知られている。グリーンフィ
ンガーシステムは、緑の広がりを街に広げ、地元の洪水問題を改善するために「スポ
ンジ都市」のコンセプトを組み合わせている。 交通面では、都市部の混雑問題を
改善するため、交通迂回システム（部分的に地下鉄）を導入する。洪水の状況を改善
するためにxpswimmシミュレーションを使用し、UC-win / Road分析とシミュレー
ションを使用してトラフィックの転換プロセス。これらは地元の生活の質を向上させ、
ヤンゴンを生態学的かつ持続可能な都市にすることを願っている。

WATER LINK 
Wu-Gao-Song（国立高雄大学：台湾）

NewValue Award

ウォーターリンクはヤンゴンの新しいプロ
ジェクト。 その主な目的は、ヤンゴンの人々
と仏教を改善し、つなぐことである。 エネル
ギーと生態学の組み合わせによって、それは
人々のために賢くより便利な場所を提供す
る。 さらに、シミュレーションと分析のため
のソフトウェアの使用は、このプロジェクト
の実現可能性、安全性、および持続可能性
の決定に役立つ。

審査員特別賞
NPO法人シビルまちづくりステーション理事長
NPO法人シビル連携プラットフォーム副代表　花村 義久 氏

Yangon Two-faced Well 
infl uencer（芝浦工業大学：日本）

Vision 21 Award

ヤンゴンの主要問題、交通問題、災害対策
の不備、電力不足の解決策として駅を提案
する。ここで提案している駅は、人を運ぶ拠
点として機能するだけでなく、人々、物資が
供給される建物でもある。また、複数の人で
設計するために、設計手順を明確にし、基盤
となるプラットフォームを確立する。プラット
フォームを作成することで、チームよるデザイ
ンのポイントとなる。さらに、施工後の使用
方法を考慮して設計する。

審査員特別賞
台湾国立交通大学 人文社会学部建築研究課 教授
建築事務所CitiCraft 代表　C David Tseng 氏

Yangon Eco Street
Archimap（大林大学校：韓国）

Environmental Art Design 
Award

環境にやさしい持続可能な都市のために、エ
コシステムで道路を計画した。まず、歩行者
道路と道路を分離して、交通事故の防止、交
差点の無許可化、市民の交通規制意識の向
上を図る。 また、交通渋滞緩和のため、道
路中央にバス専用道路を設置した。 湖の近
くでは、水路と公園を定期的に遊歩道とし、
雨が降ると排水路やラグーンを使う計画。十
分なグリーンエネルギーを提供するために、
公共施設にソーラーパネルを設置する。

審査員特別賞　同済大学　Kostas Terzidis 氏

The Connecting Center 
MPT（交通運輸大学：ベトナム）

Green Development Award

「The Connecting Center」はヤンゴン
の再開発計画である。 私たちの目標は、良
質な環境と接続率を持つ持続可能なモデル
都市にヤンゴンを変えて、アジアで最も生き
る都市にすることであるこの計画では、BIM 
/ CIMとVRの機能を設計プロセスに適用し
て、輸送、災害管理、社会インフラをシミュ
レートする。

審査員特別賞
慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授
IKDS代表（実行委員長）　池田 靖史 氏
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一般財団法人 最先端表現技術利用推進
協会の協力を得て、2017年の冬休み、春休
み、夏休みに実施した「ジュニア・ソフトウェ
ア・セミナー」に参加した小中学生を対象に
行ったコンテストです。「UC-win/Road」で
作ったVR作品は昨年よりますますレベルアッ
プし、ゴールドプライズが6人に、シルバープ
ライズが3人に、ブロンズプライズが6人にそ
れぞれ贈られました。

昨年に引き続き、11月17日に行われた第2
回の表彰式では、プレゼンターの阿部祐二
氏が受賞者ひとり一人にインタビューを行っ
た。ゴールドプライズ受賞作に選ばれた巨大
な海中水族館や呪いの遊園地、そしてリアリ
ティーあふれる秋まつりなどの個性豊かな作
品には、会場に詰めかけたVRのプロたちも
思わずほほえんでいた。

ますますレベルアップした小中学生のVR作品

ジュニア・ソフトウェア・セミナー 作品賞

星のまち
小学１年
夕空に雪山が映えています。まちと遊園
地とお花畑が、山肌を削った道路の内
側に配置されています。水辺には船も見
られます。一番外側の道路が星のかた
ちをしているところがポイントです。

動物参加のオリンピック
小学２年
これは見てみたい動物参加のオリンピッ
ク。冬に整備された競技場に加え、この
夏、いよいよテニスと水泳選手が登場しま
した。水泳会場ではイカ、タコ、魚らが速さ
を競い、まさかのシャコが優勝です。

スリーアイランド
小学３年
今回の舞台は、長崎県の男女群島。以
前の海中水族館の海上版とのこと。反
射が美しい海の上に、浮遊感あふれる
海の生き物と交通機関が行き交いま
す。空を飛ぶ2タイプのホテル、海上コ
テージも一つ一つ凝っていて、泊まって
みたいですね。

スカイタワーランドマーク
小学４年
とてもカラフルな夜景の街です。高架
道路と地上道路とが複雑に織りなす
多層的な街の構造になっています。い
ろんな色のモデルが立体的に組み合わ
され、配置のしかたが巧みです。飛行
機も垂直移動しています。SF映画のよ
うな浮遊感ある未来都市です。

タイムトラベル
中学２年
石狩の地につくられた近代と現代とを行き
交える街です。桜並木の門を境に過去と現
代の街なみを体験できます。もちろん、逆
行もOK。全て水上に配置されたアイデア
が素晴らしく、夜景のコンテキストも用意
され、センスよく景観が形成されています。

イタチレーシング
小学４年
ジュニアソフトウェアセミナーで初の、ゲー
ムのシナリオにチャレンジ。シナリオ開始
でカウントダウンから始まり、レーススター
ト！ヒトデに触れるとゲット、イタチに踏ま
れると急ブレーキとなるそうです。残念な
がらちょっと時間が足りなかった模様。楽
しみなコースです。

Walk Rain or Shine
MISO（明治大学：日本）

healthy city 
OHANASHI（明治大学：日本）

One Way City 
Lucha Libre（日本大学：日本）

Tri Floting Traffi  c 
Thao Thao（日本大学：日本）

Growth-Renewable-Energy-
Economic-Nature 
GREEN STARS
（交通運輸大学：ベトナム）

NOMINATION Award ノミネート賞

司会の阿部祐二氏による受賞者へのインタビュー

GoldGoldGoldGold PrizePrizeGold PrizeGold Prize
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デザインフェスティバルDay3（2017年11
月17日）は、午前の部から午後の部前半にか
けて「第11回 デザインコンファランス」の＜
IM&VR・i-Constructionセッション＞、午後
の部後半は「第4回 ナショナル・レジリエン
ス・デザインアワード（NaRDA）」の各賞発
表と表彰式が行われました。

主催者挨拶に続き、Day3は東京大学大
学院工学系研究科社会基盤学専攻コンク

リート研究室の前川宏一教授による特別講
演「新設構造物の性能照査と既設構造物の
点検データ同化」でスタート。同氏はコンク
リート系構造における非線形解析の適用範
囲が拡大している現状に触れ、まずせん断伝
達への独自の着眼点を示しつつ、新設構造
の終局限界状態の照査、環境作用や荷重の
組み合わせを含む中長期の使用限界状態の
照査や評価などについて、具体例を挙げて解
説。また、既設構造の点検データが急速に増

大してくる中で、その有効活用が求められた
反面、非線形解析でそれらを扱えない構造
学上の問題などもあったことから試行錯誤を
重ねたプロセスを述懐。それに関連し、進行
中の「戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）」（内閣府）で自身らが取り組んでき
た、検査の情報と数値解析を一体化させる
データシミュレーション（データ同化）の試
み、点検データと非線形解析それぞれの利
点と弱点を相互補完させることによる維持管

新設・既設のコンクリート構造物と新道路橋示方書、CIMをめぐる最新動向

 第10回 デザインコンファランス　IM&VR・i-Constructionセッション

これらのコンテストには、海外から優秀な作品が多数応募され、
国際色あふれる表彰式となりました。特にCPWCでは中国からの
チームが大半を占め、VDWCでは台湾、ベトナムからの受賞が目立
ちました。一方、3D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウド
では、安心安全の分野での利活用が増えており、これまでの景観シ
ミュレーションという概念は薄くなってきています。これからのあり方
という分野について、非常に多くのヒントを与えてくれる作品が多く
ありました。

ハートの道路とお花畑
小学１年
ハート形のコースを描くループ道路です。人
気が出そうなコースです。山の向こうまでお花
畑がひろがっています。実は空中にも巨大な
公園が浮かんでいて、花火が上がっていたり、
もちつきうさぎがお餅をついていたり、大きな
アヒルが歩いていたりするんですよ。

都会と田舎と観覧車のまち
小学１年
まちのすぐそばに大きな池を作りました。泳い
でいる魚たちも巨大です。炎が配置された岸
にも、魚群が押し寄せてきています。

銀河鉄道
小学４年
宇宙空間に鉄道をつくりました。青い惑星が
美しいです。
巨大な基地や鳥も飛び、幻想的な世界です。

おもしろいゲーム
小学１年
森林は樹木のモデルを配置するのでなく、
漢字を配置して表現する、という、記号遊
びのようなちょっと変わった作品です。だ
から遊園地も遊具をたくさん置くのではなく
「yuuenchi」、博物館の前には「はやて」の
3Dテキスト。また、水辺を歩く人や動物の群
集の中からカエルを探せってのもあります。

田舎町 (いなかまち)
小学６年
丁寧に作り込まれた田舎町の作品です。ルー
プする鉄道があり、田舎の駅舎とホームがあ
り、河川と湖とアーチ橋とトンネルがありま
す。電波塔と商業施設があり、交差点が作ら
れ、信号が制御され、歩行者がいます。

道路を渡る動物たち
小学２年
広くて長い道路上に、魚と牛がズラリと門を
つくっているのだそうです。タヌキやクマやク
マノミがその下を走っています。Aキーを押す
と、アヒルたちが道路を渡り始めます。

要塞島
中学１年
愛知県の佐久島が要塞島になりました。各
施設はきちんと道路で結ばれています。海軍
も空軍も基地があり、戦闘機の編隊が発進し
ています。モデルの選択と配置に統一感があ
り、細部までのこだわりが感じられます。

未来の幻想
小学２年
この未来は、祈りと暗示に満ちています。作者
によると、人が増え男性が多すぎて結婚率が
30%になったため、1/3の男性を気球に詰め
て飛ばし、人口を減らしているとのこと。さら
に、人の匂いに引き寄せられた巨大なジャコ
が、ビルの中の人を食べようとして、ハサミを
ビルに突き刺しているそうです。一方、ビルに
は花が飾られ、美しい花火が上がり、崩壊し
た橋脚には人形が芸術的に配置され、象徴的
な祭壇のようです。

月の世界
小学３年
最強の祭り軍団、月世界に出現！ 地球を飛
び越えて、月面に登場。月の重力の中、いっそ
う軽々と、高架も炎も巨人も「WAIT」も超え
て躍動しています。

コンテスト総括

SilverSilverSilverSilver PrizePrizeSilver PrizeSilver Prize BronzeBronzeBronzeBronze PrizePrizeBronze PrizeBronze Prize
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理での活用可能性について説明。さらに、現
行のSIPプロジェクトを通じ浮かび上がってき
た制約と、その対策を探る中で考えられた、
数値解析の結果を教師データとして人工知
能（AI）を鍛え込むアプローチにも言及。そう
した成果に基づき、高速道路を走行しながら
自動的に橋梁の点検データを取得し、実際に
それを数値解析と結びつける試みを紹介しま
した。
これを受け、「FEMシリーズ最新情報と

今後の展望」と題し、当社担当者がプレゼ
ンテーション。前半は、Engineer’s Studio®
最新版の新機能と「橋、高架の道路等の
技術基準」（道路橋示方書）の平成29年
改定への対応、WCOMD Studioの新機
能、Geo Engineer’s Studio の概要、およ
びFEMLEEGの最新情報についてデモと
ともに説明。後半は開発者の観点から、
Engineer’s Studio®の平成29年道路橋示
方書改定への更なる対応をはじめ、FEMシ
リーズを構成する各製品の今後の展開に向
けた考え方やポイント、リリース予定を述べま
した。
また午前の部の最後は当社担当者による

プレゼンテーション「FORUM8の新道路橋
示方書対応について」。初めに大幅な変更が
見られる道路橋示方書最新版（平成29年改
定）の主な内容と留意ポイントを解説。これ
を受けて、UC-1シリーズの橋梁上部工およ
び橋梁下部工シリーズを中心とする当社製
品における同改定への対応と段階的な対応
予定、改定を反映した最新製品と旧版（平成
24年道示対応版）との機能の比較を、事例

に対する操作を交えて紹介しています。

午後の部セッションは、大阪大学大学院
工学研究科環境・エネルギー工学専攻の矢
吹信喜教授による特別講演「CIM最新情報 
～VR/AR/IoT/ビッグデータ活用～」で再開
しました。建設業界を巡る様々な課題に触
れた後、そうしたソリューションの一つとして
建築分野で2004年から取り組まれたBIM、
その考え方を基に国交省が2012年から土
木分野向けに推進してきたCIMへの流れを、
世界の関連動向と日本との対比を交えて整
理。その上で氏の考えるCIMの定義、これま
でのCIM導入に向けた国交省の取組み、そ
の一環として2017年3月に策定された「CIM
導入ガイドライン（案）」の概要とポイント、
buildingSMART Internationalをはじめ関
連する国際標準化の動向と日本の対応など
について解説。また、2015年から国交省が
これと並行して推進しているi-Construction
の骨格的な施策と狙い、欧米やアジアの
主要国を中心とする海外のBIM/CIM関連
の取組み、品質確保を目的とした発注方式
を巡る新たな動きとECI（Early Contractor 

Involvement）への注目、BIMにおける米国
のProgram Managerを参考にしたCIM技術
者育成に向けた取組みへと話を展開しまし
た。加えて、こうした流れを踏まえた自らの研
究室における近年の取組みとして、1）VRや
マルチエージェントを用いた駅の方向案内板
の視認性検討、2）ARによる温度や湿度、風
など環境データの可視化、3）IoT対応の一環
としてのLPWA（Low Power Wide Area）活
用、4）ディープラーニングによるコンクリー
トひび割れ検出、5）SFM（Structure from 
Motion）で作成した3Dモデルを使った画像
マッチングによる写真の位置検出、6）IoTで
蓄積されるセンシングデータのARと連携した
活用検討などを紹介。さらに、Society 5.0に
向けSIPを通じて取り組むインフラの維持管
理におけるAI利用、「官民研究開発投資拡大
プログラム（PRISM）」（内閣府）における革
新的建設インフラ維持管理技術や革新的防
災・減災技術に関するICT活用の新たな展開
にも期待を示します。
続いて、当社担当者が「IM&VR CIMソ

リューションとi-Construction」と題してプレ
ゼンテーション。UC-win/Roadを中核とし、
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東京大学大学院
工学系研究科
前川 宏一 氏

大阪大学 大学院工学研究科 
環境・エネルギー工学専攻 教授
矢吹 信喜 氏
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Day3のフィナーレは、国土強靭化に
資する事例や成果を顕彰する「第4回 ナ
ショナル・レジリエンス・デザインアワード
（NaRDA）」の各賞発表および表彰式が飾
りました。審査員は昨年に引き続き、審査委
員長である東京都市大学災害軽減工学研究
室の吉川弘道教授、芝浦工業大学副学長・
工学部土木工学科都市環境工学研究室の
守田優教授、群馬大学理工学部の若井明彦
教授の3氏が務めました。
NaRDAは土木・建築構造解析、地盤、水

工、防災といった各分野を対象とする応募
作品について、11月11日に最終審査会を開
催。表彰式ではまず、審査会で応募作品の
中から選ばれたノミネート作品の概要を紹
介した、各出品者にノミネート賞を授与。こ
の中から、グランプリの「太陽電池支持物の
架台構造設計」（ネクストエナジー・アンド・
リソース株式会社）、準グランプリ優秀賞の
「PC-壁体の実大実験と非線形プッシュオー
バー解析による整合性の検討」国土交通省
中部地方整備局道路構造物研究会・橋梁技

術研究会）、「審査員特別賞 Performance-
based Design賞」（日本コンクリート工業株
式会社）および、各審査からの特別賞が表彰
されました。
吉川委員長による審査員総評では、グラン

プリ受賞作品について、エネルギー関連という
新たな試みであることに注目。また、計算書にす
れば数百ページにおよぶと考えられる設計を、
NaRDAのコンセプトに沿って少ない枚数でわ
かりやすい作品として示すということについても
ポイントであると述べられました。

エネルギー関連という新たな試みにも注目

第3回 ナショナル・レジリエンス・デザインアワード 受賞作品

受賞者の皆様

最終審査の様子：左から吉川氏、守田氏、若井氏

フォーラムエイト東京本社セミナールームにてノミネート
作品審査会を実施

そこに設計や解析の各種ソフトウェアのデー
タを連携するというフォーラムエイトの提供
するIM&VR CIMソリューションの考え方、過
去20年にわたる3Dモデル活用と各種シミュ
レーション機能の拡張の流れ、主要なCIM
対応製品と今後の開発予定を説明。併せて、
i-Constructionへの対応として点群モデリン
グとその活用に触れ、SFMなどの手法も用い
て作成したVRの多様な活用について過去の
3D・VRシミュレーションコンテスト・オン・ク
ラウド受賞作品を例に解説しました。また、
UC-win/Road最新版（Ver.12）の主な特徴
や開発中の新機能、多様なシステムとの連
携、Society 5.0など国の施策を睨んだ今後
の展望にも言及しました。
デザインコンファランス最後のプレゼン

テーションは一般財団法人最先端表現技
術利用推進協会（表技協）理事の稲垣竜

興氏による「表現技術検定（建設ICT）に
ついて」。表技協の基本方針を提示した上
で、その一つのアプローチとして表現技術
検定を着想するに至った背景、同検定を
通じて国の施策（超スマート社会やCIM、

i-Constructionなど）に対応した先進かつ高
度な建設ICTの普及への貢献を目指そうとの
考え方を解説。2018年春の正式公開に向け
検討を進めている現状にも触れました。

一般財団法人
最先端表現技術
利用推進協会 理事
稲垣 竜興 氏
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太陽電池支持物の架台構造設計
－3次元立体骨組構造解析による詳細設計－
ネクストエナジー・アンド・リソース株式会社

発電用水圧鉄管の耐震性能照査
－フレームモデルによる時刻歴応答解析－
応用技術株式会社

外装の年間負荷計算解析
－窓システム性能比較のための解析－
株式会社竹中工務店

側溝蓋のひび割れに関する解析的検討
－平板要素でモデル化した側溝蓋の FEM解析に
　よるひずみ値からの考察－　　アーボ株式会社

ガス管変位地盤解析
－立坑掘削によるガス管への影響解析－
若鈴コンサルタンツ株式会社 大分事務所

鋼製地中連続壁工法 -II の解析による強度検証
－解析による数値実験で曲げ耐力および剛性の評価方法を検討－
鋼製地中連続壁協会

GRAND PRIX

HYDROSYSTEM RISK 
MANAGEMENT AWARD

NOMINATION AWARD

INTEGRATED DESIGN 
AWARD

グランプリ

PC - 壁体の実大実験と非線形プッシュオーバー
解析による整合性の検討
－ファイバー要素とM-φモデルの適用性の検討－
日本コンクリート工業株式会社

EXCELLENT AWARD
準グランプリ 優秀賞

8連水門の耐震性能評価
－特殊構造 8連樋門のフレーム解析による耐震照査設計－
シビックアーツコンサルタント株式会社

PERFORMANCE-BASED 
DESIGN AWARD
審査員特別賞
東京都市大学 災害軽減工学研究室 教授（審査委員長）　吉川 弘道 氏

審査員特別賞
芝浦工業大学 副学長　芝浦工業大学 工学部土木工学科 
都市環境工学研究室 教授　守田優 氏

審査員特別賞
群馬大学 理工学部 教授　若井 明彦 氏

ノミネート賞

本件は、地上設置型太陽光発電システムの架台構造、部材構成を決定する構造設計
である。モジュール（太陽光パネル）には、自然外力として積雪，風圧が作用し架台
には地震力が作用する。このため、モジュールを支える上桟，下桟，支柱には曲げ，引
張，圧縮応力が作用し、部材の挙動はより複雑になり判定結果を得るまでにはかな
りの時間を要す。
そこで、本検討は、3次元FEM解析ソフト『Engineer's Studio®』の機能を活用し
た専用設計ソフトウェアを開発し、可能な限り入力作業時間と判定結果までの作業
時間を短縮し、作業効率を向上させたものである。なお、三次元立体骨組解析によ
る構造計算を行うことから、より現実に近い部材の変位，断面力，たわみが算出され
るとともに安全性を判定できることが特徴である。
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海外イベントレポート

2017年9月19日～9月21日の3日間、上海世

博展覧館にて2017中国自動車テスト及び品

質管理博覧会 (Testing Expo - Automotive 

- China) が開催されました。このイベント

は、自動車開発に関わる最新のテスト・開

発・検証技術が世界各国から集い、車両テス

ティングの展示会としては中国国内で最大規

模を誇ります。また、中国だけでなくヨーロッ

パやアメリカ、韓国では毎年、インドでも隔

年で開催されており、自動車メーカーや自動

車関連の企業にとって大変重要な国際イベ

ントとなっています。本年は品質検証、耐久

性検証といった従来の車両テスティング関連

技術だけでなく、ADAS (Advanced driver-

assistance systems：先進運転支援システ

ム) やテストシミュレーション関連の出展も

多く見られ、これらの技術への関心の高まり

が感じられました。

フォーラムエイトは昨年に続き2度目の出

展となり、ブースではUC-win/Road及びUC-

win/Road簡易型シミュレータをベースに、ス

テアリングの制御シミュレーション、ADAS

関連のアルコリズム検証など、車輌テスティ

ング向けのソリューションを展示し、Oculus

の体験デモンストレーションを行いました。

天気に恵まれなかったこともあり、来場

者は全体的に少ない印象ではありました

が、やはりADASに関心をもって来場される

方が多く見受けられまし

た。フォーラムエイトでも、

UC-win/Roadと連携して

ADAS機能の検証を行うシ

ステムや、運転シミュレー

ションなどについて質問を

受けました。ハイブリット

車、EV車向け新しい機能

の開発、IoT関連通信用の

検証などの検討もありまし

た。

また、弊社隣のブースに

はフォーラムエイトの国内ユーザ様でもあ

る東洋テクニカ社が出展しており、カメラを

用いて被験者の頭部運動、視線方向、まぶ

たの開きなどの計測を行うSmart Eye Pro 

Systemと弊社UC-win/Road連携の展示も

行っていました。弊社とともに来年スペース

更に拡張して継続の出展を予定しています。

フォーラムエイトは、中国では上海、青島

に子会社を設け事業展開を行っています。特

に自動車や、ITS、交通領域でのソフトウェ

アの活用しやすさ、機能性と利便性につい

て多くのユーザから高い評価を受けており、

業績も大幅に伸びています。UC-win/Road 

Ver.13では、更に道路モデリング機能やド

ライビングシミュレーション機能の強化、

VISSIMとのリアルタイム連携機能の強化を

予定しています。今後も、引き続き進化する、

UC-win/Road連携システム、関連ソリュー

ションにご期待ください。

Automotive Testing Expo China 2017
●日時：2017年9月19日～21日

●会場：Shanghai World Expo Exhibition & Convention Center
主催：UKIP Media ＆ Events Ltd.

コンピューターグラフィックスとインタラ

クティブ技術をテーマにした展示会イベント

「SIGGRAPH ASIA 2017」が2017年11月

27日～30日、タイ・バンコクで開催されまし

た。1974年に米国で始まった歴史ある国際

会議のアジア版として、2008年から冬季にア

ジア地域で開催されているこのイベントは今

回で10回目を迎えました。

フォーラムエイトは今回、4コマの規模で

出展し、リアルタイムVRソリューション「UC-

win/Road」を軸とした体験できる展示物に

は、アジアを中心とした世界からの来場者に

大きな注目を浴びました。

中でも、VR（バーチャル・リアリティー）の

映像を、HMD（ヘッドマウントディスプレー）

で実寸大・立体で見ながら、前後左右の傾き

と上下動を体感できる「VRモーションシー

ト」は大人気でした。東京・品川の町に巨大

な仮想ジェットコースターを建設し、それに

乗るというスリリングな体験が味わえるもの

です。シート横のモニターには、HMDの映像

が映し出され、順番待ちをしている高校生ら

からはそのスリルを想像して「キャーキャー」

という黄色い歓声が上がりました。

このVRモーションシートは、韓国・ソウル

のフォーラムエイトオフィスから空輸したも

のです。タイではハイテク製品の輸入手続き

SIGGRAPH ASIA 2017 BANGKOK
●日時：2017年11月27日～30日

●会場：BITEC（タイ・バンコク）
主催：ACM SIGGRAPH
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が厳しいため、韓国の担当者もタイに行き、

通関したという苦労もありました。そのかい

あってか、順番待ちの列が途切れないほどの

人気で、フォーラムエイトの技術力を来場者

に存分にアピールしていました。

絵はがきにAR（拡張現実）技術をプラスし

た「AR Mail From Harbin」も人気を集めて

いました。名所・旧跡などの旅先から数回に

分けて送った絵はがきの裏には、建物の平

面図が分割して印刷してあり、これを並べて

スマホで見ると3D映像が浮かび上がるとい

うものです。絵はがきを受け取った人も現地

に行った気分になれるという新しいアイデア

です。

このほかの展示物としては、フォーラムエ

イトの技術開発を担う研究者集団「World 

16」が制作したVR作品に専門家からの注目

が集まっていました。ドローン（無人機）と

Uc-win/Roadをプラグインによって連動さ

せ、自動的に空撮や構造物の点検を行うシス

テムや、3Dプリンターで作った東京・目黒の

円融寺の模型に小型プロジェクターで実物同

様の映像を投影するプロジェクション・マッ

ピングシステムシステムも人気を集めていま

した。

高校生たちには、手のジェスチャーを検知

する「Kinect」によって運転するドライビング

シミュレーターや、HMDの「Oculus Hive」

で運転する鉄道シミュレーターゲーム「鉄道

運転士」なども人気でした。

これらの展示物はフォーラムエイトの東京

本社から、社員が手分けしてバンコクの展示

会場まで持ってきたものです。特に3Dプリン

ターで作った模型などは壊れやすいため、袋

に入れて慎重に運んできました。

次回の「SIGGRAPH ASIA 2018」は、

2018年12月4日～7日に東京国際フォーラム

で開催されます。フォーラムエイトは最上位の

「プラチナ・スポンサー」として、運営を積極

的にサポートします。

（取材・執筆：家入龍太）

展示会の様子

タイ・バンコクで開催された「SIGGRAPH ASIA 2017」の展示会場 大盛況のフォーラムエイトブース

HMDで立体映像を見ながら前後左右の揺れや
上下動が体感できるVRモーションシート

現地の女子高生らにも大人気。常に行列が
途絶えることがなかった

絵はがきにスマホをかざすと建物の3D映像が見
られる「AR Mail From Harbin」を体験する来場
者（左）と説明するフォーラムエイト社員（右）

3Dプリンターで作った模型の上に実物さながら
の映像を投影したミニチュアプロジェクション
マッピング

HMDで運転するシミュレーションゲーム
「鉄道運転士」
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2017年のITS世界会議は、「“Integrated 

Mobility Driving Smart Cities”　スマート

シティを加速する統合モビリティ」をテーマと

して、カナダのモントリオールにて開催され

ました。

オープニングセレモニーの開会挨拶では、

日本政府代表として警察庁長官官房審議官 

長谷川 豊様がご登壇され、SIP(戦略的イノ

ベーション創造プログラム)における公道実

証実験環境の整備や、国際条約会議への積

極的参画など、世界に先立つ自動車大国とし

ての、警察庁の取り組みを紹介されました。

ジャパンパビリオンのテープカットへは、総

務省はじめ、各団体の代表者の皆様が参加

し、盛大に行われました。

今回、日本からは30の企業・団体が参加し

ました。フォーラムエイトは、3年連続となる

ランヤードスポンサーとなり延べ8,000名の

来場者にネックストラップを配布しています。

本年も日本国内外のお客様に多数、弊社ブー

スへご来場いただきました。

今回、新たに発表したVR Motion Seat

は、低価格・小型ながら3軸のモーションプ

ラットフォームを搭載し、HMDと連携させた

1人用のシミュレータです。

UC-win/Roadで、モントリオールの街中を

ジェットコースターで走行するコンテンツを

紹介しました。HMDの他にもゲーム用簡易

ステアリングといったハードウェア構成でカ

スタマイズ対応することが可能です。

また、UC-win/Roadドライブ・シミュレー

タでは、ステアリングのトルク制御をUC-

win/Roadで行い、モントリオールの街並み

を再現したVRデータ内で自動運転を行うシ

ミュレーションを行いました。このシステム

を活用することで、自動運転システム開発時

のステアリングトルク制御試験を、UC-win/

Roadのシナリオ機能により、様々な条件設

定を組み合わせて実行することができます。

脳波ドライビングシステムはメディアの注目

を集め、ITS世界会議2017のDailynewsでも

大きく取り上げられました。

また、トヨタ自動車株式会社や、株式会社

デンソーブースでは、UC-win/Roadを採用さ

れたドライビングシミュレータによる最新の

ITS技術体験が展示されました。

屋外展示では、アイシン精機の自動バレー

駐車システムの体験デモンストレーションが

会場の地下駐車上で実施され、注目を集めて

いました。5Gのコネクティッドカー実装に向

け、通信にフォーカスした展示も実施されて

おり、屋外での通信のハンドオーバーを最適

化した実証実験結果などもが紹介されてい

ました。

弊社では、各種研究開発プロジェクトを進

めており、ディープラーニング、AI関連の研究

開発を実施しており、今後もITS・自動運転の

開発に役立つ機能開発を積極的に進めてい

きます。ぜひ、ご期待ください。

第24回ITS世界会議モントリオール2017
●日時：2017年10月29日～11月 2日

●会場：Le Palais des congres de Montreal
主催：ITS America / ITS Canada

FORUM8 allows people to drive via brainwave activity（ITS世界会議 Dailynews） ▼

　

日本パビリオンテープカットの模様
（総務省他、各団体の代表者が参加。)

フォーラムエイトブースへは、ドライブ・シミュレータ、VR Motion Seat体験など、多数のに皆様にご来場いただきました。

UC-win/Roadを採用した各社のシステム展示（フランスBMIA、デンソー、トヨタ自動車）脳波ドライビングはITS公式Dailynewsで
取り上げられた（下記サイト）

会場内のフォーラムエイトバナー
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2017年10月25日（水）～26日（木）の2日

間、マイドーム大阪において「建設技術展・近

畿 2017」が開催されました。今回で10回目

を迎え節目となるこの展示会は、従来の建設

技術の改良やi-Constructionの推進を目指

し、防災、環境、コスト削減、安全・安心、成

功、維持・更新、IT・ICTなど幅広い分野にお

ける多様な技術展示を行うもので、約15000

人もの方にご来場いただきました。

各社の展示はCIM/i-Constructionに関す

るものが多く、VR、ARの活用技術の他、エ

ミュレータによるUAV、製造業・建機製造

メーカーでの重機遠隔操作実演などが目を

引きました。橋梁模型製作コンテストも併催

され、土木・建築系の学校関係者、ゼネコン

を含めて全41チームが参加し、高いレベルの

技術を競い合う様子が見られました。

フォーラムエイトでは「国土の安全安心

を支えるIM&VR」をテーマとして、UC-win/

Roadと赤外線深度センサーを使ったジェ

スチャインターフェースシステムの展示や

SENSOドライブシミュレータによる自動運

転シミュレーションなど、多くの方にシステム

を体験をしていただき、UC-win/Roadによる

CIMデータの活用についてご提案させていた

だきました。また、新道路橋示方書も改訂さ

れるため、対応新製品の展示も行い、業務の

効率化や生産性向上につながるご相談をい

ただきました。今後もCIM・i-Construction、

国土強靭化などで活用いただける多様なソ

リューションを提案していきます。

建設技術展・近畿 2017
●日時：2017年10月25日～26日

●会場：マイドーム大阪
主催：日刊建設工業新聞、一般社団法人近畿建設協会

建築新人戦は、大学生などが所属する教育

機関で取り組んだ設計課題作品を対象として

実施されるコンテストです。一次審査を突破

した100作品は会場に展示され、二次審査・

公開審査会において最優秀新人が決定され

ます。荒削りではありながら、挑戦的なアイデ

アを詰め込んだ作品が多く集まっており、公

開審査でのプレゼンテーションでも豊かな表

現力をもって、審査員と質疑応答を繰り広げ

る姿はとても頼もしく感じられました。

今年度は昨年度を大幅に上回る902件、34

都道府県から応募が集まり、内容的にも緻密

な作品が多く、審査員からも賞の決定に苦労

したというコメントが漏れました。最優秀賞

は決選投票に持ち込まれ、拮抗した戦いとな

りました。受賞作は建築施設の利用者や環

境を考慮、雑多的空間にアートを追及すると

いう独特の世界観を備えていました。

弊社は協賛企業としてシステム展示を

行いました。先進のVR技術、BIMソリュー

ションの活用事例として、BIMの技術を活

用して2017年8月に竣工した弊社社員寮

TAKANAWA HOUSEの建築計画を紹介し、

意匠、構造、環境といったソフトによる多彩な

アプローチに興味を持っていただきました。

建設技術展・近畿 2017
●日時：2017年9月23日

●会場：梅田スカイビル　タワーウェスト
主催：建築新人戦2017実行委員会

現在を支え未来を創る先進建設技術と

題して今年も建設技術フェア2017in中部が

開催されました。今年は産・学・官の技術情

報交流の場を提供し、ロボット、IoTの活用

やi-Constructionを推進し、学生や一般の

方々に触れていただく良い機会として開催さ

れました。各社様々な分野で出展しており、

ロボット技術、防災関連、維持管理、環境、

i-Constructionと分野ごとに固まって展示し

ていた。弊社のお客様も多く出展しており、

コンクリートメーカ―様などでは実物のコン

クリートを置いてのデモを見られました。

フォーラムエイトではUC-win/Roadを中

心としたCIM・i-Constructionで利用され

ているソフトやシステムを体験いただきまし

た。具体的にはDSやOculus体験、赤外線深

度センサーを用いた都市空中散歩などでVR

データを体験いただき、建設現場への安全

確認での利用などご案内し、学生も含めたお

客様にご提案できました。他にも道路橋示方

書が改訂されることから設計計算のソフト、

図面出力、3D図面編集、積算といった弊社の

CIMソリューションをご紹介しました。

さらなる技術開発を行い、よりご利用いた

だけるように努めて参ります。今後ともご期

待ください。

建設技術フェア 2017 in中部
●日時：2017年10月18日～19日

●会場：吹上ホール
主催：国土交通省中部地方整備局、名古屋国際見本市委員会
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2017年10月18日（水）～19日（木）、福

岡市の福岡国際会議場にて九州建設技術

フォーラムが開催され、「生産性革命をめざ

して」をテーマに100社を超える企業が機器

やパネルを展示しました。

弊社はCIM、i-Construction関連の製品

や機器を中心に展示を実施。3次元バーチャ

ルリアリティソフトUC-win/RoadのUAVプ

ラグインやHMDとの連携、地震シュミレータ

体験、BIM／CIM統合ソフトAllplan、3D配筋

CADなど、UC-1シリーズの土木設計ソフトと

連携する各種製品を紹介しました。

また、kinectを使用した「都市空中散歩」

やSenso-Wheeleによる自動運転デモなど

も展示し、2日間で140名を超える方に来訪い

ただきました。

2017年7月の九州地方豪雨災害の際にも

活躍したドローンの活用による、航空写真や

航空測量自動撮影技術などについて、多く

の方に興味を持ってご覧いただきました。土

木・建設分野における省力化や生産性向上

に資するべく今後も製品開発を進めていきま

すので、どうぞご期待ください。

九州建設技術フォーラム2017
●日時：2017年10月18日～19日

●会場：福岡国際会議場
主催：九州建設技術フォーラム実行委員会

 2017年10月25日（水）～27日（金）、広島

市の広島産業会館西展示館にてひろしまIT

総合展2017が開催されました。2年に1度開

催される中国地方最大のIT・情報通信・情報

サービスの総合展であり、今回は過去最大の

132団体、150ブースの出展および、約2万人

の来場がありました。

弊社ブースでは、３次元バーチャルリアリ

ティや3D・VRをクラウドで利用できるVR-

Cloud®、kinectTMによる空中散歩、ドライブ

シミュレータなどを展示しました。広島で初

展示の脳波ドライビングや自動運転などが関

心を引き、3日間で合計300名の方に来訪い

ただきました。その中には広島市の松井市長

のご来場もあり、自動運転や首都高速道路の

運転シミュレーションなど、最新のVR技術

を体験していただきました。

弊社ではこのようなVRと連携したさまざ

まなシステムを提案しており、実証実験や研

究など幅広い分野での活用をサポートしてい

ます。これからもUC-win/Roadを中心とした

システムやサービスにご期待ください。

ひろしまIT総合展2017
●日時：2017年10月25日～27日

●会場：広島県立広島産業会館西展示館
主催：ひろしまIT総合展2017 実行委員会

2017年11月1日(水)～2日(木)の2日間、新

潟市の産業振興センターにおいて「けんせつ

フェア北陸in新潟2017」が開催されました。

本フェアは、産・学・官の優れた建設技術

を一堂に集め、技術の研鑽・並びに技術情

報交換の場として、また新技術・新工法の積

極的な活用・普及を図ることを目的に平成5

年から2年に１回開催されています。13回目を

迎えた今回は『生産性革命を支える建設技

術』をキャッチフレーズに152機関から326の

技術展示を実施。さらにi-Constructionに関

するICT建設機械の実演や技術解説、プレゼ

ンテーションといったイベントも併催され、

4,700名が来場されています。

弊社では、「VR-Design Studio UC-win/

Road ～IM&VR フォーラムエイトが進める

i-Construction～」をテーマとして、UC-win/

Roadを中心として、各種土木設計・構造解

析ソフトやクラウドシステムとの連携、マルチ

フィジクスモデル対応事例として地震シミュ

レータ、遠隔操作におけるマンマシンイン

ターフェイス開発例、UAVプラグインによる

飛行計画作成から自律飛行、ドライブシミュ

レータによる走行実験検証の活用事例など、

i-Constructionを統合ソリューションで提供

する技術を紹介しました。

現在、UAVの飛行では機体操縦者とカメラ

操作の2名による作業が標準となっているよ

うですが、UC-win/Road UAVプラグインを

使用することで、UAVを制御しながら飛行計

画における撮影ポイントやカメラ操作を予め

検討することが可能となり、定期点検のよう

な繰り返しの作業の場合にも同一ルートを

飛行させることができます。

近々リリース予定のUC-win/Road Ver.13

では土量計算、汎用画像処理によるセグメン

テーション化を行いオブジェクト認識（歩行

者、標識）と情報出力といった機能の搭載を

予定しています。今後もi-Constructionに関

する機能を強化してまいります。

けんせつフェア北陸 in 新潟
●日時：2017年11月1日～2日

●会場：新潟市産業振興センター
主催：「けんせつフェア北陸in新潟2017」実行委員会事務局
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「デジタル・コンストラクション」コンソー

シアムは、慶應義塾大学SFC研究所の主催

により、建設生産とデザインを総合的に捉え

たデジタル技術の具体的な応用展開を目的

とした情報交換ネットワークづくりとして進

められているプロジェクトです。

2017年11月22日に、慶應義塾大学SFCが

研究活動成果を広く社会に公開する場とし

て毎年開催している「SFC Open Research 

Forum (ORF)」にて、「産学連携で探る建

築・建設システムのイノベーション」と銘打ち、

「デジタル・コンストラクション」コンソーシア

ムについてのセッションが行われました。

セッションでは、本コンソーシアムの主催

である池田研究室と参加企業数名での討議

セッションが行われました。セッションでは、

複雑で精緻な形状の施工をソフトウェアで解

決した曲面屋根、口永良部島での現地の竹を

利用したコンクリートシェル構造、HP曲面型

枠をつくるための安価なマイクロコントロー

ラーで制御したツールなどの事例や、瓦を曲

面に貼る提案、CLTの単材を反復し曲面をつ

くる提案などが発表されました。

デジタルコンストラクションは、これまで

のデジタル設計やデジタルファブリケーショ

ンとは異なり、建築または土木構造において

はるかに包括的な範囲をカバーする概念で

す。討議では、このコンソーシアムを通じて、

設計から施工におけるこれまでの分業化を

乗り越え、領域融合することで新しい価値で

きないかとの見解もありました。

コンソーシアムの活動に興味ある方は下記

サイトでの情報もご覧ください。

フォーラムエイトは2017年11月24日

～26日、幕張メッセにて開催された鉄筋

EXPO2017に出展いたしました。世界初の鉄

筋業界の展示会となり、鉄筋にかかわるあら

ゆる情報や技術が紹介されました。

鉄筋そのものの展示の他、組み立てや加

工に関するツール、作業補助ウエア、鉄筋モ

ニュメントなどが展示されており、普段は触

れることのできない技術を垣間見ることがで

きる貴重な機会となりました。特に圧巻だっ

たのは鉄筋加工ロボットで、D51の鉄筋の曲

げ加工が完全無人化で実演されていました。

また特設ステージでは「TETSU-1グランプリ

（第2回）」も開催され、各県から選りすぐり

の選手たちが技能レベルを競っていました。

フォーラムエイトでは、「VR-Design 

Studio UC-win/Road ～IM&VR　フォーラ

ムエイトが進めるi-Construction～」をテー

マにUC-win/Roadを中心とした展示を行

いました。UC-1 橋脚の設計・3D配筋CAD

から、3D図面作成、UC-win/Roadの3Dモ

デルへの一覧の流れを体験できるデモを実

施し、鉄筋の干渉チェック機能など3Dを活

用した機能にも興味を持っていただきまし

た。弊社ではUC-win/RoadのVRを軸とした

i-Constructionへの取り組みを進めておりま

す。今後もご期待ください。

鉄筋EXPO 2017
●日時：2017年11月24日～26日

●会場：幕張メッセ
主催：鉄筋EXPO2017実行委員会

デジタルコンストラクションコンソーシアム
●日時：2017年11月22日

●会場：デザイン・リエゾン・センター
主催：慶應義塾大学SFC研究所

▼「デジタル・コンストラクション」コンソーシアム
　https://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/consortium/digicon.html
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フォーラムエイトは2017年10月3日～

6日の3日間、幕張メッセにて開催された

CEATEC JAPANに出展いたしました。

情報活用型社会到来に向けたモノ・サー

ビス・テクノロジーが一同に会する国内最大

級の最新技術の展示会で、インフラ系、製造

業、機械、データマネジメント、セキュリティ

等さまざまなテーマに沿った出展展示が行

われました。あらゆるものがネットワークと

につながる中で、自動車業界でも自動運転

技術を軸として、「つながる車（コネクティッ

ドカー）」についての情報発信が目立ちまし

た。

弊社ブースでは、「バーチャルリアリティ

の時代UC-win/Road　～AR／VRが創るイ

ノベーション～」をメインテーマとして、UC-

win/Roadを活用した多数のシステム展示を

行いました。ドライブシミュレータ、鉄道シ

ミュレータ、自動車シミュレータといったシス

テムを、ハンドル、マスコンなどの実際の操作

デバイスで体験いただき、来場者の関心を集

めました。

IoT、Society5.0を実現するためのプラット

フォームとして、UC-win/Roadの今後の発展

にご期待ください。

CEATEC JAPAN 2017
●日時：2017年10月3日～6日

●会場：幕張メッセ
主催：CEATEC JAPAN 実施協議会

東京ゲームショウはコンピューターエ

ンタテイメントの総合展示会であり、E3、

Gamescomと並ぶ世界三大ゲームショウで

もあります。今回は新設された「eSportsコー

ナー」が特に注目されました。eSportsとは

「エレクトロニック・スポーツ」の略で、電子

機器を使用したスポーツ競技対戦ゲームであ

り、は特に激しく動作する大型筐体とHMDを

組み合わせた展示が反響を呼んでいました。

フォーラムエイトは「VR/ARコーナー」

にて、3Dコンテンツ・ゲーム開発等を制作

するCRAVA（2014年に弊社と事業統合）

との併設展示を行いました。フォーラムエ

イト側ではUC-win/Roadをゲームモデリン

グソフトウェアとして提案し、15分程度で

HMDを用いたVRレースゲームを制作しプレ

イできる体験コーナーが好評でした。また、

CRAVA社側ではPSVR鉄道運転ゲーム「鐵

（KUROGANE)」のプレリリースを兼ねた

展示を行いました。「鐵（KUROGANE)」

の制作にはUC-win/Roadをゲームマップエ

ディタや走行などの基本システムとして活用

し、その後PS4/PSVR対応や詳細なゲーム

システムの作り込みにおいて、汎用ゲームエ

ンジンソフトに換装され制作されました。他

にもSDKを用いた開発によりUC-win/Road

とwebGLを同期させ、それぞれが生成した

キューブによって陣取りを行うゲームなど、

数種類のゲームを紹介しました。

東京ゲームショウ2017の模様は東京MXよ

り毎週金曜日放映されている「パックン・河

北麻友子・池澤あやか ＶＲフレンズ２」でも

放映されています。番組の方もぜひご覧くだ

さい。

TOKYO GAME SHOW 2017
●日時：2017年9月21日～24日

●会場：幕張メッセ
主催：一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会（CESA）
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「レジャー＆サービス産業展」では、外

国人観光客の増加を目指す「インバウンド

2020」や少子高齢化対策をキーワードとし

て、解決策となるソリューションが各企業で

展開されていました。弊社では初出展となり、

「VR/ARで創るレジャー産業ソリューション

～観光VR、HMD、VR-Cloud®～」をテーマと

して、VRシステムの各種展示を行いました。

赤外線深度センサーとUC-win/Roadを連携

し、人の動きをシミュレーションに反映させ

た「都市空中散歩」は、世界の8都市をジェス

チャにより飛行するもので、観光業界から好

評いただきました。

生体信号をシミュレーションに反映させた

「脳波で運転！」は、ボリビアの山道を自動車

で走行する奇抜な内容で、多くの方に関心を

持っていただきました。また、紙に印刷された

建物の形状マーカから、専用のARアプリを使

用して、歴史的建築物をAR表示できる「AR

レター」も好評で、遊園地のDM案内で使用し

たいといったお話もいただきました。

一方他のブースでは、プロジェクションマッ

ピングやVRによるフィットネスマシンなどが

展示され、VRへの高い関心が伺えました。

今後も弊社では、IoTデバイスを活用して観

光地の展示用や広報用に活用可能なVRを提

案し、業界の発展に寄与してまいります。

レジャー&サービス産業展 2017
●日時：2017年10月19日～20日

●会場：東京ビッグサイト
主催：綜合ユニコム株式会社、『月刊レジャーサービス産業資料』

農業分野ではアジア最大規模の第7回「農

業ワールド2017」が幕張メッセで開催され、

弊社は「次世代農業」の分野に出展しまし

た。海外企業を含む過去最多800社が出展、

IT農業、ドローン、植物工場など、日々進化す

る製品や技術が展示され、農家、農協、参入

検討企業の方々の来場で賑わいを見せてい

ました。

弊社ブースでは「VRで農業イノベーショ

ン～VR-Cloud®、UAV、センシング、IoT～を

テーマとして、UC-win/Roadを利用したVRト

ラクタシミュレータ、赤外線深度センサーと

UC-win/Roadを連携させたジェスチャイン

ターフェースによるVR田植えシミュレーショ

ン、遠隔制御UAVなど、各種デバイスとVRの

連携システムを展示いたしました。

トラクターの自動運転はすでに実験が進

んでいる状況にありますが、現在は直進走行

での実験で、田植えエリアでの折返し時がマ

ニュアル操作であることや、予期せぬアクシ

デントへの安全対策に向けたVR活用につい

ての話題がありました。高齢化で遠方農地に

おける作物の育成確認や農薬散布が負担に

なるという課題では、UC-win/Road・UAV

プラグインを用いたドローンの自律飛行によ

り、カメラによる生育確認や診断結果にもと

づいてピンポイントに農薬散布を行うとう

いったシステムのニーズについてご相談いた

だきました。

UC-win/Roadでは準天頂衛星システム

「みちびき」を使った自動運転技術の向上、

3次元モデルの画像処理によるセグメンテー

ションのフレームワーク実装などを予定して

おります。今後の取組みにご期待ください。

農業ワールド 2017
●日時：2017年11日～13日

●会場：幕張メッセ
主催：リードエグジビジョンジャパン株式会社

G空間EXPOでは、会議前日に4号機の打

ち上げに成功した準天頂衛星「みちびき」（詳

細：本誌P.25）への関心が背景となって、主導

者であるJAXAや準天頂衛星システム株式会

社のブースでは、今後想定される活用例やデ

バイスなどが注目を集めました。

弊社のUC-win/Roadは、これらの点群

データや地理院タイルなどの各種GISデータ

を取り込み、3次元空間を生成、保持する位

置座標を利用することで、GPSを活用やこれ

と同期させたシミュレーションが可能となり

ます。出展社講演やブースでは、「みちびき」

と連携したAR、3Dプロジェクションマッピ

ングユニットや営業管理システムなども提案

し、実際にソフトを体験いただきました。

測位精度の向上によりIoT、Soiety5.0、

ADAS、AIなどさまざまな研究開発の飛躍的

な進化が見込まれる中、ソフトのさらなる進

化はもちろんのこと、他のソリューションとの

差別化が求められます。弊社のソリューショ

ンに今後ともご期待ください。

G空間EXPO
●日時：2017年10月12日～14日

●会場：日本科学未来館
主催：G空間EXPO2017運営協議会
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「高速道路を支える最先端技術」と題し

て開催された今回のハイウェイテクノフェア

は、出展者数、出展技術数、来場者数の全て

において過去最多数を記録し、業界全体とし

て昨今の高速道路に関する技術への関心の

高さがうかがえました。

会場全体でi-Constructionに関連する展

示が目立ち、大成建設株式会社では、HMD

を着用しながら建設重機を遠隔操作する

「T-iROBOHMD型重機遠隔制御システム」

運用の様子が展示されていました。このシス

テムは、空間への没入性向上に加えて、全周

囲映像により任意箇所の視点による操作が

可能となっており、災害復旧現場での活用が

期待されるものでした。

弊社では「CIM、i-Constructionを切り開

くIM＆VR」をテーマとして出展し、ICT技

術を活用した各種システムを展示しました。

CIM/i-Constructionのプラットフォームとな

るUC-win/Roadを用いたi-Constructionシ

ステムとして、ドライビングシミュレータによ

る高速道路建設環境の評価や、起こりうる危

険事象の検証、また、UAVを同期させ自律飛

行および撮影を行うシステム等を紹介しまし

た。

会場特設のプレゼンテーションコーナー

ではH29道路橋示方書、部分係数法による

計算に対応した新製品として、橋脚の設計を

披露。計算後の同データから半自動で作成し

たCIMフォーマットとGISやフリーマップデー

タを活用して、即座に空間を構築し、シミュ

レーションまでをデモンストレーションで紹

介しました。

弊社はガイドラインや各種フォーマットの

整備が急速に進むCIMに対応するソリュー

ションを拡大しております。今後もご期待く

ださい。

ハイウェイテクノフェア 2017
●日時：2017年11月21日～22日

●会場：東京ビッグサイト
主催：公益財団法人 高速道路調査会

第20回モーターショーと同時開催にてあ

いちITSワールド2017が今年も開催されまし

た。ITSということでVICSやバスロケーショ

ンシステム、安全運転支援システム、自動運

転技術など様々な広がりで展示会が開催さ

れました。中でも注目としては安全・安心な

モビリティ社会の実現ということで自動車

メーカーではコネクティッドカーでの交通問

題の解消、公共交通の利便性向上や、官公庁

ではETC2.0などの展示で最新のITSの取り

組みについて展示しておりました。

フォーラムエイトではVR-Design Studio 

UC-win/Roadによる各種システムを展示い

たしました。ドライビングシミュレータを利用

した自動運転デモやOculusRiftCV1とモー

ションシミュレータを組み合わせての運転を

多くのお客様にご体験いただけました。家族

でお越しいただいた方々にも大人気で、長時

間ブースに留まる人たちもおり、行列に並ん

では体験を繰り返されました。また、赤外線

深度センサーを用いてのエアドライブ、高齢

者運転シミュレータ、脳波シミュレータなど

も人気で大人にも楽しめる内容になってお

り、システム構成の説明などを聞き、感心さ

れる方も多くいらっしゃいました。また、多く

の来場者は併催されているモーターショーで

お越しになられた方で、ITSとは何かという

ご質問もいただき、フォーラムエイトでの取

り組み、現在の自動運転での各省庁の取り組

みなどを説明し、今後の展望などについても

お伝えすることもできました。官公庁もあい

ちITSワールドに出展されていることなども

伝えると非常に気になるとのことでいくつか

ご紹介なども行いました。

今後も弊社ではVRを活用し、ITSの今後

発展に貢献いたしますのでご期待ください。

あいちITSワールド 2017
●日時：2017年11月23日～26日

●会場：ポートメッセなごや
主催：愛知県ITS推進協議会、中部経済新聞社
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「第5回鉄道技術展2017」では、鉄道会社

や機材メーカーが多く出展し、東京メトロの

ブースでは実証実験用として九段下駅に設置

した大開口ホームドアの実物が展示され、来

場者の目を引いていました。

弊社では以前よりVRを軸にさまざまなシ

ステム提案を行っており、鉄道業界向けの事

例で鉄道運転シミュレータ、駅ホームの景観

シミュレーションなどがあります。今回はUC-

win/Roadとの新たな連携提案としてHMD・

2軸モーションシートを用いた橋梁施工シ

ミュレーション体験、HTC VIVE連携の鉄道

運転士VRゲームを紹介しました。

体験プレゼンコーナーでは、鉄道線形の入

力の簡単さや近年導入が進む駅のホームド

アの検討シミュレーションなどを体験いただ

き、運転訓練や景観検討でのシミュレータ構

築検討商談にも結び付きました。

UC-win/RoadはVer.12より64bit対応と

なっており、解析結果の長時間シミュレーショ

対応など、機能を大きく拡張しています。今後

もCIM対応や組込システムによる各種シミュ

レータとの連携を強化し、新たな鉄道インフ

ラの研究開発、人材育成を支援いたします。

第5回 鉄道技術展 2017
●日時：2017年11月29日～12月1日

●会場：幕張メッセ
主催：フジサンケイ ビジネスアイ

本イベントは西武鉄道株式会社様の社内

イベントで、情報システム部様からの依頼を

いただいての出展となりました。社員の方々

の運動会と併せた、ご家族様やお子様方の

ために様々な体験コーナーが設置されます。

バッティング場や狭山の木を使った木工体験

などがある中、弊社のブースは唯一のソフト

ウェア展示として異彩を放っていました。

今回はUC-win/Roadを使い、鉄道シミュ

レータ、鉄道運転士VR、BlueTigerでのゲー

ムを展示、子どもたちから人気を集めました。

鉄道シミュレータは、実車両部品を使った

大型の運転台と省スペースかつ低コストの小

型運転台の2台を用意しました。特に大型が人

気で、実際の運転経験がある社員様からも、

メーターの動きや操作感など細部までよくこ

だわっていると高評価をいただけました。

鉄道運転士VRでは、VR体験が初めての方

が多く、VR空間に没入するあまり運転操作を

忘れる方も多く見られました。

西武鉄道株式会社 情報システム部様で

は、最先端のVRでの教育を提案する目的が

あり、弊社にご依頼頂いたとのことです。

UC-win/Roadには、エンタメ向けや教育

向けなど、多くの活用方法が考えられます。

東京本社ショールームにシミュレータが展示

されていますので、ご関心のある方は是非と

もお立ち寄りください。

西武鉄道株式会社 スマイルファミリーフェスティバル
●日時：2017年11月18日

●会場：西武ドーム（正式名称：メットライフドーム）
主催：西武鉄道株式会社

8月の名古屋開催に続き、11月23日にキッ

ズエンジニアin東北2017がスリーエム仙台市

科学館にて開催されました。参加企業は前回

の6社から8社に増えての開催となり、多様な

企業による「実践的な学びの場」が提供され

ていたことで、会場は大盛況となりました。

フォーラムエイトは小学生4～6年生を対象

に、VRに慣れ親しみ興味を持ってもらうこと

を目指して、ワークショップ「バーチャル空間

に町や道を作って運転しよう！」を提供しま

した。「UC-win/Road」を用いた駅前広場を

デザインにおいて、モデル配置、オリジナルな

道路生成とシナリオ体験による走行、ジェッ

トコースター作成などを体験いただきまし

た。交通安全シミュレーションのシナリオ

では、人の飛び出しやバスとの接触などで、

ゲームではない現実に即した運転の難しさを

体験し、何度も挑戦される子供もいて、VR活

用、プログラミング教育に繋がったのではな

いかと思われます。

当日3回実施したプログラムで、45名の保

護者の方にもご参加頂きましたが、1時間半

では足りない、こういう機会があればまた参

加したい、子どもたちが楽しく参加できたな

どの声をいただきました。

これからもフォーラムエイトでは、次世代

を担う学生や子供たちに向けたジュニアソ

フトセミナーの開催や他主催イベントに参

加し、VR技術、プログラミング教育、人材育

成、表現技術の活用を通した社会貢献をして

まいります。

キッズエンジニアin東北 2017
●日時：2017年11月23日

●会場：スリーエム仙台科学館
主催：公益社団法人自動車技術会
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フォーラムエイトは2017年11月5日・6日、

「Edvation×Summit2017」に出展いたしま

した。

本イベントを主催する教育イノベーション

協議会は、テクノロジーを活用した教育イノ

ベーション「EdTech（エドテック）」を推進し

ています。産業界や教育関係者が一同に集結

し、「新しい教育の選択肢の提供」「既成概

念にとらわれない教育イノベーターの育成」

を主題として、国内外の先進事例や多様化す

る教育ソリューションを体感できる場を創り

だすことを目指し、日本初のEdTechグローバ

ルカンファレンスとして開催されました。基

調講演会場、パネルディスカッションが行わ

れる海運クラブ国際会議場、最先端テクノロ

ジーと教育の融合が体験できる展示・体験

ブースが出展される千代田区立麹町中学校

の2会場で開催され、弊社はプラチナパート

ナーとして、パネルディスカッションと子供向

けワークショップの展示・体験ブースに参加

いたしました。

モデレーター
松田克巳
（株式会社フォーラムエイト 営業執行役員）

パネリスト
福田知弘 氏（大阪大学大学院工学研究科
　　環境・エネルギー工学専攻 准教授）

品田 健 氏（聖徳学園中学・高等学校 学校改
　　革本部長・Executive ICT Director）

高田寿久（株式会社フォーラムエイト
　 　システム開発執行役員）

パネルディスカッションは、近年急速に活

用が進むVR技術の話題でスタート。福田氏

が境港「水木しげるロード」のVR活用事例を

挙げながら、VRコンテンツとAR/クラウドな

どのICT技術を連携させた街づくり・観光に

ついて意見を交わしました。

続いて品田氏は、アジア地域における国際

貢献活動として、現在取り組んでいるプログ

ラミング教育の活用可能性について触れ、

事前取材にもとづいて「生徒たちがVRへ期

待していること」について紹介いただきまし

た。

最後に弊社からは、小中学生対象のジュニ

アソフトウェアセミナーを紹介し、VR技術や

プログラミング教育についての話題を提供し

ました。言語教育におけるVR活用の可能性

や産業利用での事例、教育現場にVRを取り

入れることにより大きな変革が期待できるこ

となどを挙げ、パネリストによる白熱した討

論が行われました。

パネルディスカッション後には、オンライ

ン英会話教室を運営されている企業様より

VRのシチュエーション再現について関心を

持っていただきました。

展示ブースでは各種VR/ARシステムに適

用可能な「VRデザインスタジオ UC-win/

Road」によるシステムソリューションの展示

を行い、教育関係者や子供連れのご家族に

加えて、麹町中学校の学生の皆さんにも来

訪いただきました。教育関係者の方からは、

「小学生からプログラミングを学ばせる教育

コンテンツで、単純な回路だけでなく、直進

や回転などのコマンドの組み合わせで車の

運転をプログラムし、UC-win/Roadと連携さ

せたVRシステムで学ばせたい」などのご意見

をいただき、教育ツールやE-ランニングのプ

ログラミング教材・教育システムとして多くの

方より注目を集めました。

＜出展内容＞

・センシング技術を用いた

　4K空中都市散歩VRシステム

・クラウド観光VR/ARシステム

・ステアトルク制御自動運転シミュレータ

・2軸モーションドライブミュレータ

・UC-win/Road Ver.12によるVRモデリン

グ、ヘッドマウントディスプレイ体験コーナー

体験コーナーでは、「バーチャルな3次元

空間を作ろう！～自分のテーマパークを作

ろう！」をテーマとして、小中学生を対象に、

UC-win/Roadを用いたデザイン体験を提供

しました。モデル配置、道路生成とシナリオ

体験による走行、ジェットコースター作成な

どの操作を実際に行っていただき、低学年の

子供たちも90分飽きることなく課題に取り

組んでいました。

これを機にVRの仕事に興味を持つ子供が

増え、将来、日本を支える技術者になってく

れることを期待しています。

EdTechグローバルカンファレンス
 ～Edvation x Summit 2017～

●日時：2017年11月5日～6日
●会場：千代田区立麹町中学校

主催：一般社団法人教育イノベーション協議会

パネルディスカッションの様子

教育関係者や学生を中心に来場いただいた
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セミナーレポート

前回は東京／仙台／札幌／大阪／名古屋

でのCIM・i-Con技術セミナー「フォーラムエ

イトが広げるBIM/CIMワールド」開催につい

てレポートを掲載いたしました。今回は10月

以降分について、2017年度最終の福岡開催

までをご紹介します。多くの皆様にご参加い

ただきまして、ありがとうございました。

■高松　10月13日（金）

今回のテーマであるCIM/i-construction

に対する取り組みをふんだんに取り入れた

セミナーとして開催いたしました。UC-win/

Roadを中心にCIM/i-constructionのアプ

ローチとして、施工や災害などの多様なシ

ミュレーション事例を紹介し、3次元データ

の素早いモデリングや、設計データとの親和

性などを説明することで、現在目指すところ

のCIMモデルのイメージを掴んでいただけた

のではないかと思います。さらにGPSを活用

した自律飛行UAVとの連携により、測量、設

計、施工、維持管理とCIMデータを一連で活

用することで、生産性向上に期待できるシス

テムにも関心を持っていただきました。

構造計算では部分係数法を取り入れる橋

梁製品を中心に紹介しました。2017年11月

に解説が発刊されましたが、弊社ではこれに

先駆けて、7月に通達の条文を参照し、部分

係数法・H29道示対応製品を複数リリースし

ています。さらに、以前より対応している3D

配筋機能については、IFCモデルに外部参照

としてCSVファイルを出力できるようになり

ました。

今後も、エンジニアの方々を支援するソ

リューションを積極的に提案し続け、より土

木業界が発展できるよう貢献していきますの

で、ご期待ください。

 ■金沢　10月25日（水）

金沢会場では、北陸3県より建設コンサル

タントのユーザ様を中心に参加いただきまし

た。当日のセミナーでは、公開さているCIM

導入ガイドラインに沿って業務を進めるにあ

たって、UC-win/Roadを中心としたUC-11シ

リーズ、FEM解析ソフト、3DCAD製品と連携

する弊社の統合ソリューションを紹介しまし

た。

併せて新道路橋示方書改定内容および弊

社の対応方針についてもご案内しました。参

加者の皆様は、既にリリースされた対応版を

実際に操作され、変更箇所の確認等の情報

収集に役立てられていました。今後増えてゆ

くCIM施工業務・工事への対応に向けて、よ

り充実したサポートを提供していきます。

■沖縄　11月24日(金)

沖縄県においてもCIM・i-Construction関

連技術への関心は年々高まっており、当日は

建設コンサルタント、行政土木建設関連部

門、大学土木工学研究室といった多くのユー

ザ様に参加いただきました。

セミナーではUC-win/Roadを主軸とし

たCIMソリューションにおけるデータ交換、

CIMモデルを活用したVRシミュレーションと

いった事例を中心に説明しました。各種解析

分野においても、事例と併せて設計計算ソフ

トの計算結果の可視化などについて紹介し

ました。また、新道路橋示方書改定対応製品

の紹介では、平成24年版との比較を行いな

がら改定内容と弊社対応製品についてご案

内しました。

「地域の守り手」として社会資本の整備を

支え、社会の安全・安心の確保を担うユーザ

様に、よりよい製品・ソリューション・サービ

スを継続してご提供していきます。

■福岡　11月29日（水）

今回のセミナーでは、2017年3月公開の

CIMガイドライン改訂や道示改訂を控えて、

約40名と多数のユーザ様にご来場いただき

ました。弊社が提案を行っている、データ連

携によるCIMモデルの活用など、可能な限り

実際のソフトウェアによるデモをお見せしな

がら、機能や対応内容についてご確認いただ

きました。また、UC-1製品について、2次元

の静的解析から3次元の動的解析、補強設計

まで一連でデータ連携が可能な点などもご

覧いただきました。セミナー後の展示では、

新刊書籍「VRで学ぶ橋梁工学」のをご購入

いただいたり、3DCADソフトによる3D図面

作図のデモなどを体験いただき、CIM対応に

向け情報収集の場として活用していただきま

した。

CIM・i-Con技術セミナー
「フォーラムエイトが広げるBIM/CIMワールド」

●日時：2017年10月13日～11月25日
主催：株式会社　フォーラムエイト
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NAB SHOW
開催日 2018年4月7日(土)～12日（木）

会　場 ラスベガスコンベンションセンター（アメリカ）

主　催 NAB（National Association of Broadcasters）

U R L https://www.nabshow.com/

概　要 世界最大の放送機器展

出展内容 VR-Cloud® NEXT、ビーコン対応ソリューション 他

第22回 「震災対策技術展」 横浜
開催日 2018年 2月8日（木）～9日（金）

会　場 パシフィコ横浜

主　催 「震災対策技術展」横浜 実行委員会

U R L http://www.shinsaiexpo.com/yokohama/

概　要 自然災害対策技術展

出展内容 H29道示対応・設計・解析ソリューション、地震シミュレータ 
FEMソリューション、土石流シミュレータ、クラウド型GISサービス 他

テクノシステムフェア2018
開催日 2018年5月22日（火）～23日（水）

会　場 夢メッセみやぎ

主　催 株式会社テクノシステム

U R L http://www.techno-web.co.jp/

概　要 建設ICTソリューションフェア（総合展示会）

出展内容 H29道示対応・設計・解析ソリューション、UC-win/Road Ver.13土量算出機能
UC-win/Road UAVプラグイン、CIM / i-Construction対応ソリューション 他

テクノシステムフェア 2018

第10回 国際カーエレクトロニクス技術展
開催日 2018年 1月17日（水）～19日（金）

会　場 東京ビッグサイト

主　催 リード エグジビション ジャパン株式会社

U R L http://www.car-ele.jp/

概　要 半導体・電子部材、ソフトウェア、テスティング技術などが一堂に出展

出展内容 UC-win/Road 自動運転開発向けソリューション、ドライブ・シミュレータ 
VR Motion Seat、VR-Cloud®、ARシステム 他

第29回 設計・製造ソリューション展
開催日 2018年 6月20日（水）～22日（金）	

会　場 東京ビッグサイト

主　催 リード エグジビション ジャパン 株式会社

U R L http://www.dms-tokyo.jp/

概　要 生産管理システムなどの製造業向けのITソリューションが一堂に出展

出展内容 UC-win/Road VR Motion Seat、ドライブ・シミュレータ
組立作業チェック支援センシングシステム、FEMソリューション 他

人とくるまのテクノロジー展2018 横浜
開催日 2018年 5月23日（水）～25日（金）	

会　場 パシフィコ横浜

主　催 リード エグジビション ジャパン 株式会社

U R L http://expo.jsae.or.jp/

概　要 世界から最新技術・製品が集う自動車技術者のための日本最大の技術展

出展内容 UC-win/Road 自動運転開発向けソリューション、ドライブ・シミュレータ
VR Motion Seat、VR-Cloud®、ARシステム 他

SEA JAPAN 2018
開催日 2018年 4月11日（水）～13日（金）

会　場 東京ビッグサイト

主　催 ＵＢＭジャパン株式会社

U R L http://www.seajapan.ne.jp/

概　要 「最先端技術」と「開発力」国内最大の国際海事展

出展内容 UC-win/Road操船シミュレータ、Maxsurf、maritimeEXODUS 他

第5回 「震災対策技術展」 大阪
開催日 2018年 5月31日（木）～6月1日（金）

会　場 コングレコンベンションセンター

主　催 「震災対策技術展」大阪 実行委員会

U R L http://www.shinsaiexpo.com/osaka/

概　要 自然災害対策技術展

出展内容 H29道示対応・設計・解析ソリューション、地震シミュレータ
FEMソリューション、土石流シミュレータ、クラウド型GISサービス

EVENT
PREVIEW

出展イベントのご案内
●出展情報：http://www.forum8.co.jp/fair/fair02.htm

来場プレゼント実施！！

■…国内イベント　　■…海外イベント

アジア向けArcbazar・UC-win/Roadセミナー

国内
東京

（ 東京本社セミナールーム ）
3月 5日(月)

フォーラムエイトが業務提携、UC-win/Road、VR-CloudⓇのVRシミュレーションを活用した「ProjectVR」

と連携し、これまで日本で展開されてきた、建築設計デザインコンペのクラウドソーシングサイトArcbazar。

このたび、Arcbazar社CEO、Imdat As氏（MIT建築学修士、ハーバード大学デザイン大学院博士）を迎え、

日本、韓国、中国でのArcbzar、UC-win/Roadの展開に向けたセミナーを開催します。 景観・VRシミュレーション

自主簡易アセスサイト 

アセスとＶＲ　ＶＲ & Assessment世界中で設計　Design Everywhere

景観・VRシミュレーション

自主簡易アセスサイト 

グローバル・デザインコンペ

アセスとＶＲ　ＶＲ & Assessment世界中で設計　Design Everywhere

V i r t u a l  r e a l i t y  d e s i g n  s t u d i o

海外
ソウル（会場未定） 3月 7日(水)

上海（会場未定） 3月 9日(金)

シーズン1から大きくリニューアル、
理系大学生をターゲットによりアカデミックでコアなVR&テクノロジー番組として帰ってきました︕
2018 年 1月 5日～ 3月 23日（全 12回放送）
出演︓パトリック・ハーラン、河北麻友子、池澤あやか　ほか　ナレーション︓春名風香
2018 年 1月 5日～ 3月 23日（全 12回放送）
出演︓パトリック・ハーラン、河北麻友子、池澤あやか　ほか　ナレーション︓春名風香

「パックン・河北麻友子・池澤あやか VR フレンズ 2」再放送決定！

2018年1月5日（金）より2018年1月5日（金）より再放送
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人に伝える発信力をのばす豊かな想像力と表現力をのばす発想する創造力をのばす
自分の世界観を追求し、
目に見えるカタチにする

表現する感性を身につけます

道をつくり まちをつくり、
自由な発想で楽しみながら

創造性を身につけます

つくる途中で自分の考えを伝えたり、
できた世界を人に楽しんでもらったり、

発信する力を身につけます

小・中学生向けワークショップ

Junior Software SeminarJunior Software Seminar

ジュニア･ソフトウェア･セミナージュニア･ソフトウェア･セミナー

第12回第12回

Junior SoftwareSeminarJunior SoftwareSeminar

じぶんのテーマパークをつくろう！
～「鉄道ジオラマ」、「お店屋さん」．．．VRなら何でもつくれます～

テーマ

自分の
言葉で

伝えて
みよう

キミだけの世界をつくろう！

小・中学生向けワークショップ
ジュニア・ソフトウェア・セミナージュニア・ソフトウェア・セミナー

春休み
企画

バ-チャルな
3次元空間を作ろう！

バ-チャルな
3次元空間を作ろう！

東京/札幌/岩手/仙台/金沢/
名古屋/大阪/福岡/宮崎/沖縄

会場 
2018.3.28（水）-29（木）

対象 小学生・中学生　※小学生の方は保護者同伴でご参加ください。

会場
本会場：FORUM8 東京本社セミナールーム（港区・品川インターシティ）

TV会議：札幌/岩手/仙台/金沢/名古屋/大阪/福岡/宮崎/沖縄

参加費
18,000円（2日間、教材費、Tシャツ含む）
※有償セミナー招待券、FPBポイント利用可

定員 東京40名 / 各所15名～30名（先着順、定員になり次第申込締切）

お申込み

受付締切：2018年3月23日（金）

 お申込み方法など詳しくはWEBへ

 https://www2.forum8.co.jp/cgi-bin2/junior.htm

★参加者にオリジナル
　Tシャツプレゼント！

小中学生の皆さんでソフトウェアに興味のある方や自由研究、学習課題のテーマにバーチャルリアリ
ティをご使用いただく機会として、ジュニア・ソフトウェア・セミナーを開催しております

全国10拠点で同時開催！
TV会議システムで中継し
最後に自分の作品を発表します

全国10拠点で同時開催！
TV会議システムで中継し
最後に自分の作品を発表します

Virtual Reality Design Studio
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特別試験研究費税額控除制度とは
  特別試験研究費税額控除制度とは、試験研究のために使用した費

用の一定割合を税額控除できる、いわゆる研究開発税制の１つです。

産学官連携による共同研究及び委託研究を通じた基礎的創造的研究

を促進する観点から、平成5年度税制改正で創設されましたが、平成

25年度税制改正、平成27年度税制改正および平成29年度税制改正で

対象範囲の拡大、要件緩和等の措置がなされています。現行制度の概

要は次の通りです。

以下に挙げる試験研究に要した試験研究費の額に一定の控除率

（20％または30％）を乗じて計算した金額を、当該事業年度の法人税

額から控除することができます。なお、その上限額は、総額型税額控

除制度による控除額とは別枠で、法人税額の5％相当額となります。

※ 上記以外に、「その用途に係る対象者が少数である医薬品に関する

試験研究」も特別試験研究費税額控除制度の対象となっております。

当該試験研究に係る手続き等については下記のウェブサイトをご覧く

ださい。

■国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

制度の趣旨
昨今、イノベーションの創出に向けて、他組織と有機的に連携して

新しい付加価値を生み出すオープンイノベーションの必要性がますま

す高まっているところ、日本においては、諸外国と比較してもまだ十分

に根付いているとは言えない状況にあります。そのような中で、国とし

ても、中堅・中小・ベンチャー企業と「橋渡し」研究機関との共同研

究開発支援や、民間企業を主体とした「オープンイノベーション・ベン

チャー創造協議会」の発足、そして研究開発税制における特別試験研

究費税額控除制度などのさまざまな政策を実施しており、オープンイ

ノベーションを促進する機運が高まっています。

特別試験研究費税額控除制度は、大学や国の研究機関、また他企

業等との共同研究及び委託研究等の連携について、特に大きなインセ

ンティブを与える制度となっており、平成5年度税制改正で創設されて

以来、オープンイノベーションの促進に資する施策の1つとして、重要な

ものとして位置づけられてきました。

平成27年度税制改正では、それまで以上にオープンイノベーション

を加速的に促進するために、制度の抜本的拡充を行ったところです

が、平成29年度税制改正では、当該制度が真にインセンティブとして

機能するよう、企業等の実務に合わせた運用改善が実現しました。

特別試験研究費の概要
1.特別試験研究費の額（法第42条の4第8項第9号）

試験研究費の額のうち国の試験研究機関、大学その他の者と共同し

て行う試験研究、国の試験研究機関、大学又は中小企業者に委託する

試験研究、中小企業者からその有する知的財産権の設定又は許諾を

受けて行う試験研究その他の政令で定める試験研究に係る試験研究

費の額として政令で定めるものをいいます。

※ 平成29年度税制改正により試験研究費の範囲に追加された「対価

を得て提供する新たな役務の開発に係る試験研究（法第４２条の４第

８項第１号）」に要する費用を特別試験研究費税額控除制度における

控除額の計算の基礎に組み入れる場合については、対象とする試験研

究及びこれに要する費用が、政令第２７条の４第２項、第３項第２号等

に定める要件、かつ本ガイドラインに定める要件を満たしている必要

があります。

2.特別試験研究費の税額控除額（法第42条の4第6項）

特別試験研究費の額（※1）に一定の控除率（※2）を乗じて計算し

た金額となります。

※1 総額型税額控除制度（法第42条の4第1項）又は中小企業技術基盤

強化税制（法第42条の4第3項）の控除額の計算の基礎として、特別試

験研究費の全部又は一部を組み入れた場合には、組み入れた部分の特

別試験研究費については、特別試験研究費税額控除制度における控除

額の計算の基礎に組み入れることはできません。

なお、ある特別試験研究費の額を総額型税額控除制度又は中小企業

技術基盤強化税制の控除額の計算の基礎とするか否かは、申告法人の

特別試験研究費税額控除制度（オープンイノベーション型）

このコーナーでは、ユーザーの皆様に役立つような税務、会計、労
務、法務などの総務情報を中心に取り上げ、専門家の方にわかりやす
く紹介いただきます。今回は、試験研究のために使用した費用の一定
割合を税額控除できる研究開発税制の中で、企業が共同試験研究、
委託試験研究を行った場合などに適用できる「オープンイノベーショ
ン型」に着目して紹介します。
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判断によります。

※2 特別試験研究費税額控除制度の控除率は、次の通りとなります。

特別研究機関等若しくは大学等との共同研究又はこれらに対する委

託研究：30％、これ以外のもの 20％

「オープンイノベーション型」の概要
オープンイノベーション型とは、研究開発税制の制度の１つで、企業

が共同試験研究、委託試験研究を行った場合など、その共同試験研

究、委託試験研究に要した費用等に一定の控除率(20%または30%)を

乗じた額を法人税から控除できる制度です。

制度の適用を受けるためには、費用の分担やその明細、成果の帰属

や公表に関する事項などをあらかじめ契約書に記載しておくこと、ま

た、特別試験研究費の額について相手方の確認を受けることなど、一

定の手続きが必要になります。

また、実際に制度を活用する際には、税理士等にもご確認のうえ、

手続きを進めることが推奨されます。

※オープンイノベーション型を活用するために計上した共同試験研究・

委託試験研究に要した費用や知的財産権の使用料は、総額型を活用

するための試験研究費として計上することはできません。なお、納税法

人は、経費のうちどこまでをオープンイノベーション型活用のための費

用とするかを判断することができます。

（注2）平成29年度税制改正により、相手方による確認については、領

収書等との突合までは求めないことを明確化しました。

■オープンイノベーション型

■税額控除の対象となる費用

■控除率・控除上限等

■適用を受けるための手続き：



 関西医科大学卒業、京都大学大学院博士課程修了、医学博士。マウント

シナイ医科大学留学、東京慈恵会医科大学、帯津三敬三敬塾クリニック院長を経て現

職。日本皮膚科学会認定皮膚科専門医、日本心療内科学会上級登録医・評議員、日本

心身医学会専門医、日本森田療法学会認定医。日本統合医療学会認定医・理事。日本

ホメオパシー医学会専門医・専務理事。日本人初の英国 Faculty of Homeopathy 専

門医（MFHom)。2014 年度アリゾナ大学統合医療プログラム Associate Fellow 修了。

『国際ホメオパシー医学事典』『女性のためのホメオパシー』訳。『妊娠力心と体の 8 つ

の習慣』監訳。『がんという病と生きる　森田療法による不安からの回復』共著など多数。

安田病院心療内科、統合医療アール研究所所長   板村 論子（いたむら ろんこ）

はじめに
　２０１７年１月号から５回にわたり『統合

医療とメンタルヘルス』について紹介して

います。統合医療は「人」がより健康で幸

せに生きることを目的にした医療でもあ

り、近代西洋医学に基づいた従来の医療

や、先端医療と伝統医療や相補・代替医

療（CAM）を融合させ、患者さん一人ひと

りに生きかたにあった医療を提案してい

ます。約４人に１人は、人生のどこかで心

の病気になるといわれています。かつては

心の風邪と称されたうつ病も、２年以上

うつ病の治療を受けている慢性うつ病の

人も少なくありません。薬を飲んでいても

健康な時にくらべ日常生活に不調を来し、

苦しんでいる人も多いのです。うつ病の治

療として、投薬治療よりもまず休息と養生

があげられます。休息と養生の意味すると

ころは、古くから言われている自然良能つ

まり自然治癒力がより働くようになること

です。CAMはこの自然治癒力に働きかけ

るものが大半です。米国の2000-2001年の

National Comorbidity Survey Replication 

Survey（NCS-R）の調査では、うつ病患者

の15.3%がCAMを受けていると報告され

ています。第５回の最後には世界で最も使

われている相補・代替医療であるホメオパ

シーによるメンタルヘルスの統合医療、特

にうつ病について紹介したと思います。

世界で最も用いられている
相補･代替医療：
ホメオパシー
　ホメオパシーは現在世界80ヵ国以上で

用いられています。（図１・図２）

　ホメオパシーでは、ホメオパシー薬（レメ

ディ）を介してうつ病患者の自己治癒シス

テムに働きかけ回復へと導きます。ホメオ

パシーは約230年前にドイツ人医師である

ハーネマンが体系づけた医療です。欧州を

中心に日本の漢方のような位置づけにあり

ます。ホメオパシーでは、病気の人が語る

物語（Narrative）を通し、身体症状だけで

なく、心理社会的な側面を含め理解するこ

とによって、その人の持つ自己治癒過程に

働きかけるホリスティック（全人的）な医療

と考えられています。２つの原則から成り

立っています。そのひとつは 類似の原則で

す。病気の人の全体像をひとつのパターン

としてとらえ、それにもっとも類似している

パターンを持つレメディによって、その人の

持つ自己治癒過程に刺激を与えます。さ

らにもうひとつの理論は刺激を与えるレメ

ディは、最小限で効果的な投与をおこなう

ことです。レメディは現在では3000種類以

上あります。その原材料の約65％が植物由

来でそのほか動物、鉱物などです。段階

的な希釈と振盪である活性化を経て種々

のポテンシー（効力）を有します。また身

体に障害を与えないレベルの濃度まで希

釈されています。レメディの薬効は、中毒

学、プルービング、症例報告にもとづいて

います。現在レメディは欧州、米国では医

薬品として認可されています。

　診察では従来の治療同様の過程に加

え、ホメオパシーの問診を行い、レメディ

を選択します。レメディ選択に際し、多様

なストラテジーを用い、必要に応じて重

要と考えられるいくつかの症状をルブリッ

クスとして選び Repertorisationを行いま

す。ホメオパシーのストラテジーは多様で

す。慢性では症状全体からパターンを読む

Holistic approachをおこないますが、病態

レベルが進んだ場合、病気の人のcenter of 

gravity やthemeに焦点をあてたMethod of 

complexityなどを選択します。DSM-Vの大

うつ病エピソードから精神症状に対応する

ルブリックスとして選び、コンピューターに

よるRepertorisationです。多数のレメディが

対応可能となります。（図３）

最終回  心の病気からの回復：統合医療をとおして

統合医療とメンタルヘルス
連載（全5回）

Homeopathy ホメオパシー

• 約230年前,ドイツ人医師Samuel 
Hahnemannによって体系づけら
れた医療

• 自己治癒過程に働きかけ,病気
の人が全体の調和（動的平衡）
を取り戻し回復していく過程に
働くと考えられている

• ホメオパシー薬は欧米では医薬
品として認可されている

• 各国ホメオパシー薬局方; 欧州
薬局方,フランスFHomP,

ドイツHAB （GerHomP )

米国HPUS ,イギリスBHomP, 

メキシコ,インド,ブラジルなど

• 欧州では約30％の人がヘルスケ
アとして利用. 約40,000人以上の
医師がホメオパシーを研修

• フランス,ベルギー など18カ国で
は医師と歯科医師のみが行い保
険が適用され,近代西洋医学に
基づいた現代医療と統合的に用
いられている 1

世界80カ国以上で用いられている

欧州におけるホメオパシー
各国の薬局でホメオパシー薬が販売,処方されている

パリの薬局

チューリッヒの薬局
ベルリン
駅の構内薬局
ドイツではセル
フケアとしても
広く普及してい
る

ロンドン
Royal London Hospital for Integrated 
Medicine 王立ロンドン統合医療病院内
での調剤薬局 ホメオパシー薬の調合
をしている

ホメオパシー
の看板

液剤,錠剤,丸剤
などいろいろな
ホメオパシー薬
が販売されてい
る 1

図１ 世界に拡がるホメオパシー 図２ 欧州におけるホメオパシー
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ホメオパシーによるうつ病
からの回復過程
　ホメオパシーは自己治癒過程に働きかけ

回復の手助けをする 医療であり、現代医療

と統合的に用いることで、回復を早め、症

状の軽減 あるいは投薬量を減らす ことが

可能となります。うつ病の患者さんはすで

に抗うつ薬による治療を受けています。筆

者はホメオパシーを統合医療として行うに

あたり３段階の治療目標を定めています。

第１段階では投薬はそのまま継続し、QOL

（生活の質）の改善。第２段階は減薬、第

３段階はホメオパシー薬も終了し完全に回

復することを目指します。（図４）

　実際２年以上投薬治療を受けている慢

性うつ病の31人の方のうち13人がホメオパ

シーを始めて２年以内に完全に回復しまし

た。ある30代後半のIT関係の技術者の男

性です。約５年前より仕事上のストレスから

うつ病と診断され、これまでに２回休職と

復職を繰り返しています。10ヵ月前から３度

目の休職になり、抗うつ薬、抗不安薬、抗

精神病薬、睡眠薬など６剤を服用していま

すが、復職の見通しがつきません。ホメオ

パシーの問診では生理的状態、局所症状、

心理的状態をみていきます。全体の症状か

ら Holistic approach を用いて Staphisagria 

30c,１日１ pill毎日処方としました。

　治療２ヵ月後には、あまり改善がなく、

空虚感がつよいことから、より深いレベ

ルに対応したMethod of Complexityの

ストラテジーを用いてレメディをAurum 

sulphuratum 30cに変更しました。治療４ヵ

月後には空虚感はおちついきていました。

抑うつのレベルは7/10。その後目標の第２

段階に入り、徐々に投薬量を減らしていき

ました。治療10ヵ月後には仕事に行けるよ

うになり、薬は必要なくなりました、レメ

ディの服用もときどき忘れていました。第

３段階です。治療１年後に復職しました。

レメディも服用していませんでした。治療１

年５ヵ月後でホメオパシーによる治療は終

了しました。現在治療終了後３年以上経っ

ていますが再発していません。このような

難治性のうつ病のかたにCAMの一つであ

るホメオパシーを統合的に用いることで、

その人本来の自己治癒過程に働きかけ根

本的な回復、抗うつ薬だけでは得られない

回復が可能と考えます。

おわりに
　統合医療とは医療の受け手である「人」

を中心とした医療システムです。ストレス社

会といわれる現代、日々のストレスに起因

するメンタルの不調などは、これといった

原因を特定できないものもあります。溢れ

る情報に埋もれながらも自分で何とかしよ

うとしている人も多いでしょう。診断書が出

され心の病気になって、医師に完全にお任

せして薬だけでも数種類飲んでいるのに、

いつになったら治るのか不安が募るばか

りです。本当に自分にあった医療でメンタ

ルの不調から解放されたい。そんな人々の

ニーズに応える医療が、まさに統合医療な

のです。自分の心と体に目を向けて、健康

を手に入れるために何をすればよいのか、

統合医療は教えてくれます。

図４ 統合医療としてのホメオパシーと治療目標

コンピュータープログラム（Mac Repertory：Kent 
Homeopathic Association）を用いたrepertorisation.
左はrubricで上段にhomeopathic medicineの略語。
表の1-4の数字は重要度を示す、４が最も重要。

図６ ホメオパシーによる回復過程

ホメオパシーでは病気の“人”を全人的に理解し,症状の全体像を
ひとつのパターンとしてとらえ,それに最も類似しているパターンを
持つホメオパシー薬(レメディ：約3000種類）によって自己治癒過程に
刺激を与えて働きかける.（類似の原則）

方法：従来の治療同様の過程（問診/診察/検査/診断）
に加え,Homeopathic consultation を行い,レメディを選択する

Homeopathic consultationでは個
別性が重要となる

1) 病気の人のナラティブを通して, 全
人的に理解する

2) 病気の人の全体像のパターンに最

も類似したパターンを持つレメディ

を決める.

Homeopathic analysis：
身体部位別にセクションに分かれ,各セクション毎に症状に対応したルブリックをコンピュ

ータープログラム用いてRepertorisationをおこなう.

統合医療としてのホメオパシー

• 自己治癒過程に働きか
ける

• 現代医療と統合的に用
いる

回復を早める

進行を遅らせる

症状を軽減させる

投薬量を減らす

3段階の治療目標

• 第1段階：現代医療の
投薬はそのままで、日
常生活がより良く過ご
せる

• 第2段階：現代医療の
投薬を減らすことが出
来る

• 第3段階：レメディが必
要なくなる

3段階の回復過程
Three-Step Indication of Recovery

うつ病

ホメオパシー

抗うつ薬

治癒：健康な状態

II .投薬を減らすことが出来る

III.レメディが必要なくなる

I .日常生活がより良くQOLの改善

図３ ホメオパシーの診察と多様なストラテジー（※）

※�筆者が考える患者の病態レベルによるストラテジー。ホメオパシーでは急性から慢性までまた病態
レベルのsurfaceからdepthに合わせた治療が可能である。Isopathy、Tautopathy、Miasm、Family
などのホメオパシー専門用語。

図５ うつ病の症状に対応するホメオパシー薬（レメディ）

大うつ病エピソード　DSM-V (Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders-I)
診断基準より

•その人自身の明言か、他者の観察によって示される、ほとんど１日中、ほとんど毎日の抑うつ気分
•�ほとんど１日中、ほとんど毎日の、すべて、またはほとんどすべての活動における興味、喜びの著し
い減退
•食事療法中ではない著しい体重減少、あるいは体重増加・ほとんど毎日の不眠または睡眠過多
•ほとんど毎日の精神運動性の焦燥または制止・ほとんど毎日の易疲労性、または気力の減退
•無価値観、または過剰あるいは不適切な罪責感がほとんど毎日存在
•思考力や集中力の減退、または決断困難がほとんど毎日存在
•�死についての反復思考、特別な計画はない反復的な自殺念慮、自殺企図、または自殺するための
はっきりとした計画
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SPU INFORMATIONSPU INFORMATIRMAATIOONNSPPPPPPPPPPPPPPPUUUUUUU IIIIIINNNNNNNNFFFFOOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRMMMMMAAAAAAAAAAATTTTTTTTTTTT OOOOOOOOOOONNNNNNNNNNNNNNSPPPPPPPUUUUUU IIIIIIIINNNNNNNNFFFOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRRMMMMMMMAAAAAAAAAAATTTTTTTTTTTIIIIIRRRRRRRRRRRRRMMMMMMMMAAAAAAAAAAATTTTTTTTTTTTTTTTTTTIIIIIIIOOOOOOOOOOOOOOOOOOOONNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNスーパープレミアムユーザ（SPU）
インフォメーション

製品・サービスご購入実績が上位のユーザ様を対象として、スーパープレミアムユーザ 会員（SPU)制度（FORUM8・VIPユーザ会）を

開始しております。本連載では、情報提供やさまざまな特典をはじめとして、SPU会員の皆様を対象としたご案内を掲載いたします。

※上記1～3の参加費・宿泊費はすべて弊社が負担いたします

（当社枠8名先着順）

2018年1月26日（金）経団連会館
（当社枠10名先着順）

各種講演会、
交流会ご招待

「日本のヴィジョン
を考える会」

月例講演会へ参加

MIT
「Japan Conference」

ご招待

11月14日（水）～16日（金）

デザイン
フェスティバル聴講

および
テクニカルツアー

ご招待

懇親会（京都）2月8日（木）他

SPU招待
特別講演
・

懇親会
毎年数回実施・
ご招待予定

9月27日（木）

ゴルフコンペ
ご招待

年2回程度、カメリアヒルズ
カントリークラブを予定

SPU
入会記念品

贈呈
高級ブランドネクタイなど

毎年変更
＊記念品は変更になる可能性が
ございます。ご了承ください。

SPU招待特別講演・懇親会

北海道

福　岡沖　縄

特別講演　「VRで学ぶ橋梁工学」/「 VRで学ぶ情報工学（建設ICT）」
道路・舗装技術研究協会 理事長  稲垣 竜興 氏

京　都

特別講演　スポーツは教えてくれる
ー生活やビジネスに役立つヒントをスポーツは教えてくれるー

スポーツ評論家  玉木 正之 氏
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INFORMATIONINFORMAATIOONNNNNNNFFFFFFOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAATTTTTIIIIOOOOOOONNNNNNNNNNFFFFOOOOOORRRRRRRMMMMMMMAAAATTTTTTTIIIIOOOOOOOOOOOOONNNNNNNNNNNN営業窓口のお知らせ／ FPBからのご案内

■UC-win/Road Ver.13
　新機能気象表現拡張

営業窓口からのお知らせ　キャンペーン情報 キャンペーンの詳細はこちら ＞＞　キャンペーン情報
http://www.forum8.co.jp/campaign/campaign.htm

UC-win/Roadの
プラグイン追加で 30％OFF
UC-win/Road Ver.13リリースを記念して、UC-win/Roadの 
プラグイン・別売りオプションをどれでも30%OFFでご購入いただけます 

対応製品・価格は本誌P.32をご参照ください

製品 価格

UC-win/Road Ver.13 Ultimate ¥1,920,000

UC-win/Road Ver.13 Driving Sim ¥1,280,000

UC-win/Road Ver.13 Advanced ¥970,000

UC-win/Road Ver.13 Standard ¥630,000

対象プラグイン・オプション名 通常価格 キャンペーン価格

UAVプラグイン・オプション ¥300,000 ¥210,000 

HUD（バーチャルディスプレー）プラグイン・オプション ¥300,000 ¥210,000

カメラセンサー基本プラグイン・オプション ¥800,000 ¥560,000 

DSコース変換プラグイン・オプション  ¥400,000 ¥280,000 

スピードメータ表示プラグイン・オプション  ¥300,000 ¥210,000

HTC VIVEプラグイン・オプション ¥300,000 ¥210,000

OpenFlightプラグイン・オプション ¥400,000 ¥280,000

環境アセスプラグイン・オプション ¥350,000 ¥245,000 

シミュレーションリアルタイム連携オプション ¥500,000 ¥350,000 

Simulink連携プラグイン・オプション ¥400,000 ¥280,000 

■対象プラグイン・オプションの一例（その他の価格：本誌P.46参照）

■UAVプラグイン・オプション

１

２

キャンペーン期間　2018/1/1～2018/3/30

旧版製品をお持ちの場合、
どのバージョンからでも H29道路橋示方書対応製品が
20％OFF
道路橋示方書対応製品の旧版保有ユーザ様であれば、どのバージョンからでもH29道路橋示方書対応製品を20%OFFで購入いただけます。

この度オトクなキャンペーンを4つご紹介！
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新道路橋示方書 
対応リバイバル

UC-win/Road 
Ver.13リリース記念
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フォーラムエイトポイントバンク（FPB）
購入金額に応じたポイントを登録ユーザ情報のポイントバンクに加
算し、次回以降の購入時にポイントに応じた割引または、随時特
別景品に交換するユーザ向けの優待サービスです。

対 象

①フォーラムエイトオリジナルソフトウェア製品
（UC-win/UC-1シリーズ） ※弊社から直販の場合に限ります
②フォーラムエイトオリジナル受託系サービス
（解析支援、VRサポート） ※ハード統合システムは対象外

加算方法

ご入金完了時に、ご購入金額（税抜）の1％（①）、0.5％（②）
相当のポイントを自動加算いたします。
※ダイアモンド・プレミアム会員：150％割増
　ゴールド・プレミアム会員：100％割増
　プレミアム会員：50％割増

確認方法 ユーザ情報ページをご利用下さい（ユーザID、パスワードが必要）

交換方法

割引利用：1ポイントを1円とし、次回購入時より最終見積価格など
からポイント分値引きが可能です。

有償セミナー利用：各種有償セミナー、トレーニング等で１ポイント
を1円としてご利用いただけます。

製品交換：当社製品定価150,000円以内の新規製品に限り製品定価
（税別）の約60％のポイントで交換可能。

有効期限 ポイント加算時から2年間有効

19,731
（2017年12月15日現在）

number of users
登録ユーザ数

FPB（フォーラムエイトポイントバンク）景品・製品交換の拡充 ポイントの確認・交換はこちら ＞＞　ユーザ情報ページ
https://www2.forum8.co.jp/scripts/f8uinf.dll/login

■構造物概算工費比較

UC-1 Engineer's Suite積算と 
新規製品同時購入の場合 20％OFF
UC-1 Engineer's Suite積算 Ver.4 リリースを記念して、 
新規製品と同時購入でいずれも20％OFFでご提供いたします 

熊本地震・ 東日本大地震関連支援団体へのポイント寄付 

　・日本赤十字社　　　http://www.jrc.or.jp/（義援金）
　・（社）日本ユネスコ協会連盟　http://www.unesco.jp/（支援募金）

ポイント寄付対象組織
日本赤十字社 ユネスコ 国境なき医師団

NPOシビルまちづくり 
ステーション

NPO 
地域づくり工房

認定NPO法人 
柔道教育ソリダリティー

FPBポイントによる表技協入会案内のお知らせ
FPB ポイントを表技協入会に充てることができます。

最先端表現技術利用推進協会レポート（P.54） 
●合同部会での会員発表

● 新景品追加
変更点 ポイント 景品名

新景品追加
3,040 VR で学ぶ橋梁工学

2,800 避難誘導サイン トータルシステム 
RGSS ガイドブック

※FPBでは、各ポイント寄付対象組織の許諾を得て実施しております。

製品定価から 10％OFF
当社セミナーへご来場のユーザ様へ、 
製品定価より10％OFFの特別価格でご提供いたします。

■主なセミナー日程（その他・詳細はP.122をご覧ください。）

UC-win/Road・VRセミナー
1月17日（水） 大　阪（¥18,000）
1月25日（木） 沖　縄（¥18,000）
2月　9日（金） 名古屋（¥18,000）

製品 価格 キャンペーン価格

UC-1 Engineer’s Suite積算 Standard ¥600,000 ¥480,000 

UC-1 Engineer’s Suite積算 Lite ¥300,000 ¥240,000

4
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セミナー来場者優待

UC-1 Engineer's 
Suite 積算 
新バージョンリリース
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フォーラムエイト
FPB景品カタログ
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詳細はこちら

®
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SEMINAR INVITATIONフェア・セミナー情報 ■ 詳細・申込み：http://www.forum8.co.jp/fair/fair00.htm

■ セミナーカレンダー：https://apply.forum8.co.jp/fullcalendar

VR Simulation
セミナー名 日程 会場

UC-win/Road VRセミナー

 １月１７日（水） 大 阪

１月２５日（木） 沖 縄

２月　９日（金） 名 古 屋

バーチャルリアリティによる道路設計セミナー １月２５日（木） 東 京

UC-win/Road SDK／VR-Cloud® SDKセミナー ２月　７日（水） T V・WEB

UC-win/Road・Advanced・VRセミナー
２月２０日（火） 東 京

３月　８日（木） 福 岡

ジュニア・ソフトウェア・セミナー ３月２８日（水） 
～２９日（木） TV

FEM Analysis/BIM/CIM
セミナー名 日程 会場

弾塑性地盤解析セミナー（2D/3D）※ １月１６日（火） T V・WEB

熱応力・ソリッドFEM解析セミナー １月２６日（金） T V・WEB

浸水氾濫津波解析セミナー ２月　６日（火） T V・WEB

構造解析入門セミナー （受講料￥9,000） ２月２２日（木） T V・WEB

Engineer's Studio®活用セミナー ３月１４日（水） T V・WEB

CAD Design/SaaS
セミナー名 日程 会場

柔構造樋門の設計・3D配筋セミナー １月１８日（木） T V・WEB

橋台の設計・3D配筋 
（部分係数法・H29道示対応） セミナー

２月　８日（木） T V・WEB

ボックスカルバートの設計・3D配筋セミナー ２月２１日（水） T V・WEB

Maxsurfセミナー ３月　１日（木） T V・WEB

基礎の設計・3D配筋 
（部分係数法・H29道示対応） セミナー

３月　６日（火） T V・WEB

土留め工の設計・3DCADセミナー※ ３月１６日（金） T V・WEB

設計エンジニアをはじめ、ソフトの利用者を対象とした講習会として2001年8月にスタートしました。本セミナーは、実際にPCを操作して
ソフトウェアを使用することを基本としており、小人数で実践的な内容となっています。VR、解析、CADなどのソフトウェアツールの活用
をお考えの皆様にとって重要なリテラシを確保できるセミナーとして、今後もさらなるご利用をお待ち申し上げます。

VR Simulation
セミナー名 日程 会場

Arcbazar・環境アセスVRセミナー ２月　２日（金） TV・WEB

交通解析・VRシミュレーション体験セミナー ２月１５日（木） TV・WEB

3DCAD Studio®・VR体験セミナー ２月２３日（金） TV・WEB

VRまちづくりシステム体験セミナー ３月　２日（金） 東 京

UAVプラグイン・VR体験セミナー ３月１５日（木） 東 京

スパコンクラウド®体験セミナー ３月２２日（木） TV・WEB

FEM Analysis/BIM/CIM
セミナー名 日程 会場

エンジニアのプログラミング入門体験セミナー １月１９日（金） TV・WEB

DesignBuilder体験セミナー ２月１４日（水） TV・WEB

スイート積算体験セミナー ２月１６日（金） TV・WEB

Allplan体験セミナー ３月　７日（水） TV・WEB

ビッグデータ解析体験セミナー ３月　９日（金） TV・WEB

2D・3D浸透流解析体験セミナー ３月１３日（火） TV・WEB

CAD Design/SaaS
セミナー名 日程 会場

3D配筋CAD体験セミナー １月２３日（火） TV・WEB

大型土のう／補強土壁の設計体験セミナー １月２４日（水） TV・WEB

ウェルポイント、地盤改良の設計計算体験セミナー ２月　１日（木） TV・WEB

建築基礎、地下車庫の設計体験セミナー ３月２０日（火） TV・WEB

【中国語】会場：上海/青島/台北　時間：13:30～16:30（日本時間）

セミナー名 日程

DesignBuilder体験セミナー １月１７日（水）

UC-win/Road・VR体験セミナー
台北：２月　１日（木）

上海：２月　２日（金）

UC-win/Road Advanced・VR体験セミナー
台北：３月　７日（水）

上海：３月　８日（木）

Allplan体験セミナー ３月１５日（木）

EXODUS・SMARTFIRE体験セミナー ３月２３日（金）

【ベトナム語】会場：FORUM8 Vietnam Limited Liability Company

セミナー名 日程

UC-win/Road・VR体験セミナー １月２６日（金）

UC-win/Road DS体験セミナー ３月　９日（金）

【英語】会場：WEBセミナー　時間：9:00～12:00（日本時間）

セミナー名 日程

Engineer's Studio® 体験セミナー ２月　９日（金）

※公益社団法人 地盤工学会 認定 

　 T V：TV会議システムにて下記会場で同時開催
	 東京･大阪･名古屋･福岡・仙台・札幌・金沢・岩手・宮崎・沖縄

　WEB：オンラインでTV 会議セミナーと同時開催。
	 インターネットを通して参加可能。

　東　 京 ： F8　東京本社　セミナールーム

　大　 阪 ： F8　大阪支社　セミナールーム

　名古屋 ： F8　名古屋ショールーム　セミナールーム

　福　 岡 ： F8　福岡営業所　セミナールーム

　仙　 台 ： F8　仙台事務所　セミナールーム

　札　 幌 ： F8　札幌事務所　セミナールーム

　金　 沢 ： F8　金沢事務所　セミナールーム

　宮　 崎 ： F8　宮崎支社　セミナールーム

　岩　 手 ： CRAVA Media Lab　滝沢市IPUイノベーションセンター会議室

　沖　 縄 ： FORUM8沖縄　セミナールーム

会場の
ご案内

申し込
み方法

※各セミナー、フルカラーセミナーテキスト

ＦＰＢポイント利用可能 

時　 間：9:30～16:30

　　　　（セミナーにより終了時間が異なる場合がございます。）

受講料：￥18,000

　　　　受講費には昼食（昼食券）、資料代が含まれています。

　　　　セミナー終了後、修了証として受講証明書を発行します。

有償セミナー

参加申し込みフォーム、電子メールまたは、最寄りの営業窓口まで

お願いします。お申し込み後、会場地図と受講票をお送りします。

【U R L】 http://www.forum8.co.jp/fair/fair00.htm 

【E-mail】 forum8@forum8.co.jp

【営業窓口】 0120-1888-58  （東京本社）

VIP迎車ランチサービス

時　間：13:30～16:30（PC利用実習形式で実施しています。）

FPBプレミアム  ゴールド・プレミアム会員特典

体験セミナー参加者を対象にVIP迎車ランチサー

ビスに無料ご招待いたします（年2回×2名様）。

※迎車は関東1都6県に限ります。その他地域は 

　年2回ｘ2名様ランチサービスとなります。

詳細：http://www.forum8.co.jp/forum8/fpb-premium.htm

※各セミナー、フルカラーセミナーテキスト

体験セミナー

体
験
セ
ミ
ナ
ー

海
外
体
験
セ
ミ
ナ
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有
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①製品購入ページより
　フォーラムエイトHP ＞
　製品購入＞オーダーページ＞
　製品購入タブ＞書籍

書籍のご購入はフォーラムエイト公式サイト または
、rakuten.co.jpにてお買い求め頂けます！

日本国内の橋梁数は橋長2m以上の道路橋で
約70万、鉄道橋で約9万橋。そのほとんどが
高度成長期に建設され老朽化しており、保全
対応が今後ますます求められる。橋の魅力を
知って橋ファンになってもらうため、さらに橋
を見守ることのできる人が少しでも増えること
を念頭に、橋の生い立ちから全体像までと橋
の見守り方を、VRとコラボしてとりまとめた。

VRで学ぶ橋梁工学
編著：一般社団法人 道路･舗装技術研究協会 理事長 稲垣 竜興 氏

本体3,800円 ＋税定価

VRで学ぶ舗装工学 VRで学ぶ道路工学

認識の啓蒙書として2016年11月に出版された『安全安心
のピクトグラム』は、ピクトグラムデザインの適合性を精査し
課題および改善点を学術的に模索するものだった。今回、同
書の著者 太田幸夫氏による相補的な実践の手引書が新た
に刊行される。この2冊を活用し、各種災害に対応の「トータ
ルシステム」によって、安全・安心な街づくりに貢献できる。

避難誘導サイン トータルシステム
RGSSガイドブック 本体3,500円 ＋税定価

VR業界で最先端を走るフォーラムエイト
の歩みを紹介するとともに、トヨタ、竹中土
木、デンソーアイティーラボラトリ、パイオ
ニアなど、VR導入事例を多数収録。
めくるめくバーチャルリアリティの世界へ、
ようこそ！

VRインパクト

本体1,500円 ＋税定価

編著：特定非営利活動法人 サインセンター
　　  理事長 太田 幸夫 氏

著者：伊藤 裕二
出版社：ダイヤモンド社

知らないではすまされない 
バーチャルリアリティの凄い世界

安全安心のピクトグラム

2017年5月発売

2017年11月発売

2017年11月発売

2016 2013~2015

②刊行書籍ページより
　www.forum8.co.jp/
　product/book.htm 

FORUM⑧ 公式サイトからのご購入

フォーラムエイトの

最新出版・販売書籍

安福 健祐 著
3,480円

フォーラムエイト 著
2,800円

吉川 弘道 著
2,800円

福田知弘/関文夫 他 著
3,800円

馬智亮 著
88元

田中 成典 監修
3,790円

フォーラムエイト著
1,500円

フォーラムエイト著
1,500円

稲垣 竜興 著
3,800円

傘木 宏夫 著
2,800円

E・ガリア 編著
3,800円

川村 敏郎 著
880円

鵜飼 恵三 著
3,800円

吉川 弘道 編著
3,000円

稲垣 竜興 著
3,800円

太田 幸夫 著
3,500円

家入 龍太 監修
2,500円






